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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　──これは、とある何でもない話。

　小さくてかわいい先輩を喜ばせたいがゆえに結果としてすぐに照れさせてしまう一人の男子生徒と、そうやって照れさせられてしまうのを何とかして防ぎつつ後輩に対して威厳を示したい先輩の、色々あったりなかったりする日常のお話だ。
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　七月に入り、季節は本格的な夏の到来を迎えようとしていた。

　涼しげな夏服にもすっかり慣れて、世間一般では多くの人が活動的になる時期。

　だけどそれとは裏腹に、彩さい光こう学がく園えんでは一学期で最も盛り上がるイベントであった『彩さい雲うん祭さい』も終わり、さらにはまもなく期末試験が控えているということもあり、クラス内の雰囲気は普段よりも少し静かになっているようにも思えた。

　とはいえそんな中でも、龍りゆう之の介すけのやることは変わらない。

　昼休み、午前中の授業が終わるのを待って真っ先に向かった先は、放送室だった。

「──失礼します」

「ん？　お、龍りゆう之の介すけ。おっす」

「こんにちは、花か梨りん先輩」

　防音用の二重扉を開いて龍りゆう之の介すけが中に入ると、迎えてくれたのは先輩だった。

　放送部（仮）の部長であり一つ年上の三年生の高たか遠とお花か梨りん先輩。

　いつも通りのかわいらしくちんまりとしたたたずまい、まるで流れる水のように耳へと滑りこんでくる女神のような天使のような二つの声、どこか放っておけない小動物のような雰囲気。

　同じ空間で同じ空気を吸ってその声を聞いているだけで、みるみるうちに心が浄化されていくのを感じる。

「……なんか、またヘンなこと考えてない？」

　と、先輩が疑わしげな目で龍りゆう之の介すけを見ながらそう口にした。

「いえ、先輩がそこにいて声をかけてきてくれるだけでウイルスやダニの死骸などが無効化されていくと思っただけです」

「あたし空気清浄機!?」

「ストリーマとアクティブプラズマイオンも放出します」

「それすごくいいやつだよね!?　ダ●キンか！」

「ダ●ソンの可能性もワンチャンあります」

「羽根がないやつ！　って、やっぱり空気清浄機じゃん！」

「いえ空気清浄機なんかよりも花か梨りん先輩の浄化能力は遥はるかに偉大です。いわば地上のあらゆる汚れを清める聖域のような存在とでもいいましょうか」

「それ仏様とかそういうやつだよね!?」

　息もつかせない勢いで突っこんでくる先輩。

「も、もう、ほんと、龍りゆう之の介すけは夏になっても変わらないんだから……」

　ハアハアと肩で息をしながら、先輩が手にしていたスマホに目を戻す。

　そういえば龍りゆう之の介すけが部室に入ってきた時から、何か調べ物をしているようだった。

「花か梨りん先輩、何をしているんですか？」

　龍りゆう之の介すけが尋ねると、先輩は顔を上げて答えた。

「ん？　あー、ちょっとお弁当の献立を考えててさ」

「お弁当の献立、ですか」

「うん、そう。前にも言ったかもだけど、うちではお弁当を作るのはあたしの役目なんだよ。それで毎日オカズを色々変えなきゃいけないのが意外に手間でさー」

「そういえば前にもハート形の卵焼きを持ってきていましたね」

「そうそう、ああいうやつ。お兄ちゃんはとにかくお米とお肉さえ入れておけばオッケーだから楽なんだけど、妹は毎日なにかしらかわいいオカズを入れたりカロリー計算とかもしたりしないとぶーぶー文句言うから大変で……って、はっ」

「？」

　と、そこで先輩が何かに気づいたようにぴくんと身体からだを震わせた。

（……って、またこんなことを言うと、きっと龍りゆう之の介すけのことだから『さすが花か梨りん先輩です。毎日の献立に心を砕くそういう細やかで家庭的なところ……まるで素敵な新妻みたいですね』とかそーいうことを言ってくるんじゃ……！）

「？　どうしましたか？」

「え、や……」

（……で、でも待てよ……そういえば龍りゆう之の介すけはいつでもこんな鉄仮面みたいな感じだけど、実はあんまり経験がないから顔に出ないだけなんだっけ……？　てことはここは大人の余裕で『うん、そうかもね。でもそれを言うならさしずめ龍りゆう之の介すけが愛いとしの旦那さんってとこかな？　ふふ』とか返せば、逆に照れさせることとかできるんじゃ……？）

「……」

（よ、よし、そうしよう。攻撃は最大の防御っていうし、龍りゆう之の介すけがまた照れさせるようなことを言ってきたらカウンターで……）

「──偉いですね、家族のお弁当を毎日引き受けているなんて」

「え？」

「試験勉強や放送部の部長としての活動、日々のやることで忙しいのに、素直にすごいと思います。年上らしくて尊敬します」

「え、そ、そう？　あ、ありがと……」

（あ、あれ、おかしいな？　普通にほめられた……？　このタイミングだと思ったんだけどな……）

「？　何か？」

「あ、い、いや、何でもないよ!?」

　何やら先輩が越冬用のドングリの隠し場所が見つからなくなって困惑したリスみたいに首をかしげていたけれど、かわいかったのでひとまずそれには触れずに龍りゆう之の介すけは続けた。

「それで、献立は何にするのか決まったんですか？」

「え？　あ、ううん、まだなんだよね。柴しば犬いぬいなり寿ず司しとかもいいかなーって思ってるんだけど」

「一週間前にお弁当に入っていたやつですね」

「そうそう、あれ、かわいいってけっこう好評だったんだよ～。だからリピートはしようって思ってたんだけど、一週間前だからまだローテーション的にはちょっと早いかなーとも思ってて」

「だったら鯉こいのぼり形のウインナーとかはどうでしょう？」

「あ、それもいいかも。ウインナーにちょっと細工すればいいだけだから簡単だし、ウインナーは冷めても普通においしいからお弁当向きなんだよねー」

「そうですね。十日前と二十三日前も花か梨りん先輩はおいしそうに頰張っていました」

「うん、そうなんだよ。作ってる時もついついつまみ食いがとまらなくなっちゃって一袋くらい食べちゃったり……って、ちょ、ちょっと待ったー！　何であたしのお弁当の内容を日付まで含めて完璧に把握してるの!?」

　先輩が身を乗り出しながら声を上げてくる。

「それは毎日見てましたから」

「お、お弁当を!?　そ、そんなにほしかったの!?」

「いえ、先輩がおいしそうに食べている姿がとてもかわいらしいなと思ってつい凝視してしまっていました」

「か、かわいい……て、ていうか、凝視ってそんな気軽にスナック感覚でするもんじゃなくない!?」

「え、俺はだいたいいつでも先輩のことを見ていますが？」

「な、なんでそれを否定するあたしの方がおかしいみたいになってるの!?」

「気になる相手を目で追ってしまうのは当然のことだと思うんですが……」

「き、気にな……だ、だからそーいうところだぞ、龍りゆう之の介すけ！　にゃ、にゃー!!」

　耳までチューリップみたいに真っ赤にしながら先輩が鳴き声を上げる。

　ワンアウト！　の声がどこからか聞こえてきたような気がした。
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　アウト──そのかけ声を、放送部（仮）に入って先輩と同じ時間を過ごすようになってから、いったい何回聞いてきただろうか……と龍りゆう之の介すけはふと思う。

　これまでは、一日三回先輩を喜ばせることを日課にしてきた。

　スリーアウトチェンジを達成することを目標にしてきた。

　そしてそんな毎日を一週間連続で続けることができたら、先輩に対してあることを実行しようと密ひそかに心に決めていた。

　だけど先日……それがいよいよ実現しようかという段階で、実は先輩は喜んでいたというよりも、照れていたということが判明した。

　もちろん喜んでくれている側面もあったのだけれど、少なからず恥ずかしがって照れていた割合が大きかったと。

　それを聞いた時は少なからず衝撃を受けたものの、すぐに気を取り直して龍りゆう之の介すけは軌道修正をすることにした。

　それまでの一日三回アウトを取るという基本方針はできる限り堅持しつつも、第一に目指すものは、基本に戻ってひたすらに累積アウト数を積み重ねていくという方向にシフトチェンジしたのだ。

　具体的にはとにかくストレートを投げ続けて、真っ向勝負をする。

　思っていることを今の三倍の勢いで余すことなく真剣に真まっ直すぐに声に出す。声に出して、自分の先輩に対する想おもいをハッキリと伝える。

　結果、先輩に喜んでもらえれば、それでいい。

　そして累積で１００個のアウトが取れた時には……今度こそ先輩に対してやろうと思っていたことを実行すると、そう決めたのだった。

「……」

　ただ……ここ最近はそれ以外に一つ、気になっていることがある。

　先輩が照れてうにゃうにゃと鳴いているところを見たり、無邪気な声で明るい笑顔を向けてきてくれたりする時に、これまでになかった感情が胸の奥から湧き上がってくることがあるのだ。

　初めて経験する、淡くてフワフワとしているのだけれど、強い感情。

　胸や顔が熱くなって、動どう悸きが激しくなって、ハードなトレーニングをした後のような身体状況になってくる。

　どうしてそうなるのかはよく分からない。

　ただそれを──龍りゆう之の介すけは『ヒット』と呼ぶことにした。

　アウトに対するものとしてのヒットと。

　そして先輩にヒットを一本打たれた時には、累積アウトを一つ相そう殺さいさせようと決めた。

　理由は分からないものの、何となくだけれど……そうするべきだと思ったから。

　とはいえ。

（ヒットを打たせずに、アウトを取る。野球部の時とやることは変わらない）

　まだ顔から湯気を上げたままあわあわとしている先輩（かわいい）を見ながら改めてそう誓う。

　そう、龍りゆう之の介すけの目指すものは常に一つなのであって──
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「だけど、先輩のお弁当を欲しいと思ったというのは本当かもしれません」

「え？」

　龍りゆう之の介すけがそう口にすると、先輩はわたわたとさせていた両手を止めてこっちを見上げた。

「花か梨りん先輩のお弁当はとても美お味いしそう……というか卵焼きを一口いただいたことがありますが、本当に飛び上がるほど美お味いしかったですから」

「そ、それはちょっと大げさじゃないかにゃ……」

「いえ何ていうか、とても温かくて、まるで花か梨りん先輩に産み落とされた初卵に優しく包まれているような懐なつかしい味がしました。お弁当はそれを作ってくれた人の内面を表しているということでしょうか」

「そ、そのほめ方おかしくない!?　あたし、名古屋コーチンみたいなの!?」

「いえ比ひ内ない地じ鶏どりでしょうか」

「そ、その例えがいいのかどうかもわからない!?」

「すみません、薩さつ摩ま地じ鶏どりにすべきだったかもしれません」

「そ、そういうことじゃないよ!?」

　声を上げながら落ち着きなく目をぱちぱちとさせる。

「も、もう、何で地じ鶏どりの品評会みたいになってるのかな……あ、でもそういえば龍りゆう之の介すけはいつも学食か購買だよね？　お弁当を作ってもらったりはしないの？」

「うちは両親が共働きなので、昔からずっとこんな感じです。自分で作ることもありますが、それよりも買ってしまった方が味も効率もいいので、だいたいそうしています」

「……あー、そっか」

「はい」

　自炊は時々するとはいっても、龍りゆう之の介すけが作れるものといえばせいぜいおにぎりかうどんくらいでしかない。だったら購買のパンや学食のラーメンの方がよほど美お味いしいし結果的に安上がりになる。

　そんなことを説明していると、先輩が何やらもじもじとしていた。

「……あ、あのさ」

「？」

「え、ええと……」

「??」

　そこで思い切ったように顔を上げると。




「だ、だったら……あたしが、龍りゆう之の介すけの分もお弁当、作ってあげよっか？」




　胸の前で指をくるくると回しながら、そんなことを言ってきた。

「え？」

　その言葉に、一瞬龍りゆう之の介すけの動きが止まる。

「ほ、ほら、そんなにおいしそうおいしそうって言われたらあたしだってうれしいし、やっぱり購買のパンとかだけだと栄養も偏ると思うんだよね。放送部の部長として、先輩として、後輩がそんな状況なのは見過ごせないかもっていうか……。あ、な、なんか押し付けがましかったらやめとくけど──」

「そんなことは微み塵じんもありません！」

「にゃっ!?」

　〇・三秒で龍りゆう之の介すけはそう答えた。

「花か梨りん先輩のお弁当なんてそんな尊いもの……持ち帰って神棚に飾りたいくらいです！」

「いやそこはちゃんと食べてよ！」

「俺なんかが食べてもいいものなんでしょうか……」

「お弁当の定義をもっかい思い出そう？　ね？」

「というかそれもあるんですが、それ以上に……」

「？」

「その……大変じゃありませんか？　ただでさえお兄さんと妹さんの分も作っているのに……」

　自分なんかのために先輩に余計な労力をかけさせてしまうのは忍びない。

　だけど龍りゆう之の介すけのその言葉に、先輩は明るく首を振った。

「あー、それはだいじょうぶ。三人分作るのも四人分作るのもそんなに手間は変わらないから。むしろたくさん作る方が量の調整がしやすくなって、オカズのラインナップも増やしやすいかもしれない」

「そう、なんですか……？」

「うん。だからそーいう遠慮はいらないよ」

　ぺちぺちと龍りゆう之の介すけの背中を叩たたきながら、向日葵ひまわりのような笑顔でそう言ってくる。

「あ、それにさー」

「？」

「あのね、だれかのことを考えながらお弁当を作るのって、実はけっこう楽しいんだよ？　このオカズをニャンコ形にしたらかわいいって喜んでくれるかなーとか、隠し味に鷹たかの爪つめを加えたら気づいておいしいって言ってくれるかなーとか。ちっちゃなことだけど、それがあたしの大事な人相手だったらなおさらっていうか。龍りゆう之の介すけは大事な後輩だし、たぶん男子で一番仲がいいから、うきうきで献立を考えちゃうかもなー」

「……」

「ん、どしたの、龍りゆう之の介すけ？」

「……いえ……」

　先輩の二つの声の素の方──天使のようなかわいらしい声が耳に染しみこんでくる。

『大事な後輩』『男子で一番仲がいい』。

　その心地よい音の波にさらされていると、何だか胸がせわしなく動き出すと同時に、どこか嬉うれしいようなソワソワするような感情が湧き上がってきて……

　ああこれはヒットだ……と思ったものの、努めて顔には出さないようにする。

「で、どうする？　ほんとにいらない感じならやめるけど……」

「……分かりました。じゃあ甘えてもいいですか？」

「ん、おっけー！　ふふふ、楽しみにしてなねー♪」
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　そして翌日。

　先輩は約束通り、龍りゆう之の介すけ用のお弁当を作ってきてくれた。

「はい、こっちが龍りゆう之の介すけの分」

「……」

「ん、どうしたの？　作ってくるって言ったじゃん。まさか昨日の今日で忘れちゃった？」

「いえ……頭では分かっていても実物を目にした感動に打ち震えて言葉を失っていただけです」

「そこまで!?　満まん漢かん全ぜん席せきとか佛ぶつ跳ちよう牆しようとかじゃないんだから！」

「俺にとってはミ●ュラン三みつ星ぼし以上のごちそうです」

「そ、そのために旅行する価値のある卓越した料理レベル!?」

「花か梨りん先輩のお弁当のためなら南極にでも行けます」

「タ、タロとジロか！　置き去りになっちゃうよ！」

「その時は花か梨りん先輩のお弁当があれば生き延びてみせますので」

　ひとしきりそんなやり取りをした後に、先輩がネコ耳ヘアーを揺らしながらぶんぶんと首を振って。

「も、もう、そーいうのはいいから、ほら、開けてみて」

　そう促されて龍りゆう之の介すけがニャン左ざ衛え門もんのイラストが描かれた弁当箱を開ける。

　するとそこにあったのは──

「──おお……」

「あ、あんまりまじまじと見ないで。クッキングパッドとか見て作っただけだから、恥ずかしいっていうか……」

「いえ、随所に先輩の心遣いというか、真心を感じます」

「ま、まあ、心は込めて作ったつもりだけど……と、とにかく、た、食べてみてよ？」

「はい、いただきます」

　箸を持った両手を合わせて、さっそくオカズの一つを口へと運ぶ。

「ど、どうかな……？」

「……」

「りゅ、龍りゆう之の介すけ……？」

「………美お味いしい、です」

　弁当箱に詰められた、ハート形の卵焼きと鯉こいのぼり形ウインナー、付け合わせのポテトサラダ、メインであるオムライス。

　そのどれもが味がいいのは当然として、色合いも豊かで盛り付けもかわいらしい。さらにクッキングパッド通りに作ったとは言っているものの、たとえば卵焼きとウインナーは箸で持ちやすいように切り込みが入れられていたし、ポテトサラダには龍りゆう之の介すけの好きないぶりがっこが入っていて、ニャン左ざ衛え門もんの顔を模したオムライスはご飯の量が大盛りになっていた。そういう風にちゃんと龍りゆう之の介すけの好みに合わせてカスタマイズしてくれているのがすごく先輩らしくて、またそれが嬉うれしかった。

「……感激しました……」

「え？」

「美お味いしいのは当然なんですが、各所にちりばめられたこの相手のことを考えた気配り……これはもう、愛妻弁当と言っても過言ではないかもしれません」

「か、過言だよ！」

　先輩が即反論してきた。

「そ、それは龍りゆう之の介すけのことを考えながら作ったけど、で、でも、そもそも結婚してないんだから愛妻じゃないし……！」

「そうでした。今はまだ……」

「ま、まだってどういう意味……!!」

「というかさすが花か梨りん先輩です。毎日の献立に心を砕くそういう細やかで家庭的なところ……まるで素敵な新妻みたいですね」

「！」

（ま、まさかのここできた……!?　時間差攻撃……!?　こ、心の準備が……！）

「きっと花か梨りん先輩が新妻になったら、毎日がすごく彩いろどりにあふれたものになると思います。かわいくて、可か憐れんで、料理上手な上に気遣いまでしてくれて。それを想像するだけでもうご飯三杯はおかわりできるような気がします」

「……!!」

（つ、追加攻撃まで……！　う、うう、顔が熱いし照れくさい……。……あ、で、でも、待った、だったらここでしっかりカウンターをやっとかないと……！　え、ええと、『うん、そうかもね。でもそれを言うならさしずめ龍りゆう之の介すけが愛いとしの旦那さんってとこかな？　ふふ』だったよね。よ、よし、言うぞ……言うぞ……）

「りゅ、龍りゆう之の介すけ！」

「はい」

「……う、うん、そ、そうかもね。で、ででででも……」

「？」

「……そ、そそそそそれを言うにゃら、さ、さしずめ龍りゆう之の介すけが……い、いとしの……だ、だだだだだだだ……」

「……」

「…………だ、だだだだだだだだだだだだだだ…………」

「ドラムロールですか？」

「ち、違うよ！　そ、そうじゃなくて、その、あの……」

（う、うう、だめだ……照れくさくて舌が回らにゃい……りゅ、龍りゆう之の介すけのやつ、よくいつもピクリとも表情を変えずにこんな恥ずかしいこと言えるよね……）

「……？」

（え、ええい……もうこうなったらやけなんだから！）




「──う、うん、そ、そうかもね。で、でででも、そ、それを言うならさしずめ、りゅ、龍りゆう之の介すけが……い、愛いとしの……だ、だんにゃさんってとこかな！」




「……」

「……」

「先輩」

「な、なにかにゃ……？」

「分かりました。俺……立派なだんにゃさんになります」

「う、うにゃぁああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　耳まで顔を真っ赤にした先輩の盛大な鳴き声が放送室の防音扉をも通り越して校舎中に響き渡って。

　後にそれを聞いた真ま衣いさんや日ひ野のに、何があったのか根掘り葉掘り聞かれることになって、再度先輩は悲鳴を上げることになったのだった。
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「……それじゃあ今日の部活もこれで終わりだから。また明日ね……」

「お疲れさまでした」

「……お疲れ……」

　廊下を歩いていく市いち村むらにぱたぱたと力なく手を振りながら、花か梨りんは疲れたように大きく息を吐いた。

　今回もまた完敗だった。

　最初から最後まで龍りゆう之の介すけのペースで、完膚なきまでに照れさせられっぱなしだった。

「うう、ダメダメだ……」

『彩さい雲うん祭さい』を経て龍りゆう之の介すけの基本方針は変わったみたいだったけれど、状況はまったく好転していない。

　グイグイと一方的に攻められてばかりで、ぜんぜん年上の先輩として威厳を示せていないような気がする。

　今回こそはと思いがんばってカウンターをしようかと試みてはみたものの、逆に花か梨りんの方が照れてしまって盛大に失敗しただけだったし……

「も、もう、龍りゆう之の介すけのやつ、すぐ新妻とか愛妻弁当とか言うんだもんな……。そ、そーいうのは、あ、相手がいないと成立しないものなのに……」

　とはいえそう反論したところで、龍りゆう之の介すけは平気な顔で「俺は花か梨りん先輩が相手なら嬉うれしく思いますが。むしろ今すぐに結婚しましょう！」とか言ってきそうな気がする。いいや、絶対にそのパターンになる。今までの経験上間違いない。そうなったらまた照れさせられてふにゃふにゃになってしまうことは必然中の必然だ。

「そ、そりゃあ、あたしだって、まったく何とも思ってない相手にお弁当を作ろうなんて思わないけどさ……」

　だからって新妻だとか旦那さんだとかはまた次元がぜんぜん違う話だ。

　満月とアカピッピミシミシガメ──もとい、ミシシッピアカミミガメくらいに違う。

　もうそれは完全に別物と言っていい。

「て、ていうか、つ、付き合ってもいないのにそんなの……」

　もごもごと一人口ごもる。

　とはいえあれほど新妻だ旦那さんだと言われると気にはなってしまうのもまた乙女心なわけであって……

「龍りゆう之の介すけが、旦那さん……」

　思わずその様子を想像してしまう。

　リビングのテーブルに食器を並べる龍りゆう之の介すけ。そのすぐ横のキッチンではエプロンをつけた花か梨りんが鼻歌を歌いながら料理をしている。さらにその傍かたわらには、もしかしたら子どもなんかもいたりもして……

「……」

　それが思っていたよりも違和感がない……というかむしろ心のどこかでその光景がしっくりとハマっているように納得している自分がいるような気がして、花か梨りんは勢いよくふるふると頭を振った。

（ち、違う違う！　これは違うんだから！　なんていうか、龍りゆう之の介すけがヘンなことばっかり言うからそのイメージに引きずられただけっていうか……！　そ、そう、これは犬にかまれたみたいなものなんだから……！）

　だれに対するものなのかよく分からない言い訳をしばらくのあいだ心の中で続けて、

「あー、も、もう知らない！　わかんない！　これも全部龍りゆう之の介すけがグイグイで恥ずかしいことばっかり言ってくるから悪いんだからなー!!　龍りゆう之の介すけのバカー!!」

　ネコ耳ヘアーを逆立てながら、そう大きく叫んだのだった。








・本日のアウト数：５

・本日のヒット数：１

・累計のアウト数：32









　──これは、とある何でもない話。

　小さくてかわいい先輩を喜ばせたいがゆえに結果としてすぐに照れさせてしまうものの、実は最近先輩の反応が気になり出した一人の男子生徒と、そうやって照れさせられてしまうのを何とかして防ぎつつ後輩に対して威厳を示したいと思いながらも、それがあまりうまくいっていない（と思っている）先輩の、色々あったりなかったりする日常のお話だ。
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「はー、やっと期末試験が終わったねー」

　ぐーっと両手を上に伸ばして、先輩が高らかにそう声を上げる。

　七月の第二週。

　五日間にわたった期末試験も無事に終わって、今日は試験後最初の放送部（仮）の活動日だった。

「そうですね、お疲れさまでした、花か梨りん先輩」

「ん、龍りゆう之の介すけもお疲れ。舞まい原はらさんもね」

「……あ、は、はい……です……お疲れさまです……」

　放送室に集まったのは先輩、龍りゆう之の介すけ、舞まい原はらさんの三人。

　先輩と龍りゆう之の介すけの二人に、一年生で最も年下なのだけれどこの中で一番大人っぽくモデルのようなスタイルをした舞まい原はらさんを加えたこの顔ぶれが、現在の放送部（仮）のフルメンバーである。

「試験期間とその前後は部活がずっと休みだったし、舞まい原はらさんはバイトも忙しかったみたいだから、三人そろうのも何だかひさしぶりな感じだよねー。十日ぶりくらい？　二人ともちゃんと発声練習とか筋トレとかはしてた？」

「……あ、や、やっていました……高たか遠とお先輩が作ってくださった練習メニューが……す、すごくわかりやすくて……」

「お、そうなんだ？　よかったよかった。龍りゆう之の介すけは？」

「花か梨りん先輩に会いたくて会いたくて震えながら、先輩がニャンメイド姿で荒ぶるスコティッシュフォールドのポーズをとっている写真を顔の前に吊つるして腹筋をやっていました」

「うんうん、なんか龍りゆう之の介すけのいつものやつも試験明けに聞くとちょっと新鮮だなー。何で普通にあたしの写真を持ってるのかとかそれ完全に馬がニンジンを吊つるしてやるやつだろとか突っこむところがたくさんだけど、とりあえず聞かなかったことにするよ」

　どことなく浮かれた感じで先輩がそう口にする。

　トレードマークのネコ耳ヘアーもピンと張っているし、どうやら久々に放送部（仮）で活動できることがすごく嬉うれしいみたいだった。

「ふふ、やっぱり一日一回は放送室の匂いをかがないと落ち着かないよねー。あ、ところで二人ともテストはだいじょうぶだった？　ほら、赤点を取ったりすると、部活参加を制限されちゃったりするからさー」

「……あ、え、ええと、はい……わ、わたしは大丈夫でした……」

「自分も大丈夫だと思います」

　舞まい原はらさんと龍りゆう之の介すけがそろってうなずく。

　彩さい光こう学がく園えんの赤点は三十点未満なので、龍りゆう之の介すけは問題なく全教科でクリアできていた。

「ちなみにですが、花か梨りん先輩は？」

　まず大丈夫だとは思うものの何となく訊きいてほしそうな顔をしていたのでいちおう確認してみる。

　すると先輩は待ってましたとばかりに胸を張って、

「あたし？　ふふふ、あたしはねー、じゃーん！」

「お……」

「余裕も余裕、何と学年で十七位！　すごくない？」

　点数と学年順位の書かれた成績表を見せながら満面の笑みを向けてくる。

（ふっふっふ、こーいうところは先輩として龍りゆう之の介すけたち後輩の手本にならないといけないもんね。今回は我ながらいい出来だったし、目指されるべき聡そう明めいでかっこいい年上の大人の女を見せられたかなー）

「……」

「……」

「？　あれ、なんか反応薄いね。びっくりしすぎてフリーズしちゃった？　ま、なんていっても十七位だもんね。それならしょうがないなー」

「あ、いえ」

「……そ、その……」

「？」

　言葉を濁す龍りゆう之の介すけと舞まい原はらさんに、先輩が不思議そうな表情を浮かべる。

「あのさ、ちなみになんだけど、龍りゆう之の介すけは何位だったの？」

「それは」

「ちょっと見せてみて、成績表」

「……」

　気は進まないと思いつつも、先輩の言うことには逆らえないので、龍りゆう之の介すけはカバンから成績表を取り出した。

「え、な、七位……!?」

　龍りゆう之の介すけの成績表を見た先輩が驚きの声を上げる。

「って、す、すごくない……!?　うちの学校、一学年で三百人くらいいるのに……。あ、で、でもそうだった、忘れてたけど、龍りゆう之の介すけ、頭良かったんだ……」

「……そ、そう、なんですか……？」

「う、うん、そういえば一年生の時もだいたい学年で三十位以内に入ってたんだった……で、でもいつの間にかこんなに順位を上げてたなんてぜんぜん知らなかったっていうか……。体育会系だから勉強は苦手だって決めつけてたけど、そうじゃないんだね……」

「……わ、わあ……ぶ、文武両道なんですね……か、かっこいいです……」

　舞まい原はらさんがキラキラした目で見上げてくる。

　そんな舞まい原はらさんを見て、先輩が少し焦あせったような顔で言った。

「え、ええと……ちょっとヤな予感もするんだけど、舞まい原はらさんは……」

「……え？　あ、あの……そ、その……わ、わたしごときドブネズミの成績表なんて……み、見る価値がないと思います……」

「……」

「……う、うう……す、すみません……こちらです……」

　申し訳なさげにぺこぺこと頭を下げながら舞まい原はらさんが成績表を先輩に手渡す。

　そこに書かれていた順位は──

「い、一位!?」

　先輩がのけぞりながら悲鳴みたいな声を上げた。

「ウ、ウソでしょ……一位って初めて見た。学年トップってこと……？」

「……も、申し訳ありません……わ、わたしなんかがそのような身の丈に合わない順位をかすめ取ってしまって……そ、即身仏になっておわびいたします……」

「い、いや、そんなのすることないって！　すごいことなんだから……！」

　今すぐにでも土中に埋まってしまいそうな勢いの舞まい原はらさんにそうとりなすものの、先輩はそこではっと我に返って、

[image: ]

「あー、でもそうだよね、二人から見ればあたしの十七位なんてゴミみたいなもんだよね。それは微妙な反応にもなるっていうか……あ、あはは、あたし、部長なのに一番バカ……？」

　一気にすんっと……テンションが下がる。

「……そ、そんなことないです……そ、その……た、高たか遠とお先輩がわたしたちと同じ試験を受けたら……き、きっと先輩が一位だと思います……！」

「……そりゃあ、一年前と二年前に受けた試験だからねー……」

「……そ、それは、その……」

「俺としては、十人足せば花か梨りん先輩と同じ順位になれるなんて嬉うれしいです。これも運命でしょうか」

「……こ、こっちはこっちでもう何でもよくないそれ……！」

　突っこむ声もどこか元気のないものだった。

「はー、まさかのあたしが一番ビリかー……」

　そんな感じにしばし先輩はネコ耳ヘアーをへたれさせながらため息を吐ついていたけれど。

「……ま、まあ、いつまでも気にしててもしょうがないし、二人の成績がよかったことはいいことだもんね。それじゃあそろそろ練習を始めよっか？」

「……あ、は、はい、お願いします……」

「ご指導の方、よろしくお願いします」

　そううなずき合って、本日の放送部（仮）の活動が始まった。
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「それじゃあまずは準備運動と発声練習をやって、その後に今日はまたアフレコをやってくからー」

「分かりました」

「……が、がんばります……」

　両手を腰に当てた先輩の指導のもと、発声練習をやっていく。

「あっ、えっ、いっ、うっ、えっ、おっ、あっ、おっ……」

「……あ、あっ、えっ、いっ、うっ、えっ、おっ、あっ、おっ……」

「ほらほらー、龍りゆう之の介すけ、ちょっと前まえ屈かがみになってるぞ。発声する上で姿勢はすっごく大事なんだからな」

「あ、はい、気をつけます」

「舞まい原はらさんは声がこもりがちになる傾向があるから、もうちょっと遠くまで声を届かせるイメージでやるといいと思うよ？　意識するだけでずいぶん違うから」

「……わ、わかりました……」

　時折入る先輩の適切な指導。

（うんうん、そうだよね。二人とも成績がよすぎたのにはちょっとびっくりしたけど、それ自体はすっごく良いいことだし、先輩としての威厳と手本は放送部の指導で示せばいいんだよ、うん）

　先輩は最初こそ元気がなかったものの、持ち前の立ち直りの早さもあって、練習を続けていくうちに次第にいつものペースを取り戻していったようだった。

「はーい、きりがいいところまでやったら次のステップの発声をやってくよー。あたしがお手本を見せるから、それについてくるんだぞ」

「了解です」

「……が、がんばります……」

「じゃあやるぞー。あめんぼあかいなあいうえお──」

　そんな感じに練習は進んでいき。

「──ん、お疲れー。いい感じいい感じ。じゃあこのへんで発声練習はおしまいにしよっか」

　基礎の発声練習を終える頃には、すっかりいつも通りのちっちゃくてかわいくて女神のような声だけど、だれよりもよく動く元気いっぱいな先輩（ネコ耳ヘアーもピンと復活）に戻っていた。

「それにしても、二人とも発声がだいぶよくなってきたよねー」

　と、龍りゆう之の介すけたちを見て先輩が言った。

「本当ですか？」

「うん、龍りゆう之の介すけはもともと声量があったんだけど、それがさらに大きくなって安定してきた感じ。何だろう、放送部向きの声になってきたのかな」

「ありがとうございます。これも花か梨りん先輩のご指導の賜たま物ものです（声量大）」

「え、そ、そうかな？　えへへ」

「はい、花か梨りん先輩がそのとろけるように甘いマヌカハニーみたいな声で優しく丁寧に指導してくれたからこそ、その労ねぎらいの声をご褒ほう美びにがんばってこれました。いわば先輩の声に優しく調教されたとでもいいましょうか。あと指導してくれている花か梨りん先輩は『ふんす！』って感じでかわいいです（声量特大）」

「い、言い方!?　っていうか声量が大きい！　外まで聞こえちゃうから！　あ、あと最後のはいらなくない!?」

「俺としては一番大事なところですので」

「そ、そう……」

　先輩が耳まで赤くしつつも、まんざらでもないような複雑そうな表情で顔を逸そらす。

「ま、まあ、それはそれとして……それに何より舞まい原はらさんだよー」

「……え、わ、わたし……ですか……？」

「そうそう。だって前までは声を出すことすらおぼつかなかったのに、今はほら、ちゃんと発声練習だってできてるもん」

「……あ……」

「……ま、まあ、条件が特殊なのはちょっとだけあれだけど」

　少しだけ微妙な表情で先輩がちらりと前を見る。

　その視線の先では、舞まい原はらさんが龍りゆう之の介すけの頭をワシャワシャと撫なでながら顔を赤くしていた。

「……う、うう、すみません……やっぱりまだ、ジョン──じゃなかった、市いち村むら先輩の立派な毛並みを撫なでながらじゃないと落ち着かなくて……」

「あー、うん、それは気になるといえば気になるけど……でも龍りゆう之の介すけをモフりながらならちゃんと発声できるようになったなら、それだけでもすっごい進歩だよ」

「……そ、そうでしょうか……？　……で、ですが市いち村むら先輩にご迷惑をおかけしてしまっているのが心苦しくて……」

「クゥン」

「……え、め、迷惑じゃない……？　ほ、本当ですか……？」

「ワオン」

「……減るものじゃないから気にせずに好きなだけ撫なでていい……？　あ、ありがとうございます……や、やっぱりジョンは優しい……！」

「か、会話が成立してる!?」

　とまあ、そんなやり取りを交わしつつ。

「よーし、それじゃあこの勢いでアフレコにいってみよっか。そういえばまだ舞まい原はらさんと三人でちゃんとアフレコをやったことってなかったし」

「……え？　あ……は、はい……が、がんばらせていただきます……」

「ワオン」

「りゅ、龍りゆう之の介すけはそろそろジョンから人間に戻りなさい！」

　先輩のそんな声を受けつつ、アフレコをやることになったのだった。
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　今回のアフレコレッスンの題材も、舞まい原はらさんを考慮して『ときめき☆ブロードキャスト』だった。

　ただし今回は台本をじっくり読み込むことはせずに、五分で全体を確認したらすぐに本番を開始するというものであるらしい。短い時間で台本の意図を汲くみ取とり、さらに即興力をつけるのが目的なのだとか。

「あたしは指導するために昨日のうちに目は通してあるから、二人とも読み終わったら言ってね。あ、何かわからないところとかあったらちゃんと質問するんだぞー？」

（よーし、ここでもばっちり的確な指導をして部長としての威厳を見せつけるぞー。今回のレッスンで押さえるべきポイントはしっかり予習済みだし、びしっと決めてかっこいいところを見せるんだから）

　そんな先輩に促されて、龍りゆう之の介すけたちは台本に目を通す。

　内容は、大まかにはヒロインである放送部部長である先輩と、主人公である男子生徒、主人公に憧れる後輩の三人が、それぞれの胸に秘めた想おもいを吐露し合うというものであるようだった。

　それ自体はこういった青春ものではよくあるシチュエーション。

　ただその具体的内容が……

「これは……」

「……あ、あの、高たか遠とお先輩……ほ、本当にこの回をやるんでしょうか……？」

「え？　うん、そうだよ。登場人物が三人でちょうどいいし、感情を込める台詞せりふが多いからレッスンには最適だと思って。あたしがちゃんと吟味して選び抜いたやつだから、そこは安心していーよ」

「……か、感情……た、確かにこの話は伝説と言われている回ですけれど……」

　舞まい原はらさんが何とも微妙な表情をする。

　それには龍りゆう之の介すけもほぼほぼ同意なのであったけれど……

「──はい、五分経たった。それじゃあ読み込みはそこまでにして、本番を始めるよ」

　先輩がそうぱんぱんと手を叩たたいて。

　アフレコレッスンが始まったわけだけれど……







「『私は君のことを……愛しているわ』」

　出てきたのは、いきなりそんな台詞せりふだった。

「『そのたくましい胸、サファイアみたいにキレイな瞳、お腹なかの奥まで低く響く声……全てを私一人のものにしてしまいたいくらい愛している』」

「『……い、いいえ、先輩のことを愛しているのは……わ、わたしの方です……！　……わたしは先輩のためならどこまでも輝くことができる……この身を全て捧ささげてもいいくらい……あ、愛しています……』」

「『そう。それで、君が愛しているのはどっちなのかしら？』」

「『……俺が愛しているのは……』」

　愛しているのオンパレード。

　これは何も突然昼ドラが始まった……というわけではなく、台本によると登場人物たちは〝愛してるゲーム〟をやっているらしい。

〝愛してるゲーム〟というのはお互いに〝愛してる〟と言って、相手を照れさせた方が勝ちというゲームであるらしいのだけれど……

「『俺は部長も後輩も……どちらも愛しています。二人とも同じくらい大切な存在で、とても選ぶことなんてできません』」

「『そう、君は優しいわね。だけどたとえ君の立場がどうであれ、私の方が愛していることには変わりはないわ』」

「『……い、いいえ……わ、わたしの方が……先輩のためならマイクで卓球ができるくらい愛しています……っ……！』」

　その名称に違たがわず、今のところ台詞せりふの十割に〝愛してる〟が入っている。

　龍りゆう之の介すけとしては先輩の〝愛してる〟が聞けるだけで十分耳が幸せだったし、感情を込めなければならないという意味では確かに納得の内容ではあるものの、その方向性としては少しばかり疑問が残る感じだった。

　とはいえ先輩は涼しい顔で演技を続けている。『君はまるで耳元で艶っぽく囁ささやくＡＳＭＲ音源のよう……私の胸の中のスピーカーがハウリングを起こして疼うずくくらい愛しているわ』なんていう台詞せりふにも顔色一つ変わらない。きっと先輩が選んだものだから何か深い理由があるのだろうと、龍りゆう之の介すけは疑問を胸の内に押しこめて続けることにした。

　だけど龍りゆう之の介すけがそんなことを考える一方で、実のところ……

「……」

（……あ、あれ……？　ちょ、ちょっと待って、なんか変じゃない？　なにこの愛してるって言わなきゃ死んじゃうみたいな甘々シチュエーション……！　え、こ、この話って、三人が和やかに自分たちの気持ちを打ち明け合って青春の語り合いをする話じゃなかったっけ……？）

　顔色こそ変わらないながらも、先輩は食い入るように台本を見つめていた。

（あっ！　こ、これ、違う……あたしが昨日見てたやつじゃない。これって確か特殊な状況の練習用にいいと思って台本にまとめたやつで、〝愛してるゲーム〟をやった後に〝好きなところしりとり〟をやる回のやつだ……ってことは、も、もしかして持ってくる台本を間違えた……!?）

「あの、花か梨りん先輩？」

「！　え、あ、う、うん、あたしの台詞せりふだよね！　ちょっと待って」

（う、うう……でもみんなのお手本となる有能で優秀な部長として、レッスンを開始するまで使う台本を間違ってたことに気づかなかったなんて言えない……こ、ここはもう、これで押し通すしかにゃい……！）

　先輩は何かを決心したかのようにぐっと顔を上げて。

「……こ、『これだけ言ってもまだ照れないのかしら？　私は君のことを、グリズリーがキングサーモンを愛するくらいに愛しているわ』」

「『本当ですか？』」

「『ええ、伝わらないかしら』」

「『いえ、部長は噓うそを言っています。本当のことを教えてください。部長にとって俺はどういう存在なんですか？』」

「『……』」

「『部長……！』」

「『……わかりました。そこまで言うのなら話しましょう。そうですね、言うならば便利で安上がりな消耗品でしょうか。あくまで私の所有物にすぎない、ボロボロになるまで使い倒してこそ初めて存在意義が生じる発情した種馬のようなもの……。使われるものとしてもそれが本望でしょう。それ以上でもそれ以下でもありません』」

（……って、あ、ま、まずい！　焦あせって台詞せりふを一ページ飛ばしちゃった！　これは『部長は廉価品のマイクについてどう思っているんですか？』に答える台詞せりふのはずだったのに……！　て、ていうかこの流れだと、部長が人の心のないＫＹみたい……!?）

「……」

「……」

（りゅ、龍りゆう之の介すけと舞まい原はらさんもびっくりしちゃってる……！　う、こ、ここはこのまま進めるとドツボだよね……？　なんとかアドリブ力を見せてリカバリーしないと……！）

　先輩は焦あせったような表情で再び台本に目を落として。

（え、ええと……ここからは〝好きなところしりとり〟をしながらさらに部長と後輩が主人公に対してアプローチをするシーンだから……よ、要するにここは主人公である男子のいいところを言えばオッケーだよね？　よ、よーし……いいところ、いいところ……）

　顔を上げて主人公役である龍りゆう之の介すけを見ると、




「せ、背が高くて運動神経がよくて、真面目で誠実なのに意外とグイグイで、あと……見た目は大きいけど、ニュ、ニューファンドランドみたいに優しくて穏やかなところ……！」




　一呼吸でそう口にした。

（……って、ち、違ーう！　これって主人公男子のいいところじゃなくて龍りゆう之の介すけのいいところだよ!?　りゅ、龍りゆう之の介すけの顔を見たらついそっちが出ちゃった！）

「……」

「……」

（あ、ああ、もう……これどうしたらいいの!?　なんかあたしが龍りゆう之の介すけを好きで好きでたまらなくてアフレコを公私混同してるダメ部長みたいになってない……!?　も、もう、わかんない！　にゃー！）

　台本を手にしたまま先輩がぐるぐると目を回す。

「……」

　そんな先輩を見ながら、龍りゆう之の介すけは考えていた。

　先ほどから何だか混乱状態で、明らかに困った様子の先輩。

　そんな時に、先輩を喜ばせることを至上の命題としている龍りゆう之の介すけにできることは何か。

　しばしの間考えた結果、龍りゆう之の介すけが導き出した答えはこうだった。

「……先輩」

「え……？」




「俺も先輩のことをちっちゃくてかわいくて愛らしい、スコティッシュフォールドのような慈いつくしむべき存在だと思っています」




「にゃ……っ……!?」

　先輩の目が驚いたネコのように丸くなる。

　よく分からないが、先輩はアドリブで龍りゆう之の介すけのことをほめてくれている。

　いいところを連呼してくれている。

　だったら龍りゆう之の介すけにできることは……龍りゆう之の介すけの方からも先輩のいいところをどこまでも挙げていくことくらいだ。

「ニャンメイドカフェでの御姿はとてもよく似合っていました。ピンと張られたネコ耳とシッポがどこか気高くもありながら可か憐れんで、三分に一度はチラ見をしていました。そのまま家に持ち帰って心ゆくまで猫吸いをしたいとギリギリまで迷うくらいの見事なお猫様っぷりでした」

「にゃ……っ……」

「それだけじゃなくて、何といっても先輩は声が魅力的です。アルプスを流れる清流のようにきれいな女神のような声と、上質の鈴を転がすようにかわいらしい天使のような声……たとえどんな台詞せりふ──そう、『発情した種馬』などと口にされても、それは珠玉の響きに変わると思います」

「にゃ、にゃ……っ……!?」

「結論を言うと、ちっちゃくてかわいい花か梨りん先輩は……最高です。最強で無敵です」

「…………にゃふ……」

　そこまでだった。

　真っ赤な顔を両手で覆ったまま、先輩はその場に崩れるようにへたりこんだのだった。







　４




「……」

　アフレコレッスンが終わって。

　魂が抜けたような表情でふらふらと離脱した先輩は、放送室の片隅で体育座りの体勢で壁に向かってぶつぶつと何かをつぶやいていた。

　先輩の周りにはどんよりとした空気が立ちこめていて、そこだけハイライトが消えて陰になっているかのようだった。

「…………」

（う、うう……勉強でもダメダメだったのに、挽ばん回かいしようと思ったレッスン指導でも地獄みたいな有り様だった……も、もう先輩としての威厳なんてあったもんじゃないっていうか……こ、これってヘタするとあたしが放送部で一番のお荷物になる可能性もあるんじゃない……？）

　壁にめり込むように顔を近づけてさらに空気が重くなる。

　アフレコでの失敗を気にしているのは火を見るよりも明らかだった。

「あの、花か梨りん先輩」

「…………うう、いーよ、ほっといて……あたしなんて背も低いし成績も大したことないしそのくせ調子に乗って自慢しようとしちゃった背の低い痛いやつだし、唯一の取り柄だった演技指導も満足にできないダメダメな背の低い部長なんだから……あはは……」

　声をかけようとしてもネコ耳ヘアーをへたらせたままこっちを振り向いてもくれない。

　完全に自虐モードに入ってしまっている。

　だけどそんな先輩に、龍りゆう之の介すけは言った。

「そんなことはありません」

「え……？」

「自分は花か梨りん先輩のことを尊敬しています。背がちっちゃいのは確かにそうかもしれませんが、先輩としてももちろんそうですし、放送部の部長としても」

「龍りゆう之の介すけ……？」

「確かに今のアフレコでは少しばかり失敗したかもしれません。でもだからといって、それで普段の先輩のいいところがなくなるわけじゃありません。人間はだれだって失敗をする。失敗自体は悪いことじゃない。失敗してもすぐに立ち直ってリカバリーすればいい……それだけの話です」

　それは放送部（仮）に入ったばかりの頃の龍りゆう之の介すけに、先輩がかけてくれた言葉だった。

　色々なことがうまくできずに失敗ばかりしていた龍りゆう之の介すけは、その言葉にかなり救われた。

　なのでその言葉は今でも龍りゆう之の介すけの行動指標の一つとなっていて、先輩に対してのアプローチのやり方が微妙にズレていたと気づかされた時にすぐに軌道修正をして立て直すことができたのも、これがあったからなのだった。

「龍りゆう、之の介すけ……」

「普段の花か梨りん先輩はこれ以上ないくらいに理想的な部長です。指導は的確で分かりやすいですし、こちらが理解するまで優しく丁寧に教えてくれます。時々ドジをしたり抜けていたりするのは愛あい嬌きようですが、そんなのは先輩の輝きに何の陰りも与えません。花か梨りん先輩が部長でなかったら俺は放送部に入らなかったですし、もしかしたらいまだに野球の後の行くべき道が見つからずに人生に迷っていたかもしれません。先輩は俺の人生を光り輝く方へと導いてくれたと言っても……過言ではないと思います」

「そ、それはちょっとほめすぎじゃない？　な、なんか怪しい教祖みたいだし……」

「ですが全部、常日頃から思っていることですから」

「う、うああ……っ……」

「……そ、そうです……た、高たか遠とお先輩はとても素晴らしいです……い、いつも前向きで優しくて……ひ、人としても……ぶ、部長としても……心から尊敬していて……こ、こうなりたいと心から思う……あ、憧れの素敵な先輩です……」

「ま、舞まい原はらさんまで!?　い、いつの間に舞まい原はらさんまでそんな照れさせてくるようなこと言うようになっちゃったの!?　龍りゆう之の介すけ効果!?」

「……え？　い、いえ……そ、そんな……」

　龍りゆう之の介すけと舞まい原はらさんの二人から挟撃をされて、先輩がさらにぐるぐると目を回す。

　とはいえ、龍りゆう之の介すけたちの言いたいことは伝わってくれたようだった。

　まだ真っ赤なままの先輩は少しふらふらしつつも咳せき払ばらいをして。

「……で、でも、ありがと。そう言ってもらえて、元気出たかも」

　照れくさそうに少しだけ顔を逸そらしながら、小さくそう口にした。

　チラリと見えたその先輩の表情はいつもの明るくて元気な仔こ猫ねこのようなものになっていて、本当に喜んでくれていることが分かった。

　アウト、の声がどこからか静かに響く。

　何となく……今回の件が一件落着した瞬間だった。

「……」

　もちろんそれだけでもよかったのだけれど。

　だけど龍りゆう之の介すけの信条は、とにかくたくさん先輩に喜んでもらって累積アウトを取ることだ。

　だったらさらなるアウトを取れそうなこの機会を見逃すべくもない。

　なので龍りゆう之の介すけはこう言った。

「花か梨りん先輩は……本当に素晴らしいです。その素晴らしさを、『とりのからあげ』にして挙げてもいいでしょうか？」

「え？　な、なに、急に？」

　首を傾ける先輩に。

「『と』……とにかく可か憐れんでかわいらしくて。

『り』……理屈抜きに愛いとおしい。

『の』……野を走る仔こ猫ねこのようにちっちゃくて。

『か』……かわいいその姿はついついいつでも目で追ってしまうほどで。

『ら』……爛らん漫まんに咲く花のような声は女神や天使を彷ほう彿ふつとさせ。

『あ』……あらゆる疲れやストレスを芯から癒いやして。

『げ』……現実とは思えないほどの夢の世界へと誘ってくれる」

「……っつつつつ……」

　先輩が声にならない声を上げる。

「どうでしょう？」

「そ、それは失敗だよ!?　た、ただの羞恥ポエムの羅列だよ!?　ていうかちっちゃくてはほめ言葉じゃないし！」

「そうですか……。ではリカバリーをして『いかのおすし』ではどうでしょうか？」

「そ、そういうことじゃない！　た、立ち直りが早すぎる……！」

　真っ赤になってそう声を上げる先輩に。

　龍りゆう之の介すけはさらにこう口にした。

「とにかく……自分はそんな花か梨りん先輩のことが大好きです！（声量特大）」

「だ、だから声が大きいんだってば!?」








・本日のアウト数：４

・本日のヒット数：０

・累計のアウト数：36
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　期末試験が終わり数日が経たったある日の放課後。

　いつも通り放送室へと向かおうとしていた龍りゆう之の介すけは、その途中の廊下でたまたま委員長と遭遇した。

「委員長」

「あ……市いち村むらくん」

　龍りゆう之の介すけに気づいた委員長が顔を上げる。

　委員長は、大きな石せつ膏こう像ぞうを抱えていた。

　男の顔を模したそれはちょっとした鈍器にもなりうるほどの代しろ物もので、委員長はふらふらとしながら何とか両手で抱えている状態だった。

「……」

　龍りゆう之の介すけは無言で委員長の手から石せつ膏こう像ぞうを取り上げた。

　委員長が驚いたような顔になる。

「あ、だ、大丈夫よ。これくらい持てるから……」

「そういうわけにもいかない。フラフラで見ていて危なっかしいし、いいから任せてくれ。美術室までで大丈夫か？」

「あ──ありがとう……」

　申し訳なさそうにそう口にする委員長と並んで、美術室へと向かって歩き出す。

「そういえばやっと期末試験も終わったわね。市いち村むらくんはどうだった？」

「何とか大丈夫だった。部活にも影響はない」

「そう。それならよかったわね。部活に出られなくなったら、市いち村むらくん、大変なことになってたかもしれないものね」

「それはそうかもしれない……」

　赤点を取ってしまい補習を受ける間ずっと先輩に会えないなんてことになったら、きっと先輩成分が足りなすぎてどうにかなってしまっていただろう。考えただけでもゾッとしない。

「そういえば委員長には英語の分からないところを教えてもらって助かった。すごく分かりやすくて理解しやすかった」

「どういたしまして。別に大したことはしていないわ」

　委員長はそう言うものの。

「いや、そんなことはない。わざわざ昼休みや放課後に時間を割いてくれて本当に感謝している。委員長は本当に優しくて親切でいいやつだ。委員長がいてくれてよかったと思っている」

「……」

「委員長？」

「あ、う、ううん。そ、そんなことを言われたのは初めてだったから、ちょっとびっくりして……」

　眼鏡の位置を直しながら、委員長がしきりに瞬まばたきをしていた。

　やがて美術室へと辿たどり着つく。

「ここに置けば大丈夫か？」

「あ、うん、大丈夫。ありがとう、市いち村むらくん」

「ああ。それじゃあ──」

　そう言って美術室を出ようとして。

「あ、ちょっと待って。せっかくここまで運んでくれたんだし、お礼にお茶でも飲んでいかない？」

　委員長がそう言ってきた。

「いいのか？」

「ええ、市いち村むらくんさえ急ぎの用事がなければ。本当に助かったから」

「それじゃあ……」

　まだ放送部（仮）の開始まで時間はあったし、言葉に甘えて少しだけ休憩していくことにした。

　委員長が淹いれてくれたのは、ほうじ茶だった。

　ほどよく炒いられたお茶の匂いが香ばしくて、いつも放送室で先輩が淹いれてくれる個性あふれるフレーバーティーとはまた趣が異なる一杯である。

「おかわりはあるから、遠慮しないで飲んでね」

「ああ、ありがとう」

　お礼を言って、湯飲みに口を付ける。

「ふう……」

　香ばしくて温かい味。のんびりとほうじ茶を飲みながら何となく視線を泳がせていると、ふと辺りの様子が目に入った。

「それにしても……だいぶ散らかっているみたいだが」

「う……それは」

　委員長が苦い顔になる。

　決して広いとは言えない美術室には、今龍りゆう之の介すけが運んできた石せつ膏こう像ぞうの他にも、何かの空き缶のようなものや破れかけたキャンバス、出しっぱなしだと思われるイーゼルなどが無造作に床に転がっていた。

「今、美術部って……実質的に活動しているのは私しかいないのよ。ほとんどは幽霊部員で顧問もお飾りだから、何とか部活の体裁だけを保ってる感じ。だからどうしてもこういう重いものは放置しがちになっちゃって……」

　周囲を見渡しながら委員長が小さくため息を吐く。

　確かにさっきの石せつ膏こう像ぞうといい、大人が抱えるほどの大きさのキャンバスやイーゼルといい、委員長一人でどうにかするのには手に余るかもしれない。

　だったら……

「この辺のやつを、全部美術準備室にしまえば大丈夫か？」

　立ち上がって、龍りゆう之の介すけは言った。

「え、い、いいって、市いち村むらくんにそこまでしてもらう義理がないし……！」

「お茶のお礼だ。これくらいならすぐに終わる」

　確かにそれなりの量はあったけれど、野球部の練習後の後片付けに比べれば大した労力ではなさそうだった。

「それにこれも何かの縁だ。委員長は大事な友だちだから、困っているなら何とかしたい」

「大事な、友だち……」

「ああ。これから先もずっといっしょにいたいと思っているし、好ましく魅力的に思っている。かけがえのない大切な友だちだ」

「こ、好ましく……っ……!?」

　委員長が眼鏡に忙せわしなく手をやりながら小さく顔を逸そらす。

「……あ、ああ、もう。そうね、市いち村むらくんはこういう人なんだった……」

「？」

「うん……じゃあ、お願いしてもいい？　正直どうにもできなくて途方に暮れてたの」

「分かった。任せてくれ」

　どこか眼鏡の奥の顔が赤いように見える委員長にうなずき返して、足元の石せつ膏こう像ぞうを持ち上げる。

　作業自体は、十五分もかからずに終わった。

「すごい……こんなに広かったんだ」

　片付けられて床に物がなくなった美術室を見て委員長が驚きの声を上げる。

「また散らかることがあったら呼んでくれ。いつでも片付けるから」

「うん……ありがとう」

「それじゃあ俺はそろそろ行くから」

　そう言って龍りゆう之の介すけが美術室を出ようとして。

「ん？」

　と、そこで部屋の隅にあったとある物体に気づいた。

　布がかけられた大きめのシルエット。ちょうどホワイトボードの陰にあったため、見落としてしまっていた。

「これは片付けなくても大丈夫なのか？」

「あ、それは……」

　委員長が小さく声を上げる。

　見てみると布の下にあったのは……一枚の絵だった。

　夕暮れ時の校庭を遠景で描いた、淡い筆致の水彩画。見る者を一目で惹ひきつける不思議な魅力のこの絵に、龍りゆう之の介すけは見覚えがあった。

「ああ、これってあの時の、賞を獲とって張り出されていた絵か」

「う、うん……」

「すごいな……」

　思わず龍りゆう之の介すけはそうつぶやいていた。

「こうして改めて見ると、この絵に対する委員長の思い入れみたいなものがすごく感じられる。見ていると何かが胸に訴えかけてくるというかどこか切なくなってくるというか……きっとそれだけ強い気持ちが込められているんじゃないか？」

「……」

　龍りゆう之の介すけの言葉に、委員長は沈黙する。

　だけどやがて。

「……それは、そうだよ。だってそれ、野球部が練習をしているところを描いた絵なんだから……」

「？」

「……ううん、何でもない。それよりもう行かなくていいの？　部長さんが待ってるんじゃない？」

「ん、ああ、もうこんな時間か。それじゃあそろそろ行く。じゃあまた」

「うん、またね」

　小さく手を振る委員長にそう答えて、龍りゆう之の介すけは美術室を出た。







「……」

　龍りゆう之の介すけが去った後、一人きりになった美術室で委員長は胸に手を当ててしゃがみこむ。

「思い入れって……それは、当然じゃない。だって……」

　そこで一度言葉を切ると、目の前にある絵を見て。

（これは野球部の……市いち村むらくんが一生懸命な姿で練習している姿を、描いたものなんだから……）

　そう、小さくつぶやいたのだった。
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　七月の第二日曜日。

　龍りゆう之の介すけは、自宅から二駅先の商店街を歩いていた。

　向かっている先は、商店街を抜けて十分ほど行った先にある閑静な住宅街の一角だった。

「確かこの先を右に曲がってそのまま真まっ直すぐ行くんだったか」

　記憶にある道と手元のスマホを照らし合わせながらレンガ敷きの道を進んでいく。

　天気のいい日曜日ということで、商店街はたくさんの人で賑にぎわっていた。

　真まっ直すぐ歩くのにも難儀するくらいの大盛況で、道の両脇からはお店の人の呼びこみの声が響き渡っている。鯛たい焼やきや焼き鳥、揚げたてのコロッケなども売っているようだ。どれも美お味いしそうで、お土産で買っていったら先輩は大好きな向日葵ひまわりのタネを見つけたジャンガリアンハムスターのように喜んでくれるかもしれない。そのかわいらしい光景を想像して頰が緩むものの、すぐに気を引き締め直す。

　そう、龍りゆう之の介すけが向かっているのは先輩の家。

　ただし遊びに行くわけではない。

　今日の訪問には、ハッキリとした目的があった。

　それが何なのかというと──







「ねえねえ、龍りゆう之の介すけって、もしかして勉強教えるのうまかったりする？」

「え？」

　つい先日。

　その日の放送部（仮）の活動も終わり、放送室で二人で後片付けをしていたところ、先輩が突然そう尋ねてきたのだ。

「どうでしょう。だれかに教えたことはないので分からないですが……」

「でも学年で七位なんだから、きっと教えるの自体はできるよね？　それにほら、舞まい原はらさんに発声指導してるとことかをちらっと見たりもしてたけど、教え方が丁寧でわかりやすかったからさ」

「そう、でしょうか」

　自分ではよく分からない。

　だけど先輩はうんうんとうなずいて。

「うん。物事を嚙かみ砕くだいて説明するのがうまいっていうか……なんていうか龍りゆう之の介すけはそーいう先生とかに向いてそう。この前、野球部で臨時コーチもやってたよね？」

　素す振ぶりの動作をしながらそんなことを言ってくる。

　龍りゆう之の介すけとしては特に自覚はなかったけれど、そう言われるのは素直に嬉うれしい。あと慣れない動きでふらふらしながらバットを振るポーズをする先輩（運動神経は微妙）の姿は普通にかわいい。

　思わず動画に収めたくなるのをグッと堪えつつ、龍りゆう之の介すけは続けた。

「あの、それで、勉強を教えるのがうまいかどうかというのは、どういうことなんでしょうか？」

　論点はそこだった。

　すると先輩は少しだけ言葉を濁して、

「あー、うん、それなんだけど……」

　どことなく申し訳なさそうに龍りゆう之の介すけを見上げると、




「実はさ……あたしの妹に勉強を教えてやってほしいんだよ」




　顔の前で両手を合わせながらそう言ってきた。

「妹さん、ですか？」

「うん、そう。中三なんだけど……」

　そういえば先輩には兄である厳げん一いち郎ろうさんの他に妹さんがいると、たびたび会話に出てきていたような気がする。前に先輩の家を訪れた時は留守だったようだけれど……

「あの子さ、来週に期末試験があるみたいなんだよ。でもぜんっぜんノートとかとってなくて、しかも授業中も寝てばっかりだから、このままじゃ赤点連発で夏休みが補習地獄かもしれないって泣きつかれてさ。だから姉として何とかしてあげなきゃって思って……」

「なるほど……」

　事情は理解できた。

　確かに妹さんのせっかくの夏休みが潰れてしまうおそれがあるのなら、先輩なら何とかしてあげたいと思うのも当然だろう。

　だけど。

「でもそれなら、花か梨りん先輩が教えればいいんじゃないでしょうか？」

　先輩には普段から指導を受けているけれど、教え方はとても上手で丁寧だ。きっと勉強でも同じだろう。だったらわざわざ第三者である龍りゆう之の介すけが介入するよりも、家族である先輩が教えた方がいいような気がする。

　だけど龍りゆう之の介すけのその言葉に、先輩はふるふると首を横に振った。

「うーん、あたしもそれは考えたんだけどさ。でもやっぱりそーいうのって身内はダメなんだよ。やろうとしてはみたんだけど、どうしても馴なれ合あっちゃうか感情的になっちゃうかのどっちかっていうか、グダグダになっちゃってうまくいかなかったんだよねー」

「そうなんですね」

　とはいえそれはそうかもしれない。

　龍りゆう之の介すけも昔、姉に勉強を教えてもらったことがあったけれど、途中から姉が飽きて晩酌を始めてしまってグダグダだった。

「そういうわけだから、もし忙しくなかったら助けると思ってお願い！　お礼に夕飯くらいはご馳ち走そうするから！」

　深々と頭を下げながらもう一度手を合わせてくる。

　とはいえ龍りゆう之の介すけの答えは、話を聞いた時点からもう決まっていた。

「分かりました。引き受けさせてもらいます」

「ほ、ほんと？」

「はい。俺でよければ」

「わ、ありがと、さすが龍りゆう之の介すけ！　やっぱり持つべきものは頼れる後輩だよねー♪」

　ネコ耳ヘアーをぱたぱたと揺らして喜んでくれる先輩。

　龍りゆう之の介すけとしては、先輩からの頼まれ事ならたとえ今すぐ山に行ってツチノコを捕獲してこいと言われようとも最優先で引き受けることは確定事項だった。

「それにしても、花か梨りん先輩の妹さんですか」

「あ、うん、ちょっと口が達者で生意気でウザ絡がらみしてくるところもあるけど、基本的にはいい子だからさ」

「ということは先輩に似て、ち──」

　そこで龍りゆう之の介すけは言葉を止めて、

「ち──知性にあふれる感じなんでしょうか？」

「今、絶対ちっちゃいって言おうとしたよね!?」

「……」

「……」

「……いえ、そんなことは」

「なにその間!?」

「……すみません。確かに花か梨りん先輩の妹さんならちっちゃくてかわいくて思わず抱きしめてしまいたくなる天使のような愛らしさを持っているのだろうとは思ってしまいました……」

「にゃっ……!?」

　先輩が鳴き声を上げる。

「中三ということは花か梨りん先輩の中学時代のような感じなのでしょうか。そういえば花か梨りん先輩の中学時代をリアルタイムで見ることができなかったのは自分の生涯で三本の指に入る心残りの一つでもあります。アルバムで少しだけ見ましたが、きっと中学生の先輩は可か憐れんで光り輝く天使そのものだったんでしょうね」

「な、なんで妹の話から流れるようにしてあたしが被弾してるの!?　おかしいでしょ！」

「いえ、おかしくないです。俺が考えているのは常に先輩のことですから」

「……っつつつつ……」

　先輩が顔を真っ赤にして言葉を詰まらせる。

「と、とにかく、そういうことだから勉強を教える件はお願いね！　今度の日曜日だから……！」
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　ということがあって、本日は先輩の妹に勉強を教えるために、龍りゆう之の介すけは高たか遠とお家けに向かっているのだった。

　商店街を抜けて少し歩くと、すぐに先輩の家に辿たどり着つくことができた。

　住宅街の真ん中にある二階建ての大きめの一軒家。

　門の前で一度深呼吸をして、『高たか遠とお』と書かれた表札の横にある呼び鈴を鳴らす。

「はーい」

　中から鈴を転がすような耳心地のよい声がしてドアが開かれる。

　出てきたのは私服姿の先輩だった。

　ニャン左ざ衛え門もんのパーカーに動きやすそうなスカートという、リラックスした格好（変わらずかわいい）である。

「お、いらっしゃい、龍りゆう之の介すけ」

「お疲れさまです、花か梨りん先輩」

「今日はありがとね、わざわざ来てくれて」

「いえ、花か梨りん先輩に呼ばれたのなら断る理由など皆無ですから」

「う、そこはさすがに都合が悪かったら断ってくれてもいいっていうか……。でもそう言ってくれるのはうれしいかな、さんきゅ」

　と、そんな挨拶をしつつ家へと入る。

　そのまま二階へと上がり、通されたのは先輩の部屋だった。

「花か梨りん先輩の部屋に上がらせていただくのは、これで二度目ですね」

「う、あ、あんまりじろじろ見ないでって。は、恥ずかしいじゃにゃいか……」

「いえ前回も今もキレイにしていてすごいなと」

「え、そ、そう？」

「はい。まるでどこかの高原にいるかのように空気が美お味いしいです。ペットボトルに詰めて持ち帰りたいくらいです。あといい匂いです」

「ス、スーハーしないで!?」

　龍りゆう之の介すけの口を手で押さえながら先輩が叫ぶ。

「も、もう、龍りゆう之の介すけはいつでもどこでも油断するとすぐこんな感じだなまったく……じゃあ妹を呼んでくるからちょっと待ってて。あ、今日は両親もお兄ちゃんもいないから、のんびりくつろいでくれてていいからなー」

　そう言って、先輩はたたたっと部屋を出ていった。

「……」

　後には龍りゆう之の介すけが一人残される。

　窓から射さしこむ光でキラキラと輝いていて、うっすらと先輩のいい匂いが漂う部屋。

　前に来た時と様子はあまり変わってはいないようだけれど、ベッドの上には新しく買ったのか巨大なニャン左ざ衛え門もんのぬいぐるみが置かれていた。壁かべ際ぎわには制服がハンガーにかけられていて、その下にあるコルクボードには、それまであった写真に加えて、『彩さい雲うん祭さい』で龍りゆう之の介すけたちといっしょに写ったものが追加されている。そのことが龍りゆう之の介すけには少し嬉うれしかった。

　部屋の中央で正座をしながら深呼吸をして、マイナスイオンあふれる（龍りゆう之の介すけ調べ）先輩の部屋の空気を龍りゆう之の介すけが満喫していると。




「あれあれ、そこは制服を手に取ったりしないんですかー？」




「？」

　と、どこからか声が響いた。

　先輩のものにも少し似た、だけどそれよりもわずかに幼さを感じさせる耳心地のよい声。

　思わず龍りゆう之の介すけが辺りを見回すと、さらに声が聞こえてきた。

「ほらほらー、年頃の男子が気になる女子の部屋に来たらとりあえず色々クンクンしてみるところから始めるって相場は決まってるじゃないですかー？　だいじょうぶ、それは男子として自然なことですからためらうことないですよー。あ、それともあえてそういったことをしないでガマンするＭ寄りのプレイですか？　やだー、センパイ、マ・ニ・ア・ッ・ク♪」

「……」

　声の元を探し振り返るとそこにいたのは巨大なニャン左ざ衛え門もんのぬいぐるみ……の陰に隠れた、だれかだった。

　ただ本気で隠れるつもりはないのか、ニャン左ざ衛え門もんの手足の隙間から髪の毛や、スカートの裾からのぞく脚がはみ出している。

「おっと、そんなにこっちを見つめられたら照れますよー。ちらりと見えた生脚だけでも隠しきれない魅力があふれちゃいましたかね？　あ、それかもしかしてセンパイって脚フェチですか？　一日三回ＪＣの脚をガン見しないと死んじゃう体質ですか？　しょうがないなー、だったら少しなら見せてあげてもいいですよ？」

　ニャン左ざ衛え門もんの陰から白い脚を出してちらちらと見せてくる。

「……」

　これは一体何なのだろう。

　その予想外の展開にどうしたものかと龍りゆう之の介すけが対応に困っていると、部屋のドアがガチャリと開かれて先輩が戻ってきた。

「あれ、おっかしいなー、花か恋れん、部屋にいないんだけど。ごめんね龍りゆう之の介すけ、他のところも探してみるからもうちょっと待ってもらえると……って！」

　そこで先輩の目がベッドの上のニャン左ざ衛え門もんの後ろに向けられる。

　するとぬいぐるみの陰から、ぴょこんと飛び出すように一人の女子が姿を現した。

「やっほー、お姉ちゃん」

「花か恋れん!?　何でそんなとこにいるの!?」

「えー、お姉ちゃんが男子を連れてくるっていうから、ちょっと観察してみよっかなーって思って隠れてただけだよ。ベッドの上でゴロゴロしたりお姉ちゃんの制服をクンクンしたりしないかなって思ってたけど、やらなかったね、この人」

「りゅ、龍りゆう之の介すけはそんなことしないよ！」

「龍りゆう之の介すけ？　あれあれー、お姉ちゃん、名前で呼んでるの？　珍しいね、お姉ちゃんが男子のこと、名前で呼ぶなんて」
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「う、そ、それは……」

　その指摘に先輩が一瞬にして耳まで真っ赤になる。

　先輩が困っているようなので、龍りゆう之の介すけは助け船を出した。

「花か梨りん先輩は、自分と約束をしたから名前で呼んでくれているんだ」

「おおっと！　こっちも名前呼びなんですねー。しかも何だか親しげな感じ。えー、もしかしてセンパイ、お姉ちゃんとそーいう仲なんですかー？」

　女子がにやにやと笑いながらそんなことを言ってくる。

　その問いかけに、龍りゆう之の介すけはこう答えた。

「そういう仲かどうかは分からないが、花か梨りん先輩とは長く深い付き合いだ」

「おおっ……!?」

「りゅ、龍りゆう之の介すけ!?」

「もう一年以上放課後はほとんどいっしょにいるし、ほぼ毎日いっしょに帰っている。『彩さい雲うん祭さい』も二人だけで回ったし、少し前には真心あふれる愛妻弁当も作ってもらいもした」

「あ、愛妻って……！　だ、だから前も言ったけど、そ、そもそもまだ妻じゃない──」

　先輩があわあわと慌てながらそう否定しようとして。

「あー、お弁当ってあの時のあれですね。そっかそっか、お姉ちゃん、なんかうきうきした顔でお弁当作ってたと思ったらそーいうことかー。うんうん、確かにあの時のお姉ちゃんの顔は愛いとしの旦那さんに愛妻弁当を作る新妻の顔でしたねー♪」

「ちょ、ちょっと花か恋れん、なに言って──」

「それは嬉うれしいです。何といっても……」

「……？」




「自分は花か梨りん先輩の、だんにゃさんですから」




「にゃ、にゃ───────────────────────────────────!!」

　巨大ニャン左ざ衛え門もんが見守る先輩の部屋に、先輩の鳴き声が響き渡ったのだった。
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「……あー、それじゃあ改めて紹介するね。この子があたしの妹で──」

「高たか遠とお花か恋れんですー。中学三年生です。気軽にレンレンって呼んでくれていいですよ？　よろしくお願いしますね、セ・ン・パ・イ♪」

「市いち村むら龍りゆう之の介すけだ。よろしく、高たか遠とおさん」

「ありゃりゃ、つれないですねー、だんにゃさん」

　龍りゆう之の介すけを見上げながら、妹さんがわざとらしく大げさなため息を吐く。

　妹さんは髪型や服装こそ傾向は違ったけれど、さすがに姉妹だけあって顔は先輩によく似ていた。ややつり目がちなぱっちりとした瞳、通った鼻筋に整った輪郭、全体的に何となくネコみたいな雰囲気のところなんかはそっくりだ。

　龍りゆう之の介すけがそんなことを考えながら見ていると、妹さんがにやりと笑った。

「あれあれー、なんか舐なめるような視線でじっと見られてるような気がするんですが、どうしましたー？　わたしのこと気になりますかー？　かわいい花か恋れんちゃんに一ひと目め惚ぼれしちゃいましたかー？」

「いや、花か梨りん先輩によく似ていると思って」

「それは姉妹ですからねー。ちっちゃい時から姉妹そろってかわいいかわいいって言われて、小学校に上がる頃には高たか遠とおさんちの美人姉妹として有名だったんですからー。特にお姉ちゃんはお人形みたいなちっちゃい美少女ＪＳだって色んな層から大人気だったんですよー」

「な、そ、それは花か恋れんも同じでしょ!?」

「あ、お姉ちゃん、自分も美少女だって認めるんだー♪」

「え、だ、だってそれは話の流れで……」

「うふふー（にやにや）」

「……」

　ただこれまで見たところ、性格はかなり違うように思われた。

　先輩は面倒見がよくてしっかりしているけど妹に振り回されている長女、妹さんはそんな先輩をからかいつつも心の中では甘えている気まぐれな末っ子といったところか。

　また背は妹さんの方が大きく、舞まい原はらさんと先輩の中間くらいだった。そして何より外見が大人びていて……

「……今、花か恋れんの方が見た目が大人っぽいって思わなかった？」

「……え？」

「……わかってる。うう、よく言われるんだ……二人いっしょにいるとあたしの方が妹で花か恋れんの方がお姉ちゃんみたいだって……。な、なにが悪いの……？　身長？　もしかして身長？　それとも身長……？」

　先輩（ちっちゃい）が龍りゆう之の介すけを見上げながら切なげな声でそう訴えかけてくる。

「……大丈夫です。花か梨りん先輩のちっちゃさは魅力の一つですから」

「ち、ちっちゃいのは否定してくれない……!?」

「それは……。ですが俺は、ちっちゃい先輩がかわいいと思います。ちっちゃいことは先輩の長所です。雰囲気に合っているので先輩のちっちゃさは正義です。そんなちっちゃくてかわいい先輩のことが、俺は大好きなので、一日三回以上喜ばせたいと常々思っています」

「ち、ちっちゃいって今何回言った!?　あ、あと、な、なんかどさくさにまぎれてヘンなこと言わなかった……!?」

「いえ、俺が思っていることを言っただけですが」

「……ひょ……っ……」

　先輩がのけぞりながらＲＩＮＥの送信音みたいな声を上げる。

　それを見た妹さんが面白いことを見つけたネコみたいな目をして間に入ってくる。

「ちょっとちょっとー、わたしを置いて二人だけで盛り上がらないでくださいよー。ていうかお姉ちゃん、なにそれ？　顔が郵便ポストみたいな色になってる。きゃは、おもしろーい♪」

「……っ……!?」

　妹さんからも追撃されて、先輩がさらにうなじまで真っ赤に染め上げる。

　そのままの状態で先輩はぷるぷるとしばらくの間フリーズしていたが、だけどやがて我に返ったのか「こ、こほん！」と咳せき払ばらいをして。

「も、もう、あたしのことはいいから！　と、とにかく、きょ、今日龍りゆう之の介すけを呼んだのは花か恋れんに勉強を教えてもらうためなんだから……！　あたしはベッドでストレッチでもしてるから、あとは頼んだぞ、龍りゆう之の介すけ！」

「分かりました」

「花か恋れんも！　わざわざ龍りゆう之の介すけに来てもらったんだから、ちゃんと勉強して赤点回避しないとダメなんだからな」

「はーい、わっかりましたー」

　そんな妹さんの明るいかけ声とともに、今日の目的である試験勉強をすることになった。
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「──つまりここの大問は応用問題なんだ。だから一つ前の小問で使った公式をこっちにもあてはめて……」

「数字を替えてそのまま使えばいいってことですか？」

「それだけじゃなくて、円の性質も使うんだ。円の中心から弦げんに垂線を引くと弦げんの垂直二等分線になるから……」

「あー、なるほど、二つの要素を使うと。だから応用問題なんですねー」

「ああ、その認識で問題ない」

　ふんふんとうなずく妹さんに、龍りゆう之の介すけが試験範囲の解説をしていく。

　最初こそ性格的にちゃんと教えられるか不安だったものの、いざ教える段になってみると妹さんは素直で吞のみ込こみもよかった。一を教えれば十まで理解してくれる感じ。これならちゃんと教えれば少なくとも赤点は免まぬがれることができそうだ。

「センパイ、ここの座標平面上のＡＰ＋ＰＢの最小値を求めるのはどうすればいいんですか？」

「ああ、ここはさっき使った三平方の定理の応用だ。点ＢとＹ軸について対称な点を[image: B]として……」

「あ、わかりました！　丁寧な説明、ありがとうございます！」

　順調に教えるべき範囲が進んでいく。

　ミニテーブルの上で顔を並べながら三平方の定理の応用問題について教えていると。

（ねえねえ、センパイ）

（？）

　妹さんがちょいちょいと服の袖を引っ張ったかと思うと、




（センパイって、お姉ちゃんのこと好きなんですか？）




　耳打ちをしながらいきなりそんなことを言ってきた。

（……今は勉強の時間だと思うが）

（やだなー。これも勉強ですよー。恋の勉強っていうか、学校じゃ教えてくれない実生活で役立つ本当の授業ってやつですかねー？）

　目を細めながらにひひと笑う。

（それでそれでどうなんですかセンパイ。お姉ちゃんのこと、絶対好きですよね？　ていうか真面目そうな顔してますけどセンパイってきっとけっこうムッツリですよね？　心の中でお姉ちゃんとの結婚式まで想像してご満悦しちゃってるタイプですよね？　今もベッドの上のお姉ちゃんの方が気になってしかたなかったりして……）

　にまにまとからかうような笑顔で間髪入れずに質問責めをしてくる。

　獲物を見つけたネコみたいに楽しくて仕方がないという顔をしていることから、きっとその質問に龍りゆう之の介すけが焦あせってうろたえたりするのを期待しているのだろう。

　だけどそれに対する龍りゆう之の介すけの返答など一いち分ぶも揺らぐことなく決まっていた。

（ああ、好きだ）

（そ、即答っ!?）

　妹さんがのけぞる。

（花か梨りん先輩のことは大好きだし、気づけばいつでも先輩のことで頭がいっぱいだ。花か梨りん先輩を見ているだけで幸せな心地になってその日一日体調がいいし、世界がまぶしく輝いて見える。全身にエネルギーがみなぎってくるような気がする）

（え、な、なんかお姉ちゃんがやばいクスリみたいになってません……？　こ、これガチなやつなんですかね？　な、なんか、聞いてるこっちの方が恥ずかしくなってくるんですけど……）

（それだけじゃない。俺が花か梨りん先輩のことを考えていない時なんて一秒もない。今だってもちろん先輩のことを気にしているし、何なら老後に二人で縁側に座りながらドリアンティーを飲んでいる姿さえも目に浮かんで──）

（あ、ああ、わかりました！　もうわかりましたから！）

　妹さんが小声で叫ぶ。

（ガチなんですよね？　マジなんですよね？　センパイはちょっとこっちが引くほどお姉ちゃんのことが大好きなんですよね？　うう、この反応は予想してなかったっていうか……）

　額に手を当てながら困惑したように顔をうつむかせる。

（ま、まあいいですよ。とはいえこの程度なら軌道修正は可能です。まだまだ訊ききたいことはたくさんあるんですから。こ、こほん、だったら──）

　さらに妹さんが何かを言いかけて。

「ちょっとー、さっきからなにこそこそとやってるの？」

「え？」

　先輩がベッドの上で水魚のポーズをしながらそう声を飛ばしてきた。

「花か恋れん～、別に雑談をゼロにしろとは言わないけど、でもちゃんと勉強するって約束したから龍りゆう之の介すけにわざわざ来てもらったんだからなー」

「あ、う、うん、わかってるって、お姉ちゃん」

「ほんと？　それならいいけど……って、ん、着信？」

　と、そこで先輩が何かに気づいたように視線を落とした。

　振り返ってベッドの上で小さく振動していたスマホを取って耳に当てる。

「はい、もしもし。あ、お兄ちゃん？　どうしたの……え、スマホの機種がよくわからなくて困ってる？」

　どうやら電話の相手は厳げん一いち郎ろうさんのようだった。

　話しぶりからして、何かトラブルがあったみたいだ。

「え？　だからそのオプションはいらないって。世界対応の通話機能とかあったってお兄ちゃん絶対何が何だかわからないでしょ？　あー、もう、わかった。すぐに行くからそのまま何も進めないでそこで待ってて！　いい、絶対にお兄ちゃんだけで契約しちゃダメだからね！」

　それだけ言うと先輩は通話を終了した。

「あー、ごめんね。なんだか今、お兄ちゃんが外でスマホの契約をしようとしてるみたいで……」

「スマホ、ですか」

「うん、そう。なんかずっと龍りゆう之の介すけとＲＩＮＥをやりたいって言ってたからそのためなんだと思うけど……でもよりによって何でこのタイミングでやるかなー。てわけで、ごめん、とにかくお兄ちゃん一人だとどんなムダなオプション付きの契約をさせられるかわかんないから、ちょっと行ってくるね」

「え？　あ、はい」

「すぐに帰ってくるから。花か恋れん、その間、留守番と龍りゆう之の介すけの相手は頼んだぞ」

「はーい、いってらっしゃーい！」

　ぱたぱたと妹さんが楽しそうに手を振って。

　龍りゆう之の介すけと妹さんの二人だけで留守番をすることになったのだった。
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「へへー、やっと二人っきりになれましたねー、センパイ♪」

　先輩がせわしなく部屋を飛び出していった後。

　龍りゆう之の介すけと二人だけになった部屋で、妹さんがにんまりと笑ってそう言った。

「ここからが本番ですよ？　ハイライトですよ？　せっかくお姉ちゃんがいなくなったんですから、この隙にないことないこと訊きいちゃいますからねー」

「勉強はどうするんだ？」

「それはお姉ちゃんが帰ってきてからやればいいじゃないですかー。センパイ、教えるのうまいからそこでちゃちゃっとやればすぐ終わりますって。だからちょっと休憩しましょうよー」

　確かにここまで見たところ、妹さんはかなり吞のみ込こみが早い。あと一時間もみっちり教えれば試験範囲は十分に網羅できるだろう。

　とはいえ……

「そうは言ってもちゃんと勉強をしておくよう花か梨りん先輩に頼まれたんだが……」

「センパイ、お姉ちゃんのかわいい写真とか、見たくないですかー？」

「！」

「子どもの頃の写真とか他の人は見れない家族写真とかわたしと二人だけで撮った秘密の姉妹写真とか、いっぱいあるんですよ。センパイがどうしてもって言うんだったらそれを持ってきてもいいかなーって思っ──」

「分かった、休憩しよう」

「は、はやっ！」

　妹さんが弾かれたように叫ぶ。

「ちょっと、また即答って迷いがなさすぎません？　ここは普通、少し戸惑ってどうするか悩んだ後に、理性と欲望を天てん秤びんにかけた末に理性が負けて、『見せてください……お願いします花か恋れんさま……っ……』って血の涙を流しながら見せてくれるように頼んでくるところじゃないんですか!?」

「花か梨りん先輩のかわいい姿を見られるなら、他に失うものなんて何もない」

「な、なんかかっこいいこと言ってるように聞こえますけど、ぜんっぜんそんなことないですからね!?」

　ハアハアと肩で息をしながら妹さんがヒザに手をつく。

「お、おかしいなー、なんでわたしの方が軽くあしらわれてる感じなんですかね……。こんなの初めてっていうかなんかセンパイ相手だとペースが狂うっていうか……ま、まあいいですけど、ちょっと待っててください」

　少し疲れたようにそう言って妹さんは部屋を出ていくと、すぐに両手いっぱいにアルバムのようなものを持って戻ってきた。

「はい、こっちが子どもの頃の写真。こっちのアルバムが主に家族系。で、こっちの手帳にあるのがわたしといっしょに撮ったプリクラとかです」

「……おお……」

　それはまるで宝の山だった。

　持ってこられたアルバムの中には、龍りゆう之の介すけがまだ見たことのない未知のかわいさにあふれたたくさんの先輩の姿があった。

「どうですかー？　ちっちゃい頃のお姉ちゃん、かわいいでしょー。これは小学生の頃の美少女ＪＳお姉ちゃんですねー。近所のネコちゃんにおやつをあげてる時の写真です」

「リアル天使だ……」

　ランドセルを背負いながらあどけない笑顔で仔こ猫ねこにチュールをあげている先輩の姿。

　龍りゆう之の介すけにとって、それはまさにそうと以外に表現しようがないものだった。

「お姉ちゃん、しっかり者で面倒見がよくて優しくて、しかもかわいいっていう、三拍子そろった愛されキャラですからねー。わたしもよくお姉ちゃんみたいになりなさいって言われたもんですよー。ま、ちょっと人がよすぎて純粋すぎてあとちっちゃいのが玉たまに瑕きずくらいで、ほんっと、お姉ちゃんはだれからもかわいがられてますよねー。センパイもそう思いません？」

「それは違う」

「？　あれ、愛されキャラに異議がおありですか？」

「さっきも言ったが、先輩のちっちゃさは美点だ。瑕きずどころか七色の輝きだと思う」

「え、そこ!?」

「もちろん先輩なら大きくてもその良さは何も変わらない。大きい先輩もきっとかわいくて、魅力的なのは間違いないと思う」

「よ、要するにお姉ちゃんなら何でもいいと？」

「そうだな。先輩が先輩であることに本質的意義があるわけで、そこでは物質的な大小は宇宙的な観点から見れば些さ細さいな誤差の問題でしかない」

「な、なんか深いこと言い出した……!?」

　妹さんが若干引き気味に声を上げる。

「ま、まあ、なんか今さらなにを言われても驚かないからいいですけど……それでこっちは三年くらい前に行った家族旅行の写真ですねー。北海道に行ったんですけど、お姉ちゃん、温泉で長湯しすぎてのぼせちゃったり、動物園でアザラシの餌やりをしようとしたら顔をべろんべろんになめられて泣きそうになっちゃったりでかわいかったんですよー。へへー、センパイもいっしょに行きたかったんじゃないですか？」

「大丈夫だ。この写真を見ているだけで花か梨りん先輩といっしょに旅行をした偽りの記憶が浮かび上がってくる」

「そ、それはそれで色々どうかと思いますが……」

「こっちのこれは？」

「あ、それは姉妹のプリクラ手帳ですね。せっかくだからコスプレして撮ったんですよ」

「……」

「え、ど、どうしました、センパイ？」

「いや先輩のＯＬ姿があまりにも尊くて立ちくらみが……」

「そ、そんなに!?　て、ていうか少しはわたしの方も見てくださいよー。ほら、ナースとチャイナ服をやったんですよー？」

「ん、ああ、みたいだな」

「し、塩対応ここに極まれり……！」

　そんな感じにしばらくの間、龍りゆう之の介すけは眼福の極みにさらされていて。

「ん、そっちにあるのは？」

　と、そこで少しだけ山の中から外れた場所にあるアルバムに目が行った。

　どこか見覚えのあるそれは……

「え？　ああ、えっと、こっちは中学の卒アルですねー。いちおう持ってきたんですけど、色々あって、これにはあんまりお姉ちゃんは写ってないっていうか……」

「それは知ってる。この前見せてもらった」

　そう龍りゆう之の介すけが答えると、妹さんは意外そうな顔で小さく声を上げた。

「え、そうなんですか？」

「ああ、ニャンメイド姿の花か梨りん先輩がかわいすぎてどうにかなりそうだった」

「そ、そこはまあセンパイならそうでしょうけど……え、そんなことより、ってことはもしかしてセンパイ、お姉ちゃんの中学の時のこととか知ってるんですか……？」

　少し驚いたような顔でそう尋ねてくる。

　特に隠すようなことでもないので、龍りゆう之の介すけは正直に答えた。

「知っている。真ま衣い先輩に教えてもらったし、花か梨りん先輩本人からも聞いた」

「え、真ま衣いセンパイとも知り合いなんですか？」

「ああ、そうだが」

　その言葉に、妹さんは複雑そうな顔になった。

「お姉ちゃんが真ま衣いセンパイに紹介して中学の時のことを話すほどの人か……うーん、これはどう判断したらいいんだろ……？　言動にはちょっと難がありますけど、もしかしてちゃんとした人なんですかねー。……いやいや、まだわからない。ここはやっぱりお姉ちゃんのためにきちんと見極めとかないと……」

　何やらぶつぶつとつぶやいている。

　しばしそのまま何かを考えこむような素そ振ぶりを見せた後に、

「──よし、決めた」

「？」

　妹さんはそう言って立ち上がると。

「あのさ、センパイ。センパイがお姉ちゃんのことを好きなのはよーくわかりました。だったら……」

　そこですすすっと身を寄せてきて。




「わたしじゃ、ダメですかねー？」




　上目遣いに龍りゆう之の介すけを見つめながら、そんなことを言ってきた。
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「ほら、わたし、顔はお姉ちゃんに似てるってよく言われるし、声も同じ感じだし、こうやって髪を上げてちょっとメイクを変えればお姉ちゃんにそっくりなんですよー」

　両手で髪の毛を上げて、さらに顔を近くに寄せてくる。

　確かにその姿は先輩によく似ていた。

　先輩の背を少し高くして年齢をプラス一歳くらいした感じ。

　さらには使っているシャンプーが同じなのか、漂ってくる匂いまで先輩と同じものだ。

　そのそこはかとなく漂う先輩要素に、龍りゆう之の介すけの中の先輩センサーが少しだけ反応してしまう。

　それを見た妹さんがにやりと笑う。

「おや、ドキッとしました？　花か恋れんちゃんの魅力にメロメロにされちゃいました？　もう、センパイったら真面目そうな顔して意外とかわいいところがあるじゃないですかー」

「……」

「ま、花か恋れんちゃん本体も美人すぎるからトリコになっちゃうのはわかりますけどねー。甘い香りの花には虫が寄ってくるのが必然って言いますかー」

「…………」

「う、そ、そんな虫を見るような目で見るのはやめてくださいよ。……ま、それはいいとして。──ねえ、センパイ、わたしでもお姉ちゃんみたく見えるなら、わたしでもよくないですか？」

「え？」

「ほら、お姉ちゃんが好きだっていうんなら、ほぼほぼ要素がお姉ちゃんと同じなわたしのこともきっと好きですよね？　イセエビが好きな人は絶対ロブスターも好きですよね？　お姉ちゃんは真面目だから意外とガードが堅くて大変だけど、その点わたしだったら話は早いですよ？　センパイはちょっと好みだから、付き合ってあげちゃってもいいかなーなんて」

「……」

「どうですか？　センパイ的にはありよりのあり？　据え膳食わぬは何とやら？　ほらほら、せっかく休憩中なんだし、勉強なんかよりももっと気持ちいいにゃんにゃんなこととかしましょうよー」

　立ち上がってベッドの端に腰を下ろしながらそんなことを言ってくる。

　妹さんが何を考えているのかは分からない。

　だけどその一連の言動に対して、龍りゆう之の介すけは何も言わずに一歩前に出た。

「お、おや？　男は黙って行動で示す系ですか？　やる気、出ちゃいました？」

「……」

「え、む、無言で近づいてくる？　ちょ、ちょっと、ほんとに……？」

　微妙に後ずさりをする妹さんに。

　龍りゆう之の介すけは真まっ直すぐにその目を見て、こう言った。

「そうだな、確かに気持ちがいいことをした方がいいかもしれないな」

「え……？」

「見たところ高たか遠とおさんにはその必要があると思う。というか最初に見た時からずっとそう思っていた。だからイヤじゃないというのなら、やらせてもらおう」

「……っ……」

　さらに一歩、妹さんに近づく。

　そんな龍りゆう之の介すけに、妹さんは目をぱちぱちとさせながら、こう言った。

「な、なんかすっごくグイグイきますね？　い、いいですよ？　センパイがその気なら、う、受けて立とうじゃないですか！」







　３




「ふう、やっと終わった……」

　厳げん一いち郎ろうのスマホ契約の手続きを終えて、花か梨りんは家路を急いでいた。

　思った以上に時間がかかってしまった。

　行き先は近所のショップであったため十五分もあれば終わると思っていたのに、厳げん一いち郎ろうにスマホの機能を説明するのに手こずったというか、そもそもどの機種を選ぶかの段階でだいぶ時間を取られてしまった。なにせ厳げん一いち郎ろうはテレビのリモコンもまともに扱えないほどの機械オンチだ。ヘタに最新機種など買ってしまおうものなら猫に小判どころか熊にダイヤモンドもいいところになってしまう。まあ最終的にはおじいちゃん向けのいたれりつくせりホンに落ち着いたので結果としては上々ではあったのだけれど……

　その厳げん一いち郎ろうはこれからバイトだと言って去っていって。

　ようやく花か梨りんが帰路に就く頃には、家を出てから一時間以上が経過しようとしていた。

「うう、龍りゆう之の介すけ、待たせちゃってるかな……」

　わざわざ妹に勉強を教えてもらうために呼んでおいて、その当の本人が出かけたまま待たせるなんて失礼もいいところだ。

　妹が──花か恋れんがいっしょにいるからといってそれは理由にはならない。というかむしろ花か恋れんが何か龍りゆう之の介すけにちょっかいを出していないか、そこはかとなく不安でもある。

「花か恋れんはいい子なんだけど、人をからかったり甘えて困らせたりするのが大好きだからなー」

　特に気に入った相手だとなおさらだ。

　そこだけが玉たまに瑕きずというか。

　花か梨りんも何度かからかわれて、しかも花か恋れんは口も達者なため言い返すことができずに「ぐぬぬ……」となったことがある。

　とはいえ相手はあの龍りゆう之の介すけだ。

　普段から何をしてもされても顔色一つ変えずに、いつでもマイペースなグイグイ後輩。

　あの龍りゆう之の介すけが相手だったら、さすがの花か恋れんでもからかうのは難しいかもしれない。

　ともあれ実際問題としてどう転ぶかわからないため早く帰宅するに越したことはない。

　家への道を足早に進んでいき。

「帰ったぞー」

　五分もかからずに到着して。

　玄関からそう呼びかけるも、返事はない。

「あれ、どうしたんだろ？」

　それだけ集中して勉強してるのかな……と思い、花か梨りんは邪魔をしないように静かに階段を上がる。

　部屋の前までたどり着くと、中からわずかに声が聞こえてきた。




「ちょ、ちょっとセンパイ……そ、そこはまずいですよ……」




「！」

　耳に飛びこんできたのはそんな声。

「大丈夫だ。普段はなかなか触られないところだと思うが、ここが一番気持ちいいらしい」

「だ、だからって……わ、わたし、こんなことされるの初めてなんですから、痛くしないで少しはやさしくしてくださいよぉ」

「!!」

　それはいつもの花か恋れんのものではなく、どこか鼻にかかったような甘い声だった。

　それだけでなく、何やらベッドがきしむギシギシといった音まで小さく響いてきていて……

（え、ちょ、ちょっと、何やってるの二人とも……!?）

　思わずドアの前で両手を口に当てたまま立ち尽くしてしまう。

　いくらそういったことには疎うとい花か梨りんでも、声の様子から、中で行われていることが勉強ではないことくらいはわかる。その、なんというか、あんまり想像することがはばかられるような内容（推定）であることも。

（え、こ、これ、どうしたらいいの……？）

　予想外の事態にどう対応していいのかわからず、手足をぱたぱたとさせて戸惑う。

　姉としてはすぐに飛びこんでいって止めるべきなのか、それともここは年上としての威厳を見せて何事もないような落ち着いた顔で入っていくべきなのか、はたまた何も聞かなかったことにして放っておく大人の対応をすべきなのか……

（こ、こんなのわからないって……!?）

　今まで直面したことのない事態に、どの選択が正解なのかと必死に頭を悩ませていると、さらに室内から声が漏れ聞こえてきた。

「慣れないうちは痛いかもしれないが、それくらいがちょうどいい。それにすぐに気持ちよくなってくる」

「こ、これがほんとに……？　あ、で、でも、そうかも……センパイが動くと少し気持ちいい……」

「やればやるほど身体からだに馴な染じんでくるはずだ。色々とやれる体位も増えてくると聞いたことがある」

「そ、そんないっぱいあるんですか？　……あ、けどほんと気持ちいい……これがないと生きていけないって人たちの気持ち……わかるかも……」

「じゃあもう少し激しくやってみるか？」

「え、こ、これ以上激しくって、壊れちゃったりしません……？　セ、センパイ、そんな顔して意外とドＳ……？」

「そこは加減するから大丈夫だ」

「え、そ、それなら……」

「分かった。やってみよう──」

「!!!」

　そこが限界だった。

（や、やっぱダメー！　そ、それ以上は教育的指導っていうか、せ、先輩として、あ、姉として、見過ごせないんだから！　にゃー！）
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「ふ、二人とも、にゃ、にゃにやってるの……!?」




　ガチャリ！

　勢いに任せてドアを思いきり開く。

　するとそこに広がっていた光景は……

「花か梨りん先輩？」

「あ、お姉ちゃん、おかえりー」

「え……？」

　ドアを開けた体勢のまま、思考と動きが停止する。

　花か梨りんの目の前に広がっていたのは……ベッドの上でうつぶせで横たわる花か恋れんと、その背中に指を押し当てる龍りゆう之の介すけの姿だった。







　４




「え、ええと……これ、どーいうこと……？」

　突然部屋に入ってきた先輩が、狐きつねにつままれたみたいな顔でそうつぶやく。

「勉強の休憩中に妹さんにマッサージをしていたんですが」

「マ、マッサージ……？」

「はい。必要なように見えたので」

「……」

「センパイ、すっごくうまいんですよねー。こんな風にちゃんとマッサージされるのって初めてだったから、最初は痛かったんですけどすぐに気持ちよくなってきてー」

「野球部の時に専門のマッサージ師にやり方を教えてもらったから慣れている。それよりだいぶ凝っていたから、普段の姿勢が悪いのかもしれない。最初に見た時から気になっていた。気をつけたほうがいい」

「はーい」

「…………」

　先輩はその場で固まったまま動かない。

　そういえばどうしてあんなに慌てた感じで飛びこんできたのだろうか。

　目の前で爆竹を鳴らされたネコみたいになっている先輩に、龍りゆう之の介すけは尋ねた。

「あの、花か梨りん先輩、大丈夫ですか？」

「え……？」

「何だか呼吸が荒いし目の焦点も合っていないし、顔も赤いように見えるのですが。体調がよくなかったりするんじゃありませんか……？」

「！　っ、にゃ、にゃんでもない！」

「え？」

「べ、別にこれはなんでもないの！　こ、これは……そ、そう、ただのホットフラッシュ！　ウサギ跳びをしながら帰ってきたから、ちょっと暑くなっちゃっただけっていうか……！」

「はあ……」

　ウサギ跳びをしながら帰ってくる時点で明らかに何でもあるように思えるのだけれど。

　それに耳まで真っ赤にしながらわたわたと挙動不審になっている様子が、微妙に異なるもののアウトをとった時のものに似ているようにも思える。

　するとその先輩のリアクションに、何かピンときたかのように妹さんが笑った。

「ははーん、お姉ちゃん、なんかヘンなことを想像してたんでしょー？」

「！」

「おおかた帰ってきたら部屋の中からセンパイとわたしの声が聞こえてきて、そこからちょっと人には言えないような想像をして部屋の前で動けなくなってたけど、やっぱりがまんできなくなって勢いだけでドアを開けちゃったーみたいな」

「そ、そそそそんなことにゃいよ？」

　先輩が盛大に目を泳がせる。

「ほんとかなー？　お姉ちゃん、意外と耳年増だからなー。前にいっしょに映画を見た時とかもちょっと大人なシーンが出てきただけでうにゃうにゃ大騒ぎで──」

「わ、わー！　も、もうそれはいいから！」

　ぱたぱたと両手を振り回しながら先輩が叫ぶ。

「そ、そんなことより試験勉強はどうしたの！　休憩ももう終わりだから今すぐちゃんと勉強すること！　わ、わかった？」

「はーい」

　元気よく手を上げる妹さんの横で。

「花か梨りん先輩」

「にゃ、にゃに……？」

「俺は先輩になら、どんな想像をされても大丈夫です」

「!!」

「というよりも先輩が俺のことを考えてくれるのなら、それがどんなものでも嬉うれしいですから。さっきはどんな想像をしていたのかは分かりませんが、これからもドンドンしてください。想像の翼を存分にはばたかせてください。ウェルカムです」

「うぁあああああああああ……!!」

　先輩が目をぐるぐるさせながら頭を抱えてしゃがみこむ。

「うわ、センパイ、そこでとどめとか鬼畜ですねー……」

　そんな先輩を見て、妹さんがそう口にしていたのだった。







　それからまた一時間ほど妹さんに勉強を教えて。

　試験範囲を一通り教え終わったところで、勉強会はお開きとなった。

「ありがとうございました、センパイ。おかげさまで試験は何とかなりそうです♪」

　妹さんが笑顔でそう言ってくる。

「そうか、それならよかった」

　その隣で先輩が。

「あー、ありがとな、龍りゆう之の介すけ。わざわざ休みの日にこんなこと引き受けてもらって」

「いえ、花か梨りん先輩といっしょの時間を過ごすことができたので、むしろご褒ほう美びです。先輩成分をたっぷりと補充できました」

「そ、そう言ってもらえると助かるんだけど……」

　先輩は照れたように少しだけ顔を逸そらして。

「あ、それじゃあ約束通り、夕飯を食べてってよ。今日は腕によりをかけて、龍りゆう之の介すけの好きな豚の生しよ姜うが焼やきを作るつもりだから」

「……」

「龍りゆう之の介すけ？」

「いえ、花か梨りん先輩の夕ご飯が食べられるだけでも至福なのに、わざわざ好物を作ってくれるなんて……もう今日世界が終わってしまっても構わないと思いました」

「そ、そこは構おうよ！　最後の晩ばん餐さんじゃないんだから！　そ、それに……」

「？」

「ゆ、夕飯くらいでいいなら、遊びに来た時とかにいつでも作るっていうか……」

「本当ですか？」

「う、うん、別に龍りゆう之の介すけならいいかなーって思うし……」

　胸の前で指を回しながらもじもじとそう口にする先輩。

　そんな先輩に龍りゆう之の介すけがお礼を言おうとして。

「ありがとうございます。きっとあい──」

「あ、で、でも、あ、愛妻ディナーとかじゃないからなー！」

「え？」

「い、今、そう言おうとしただろ！　わ、わかってるんだから！　も、もういいかげんその手には引っかからないっていうか……」

　声を上げてそう言ってくる先輩に。

「え？　いえ、きっとアイデアあふれる美お味いしい料理がたくさん出てくるんでしょうねと言おうとしたのですが……」

「……っつつつつ……」

　先輩の顔がオムライスにかけられたケチャップみたいに真っ赤になる。

「そ、そうだよ！　アイデアあふれる料理をたくさん作るんだから……！　ま、満腹になるまで帰さないんだからなー……！」

　隣で妹さんが笑いを嚙かみ殺ころしている中。

　本日何回目かになるアウト！　のかけ声が聞こえてきたのだった。







　その後、夕飯の豚の生しよ姜うが焼やきをお腹なかいっぱいご馳ち走そうになって、心の底から満ち足りた心地で龍りゆう之の介すけは家路に就いたのだった。








・本日のアウト数：６

・本日のヒット数：０

・累計のアウト数：42
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「ねえ、お姉ちゃん、あの人っていつもあんななの？」

　夕ご飯を食べた後に龍りゆう之の介すけが帰ったのを確認して。

　花か恋れんは、食器の後片付けをしながらもどこか上機嫌な花か梨りんに尋ねた。

「あの人？　龍りゆう之の介すけのこと？」

「う、うん。なんか見た目は威圧感があってなに考えてるかよくわからなくて、会ったことないタイプなのに、何ていうか……」

　その言葉に、花か梨りんは苦笑いを浮かべる。

「龍りゆう之の介すけはあーいうやつなんだよ。堅物で、超がつくほど真面目で、どんな時でも直球でグイグイ攻めてくるっていうか……」

「ほ、ほんとだよ！　なんであの人、あんなにムダにグイグイなの!?　しかもなんか無自覚っぽいし……」

「あー、それはまあ、ちょっと天然なところはあるかも。でも」

　そこで花か梨りんは一度言葉を止めて。

「でもいいやつだったでしょ？」

「う、そ、それはー……」

　花か梨りんのその指摘に何も言えなくなる。

　確かに、あの人──センパイはいい人だった。

　いい人で、ものすごく優しい人。

　それもめったに見られない、五つ葉のクローバーレベルの。

　花か梨りんがスマホショップから戻ってくる、少し前のことを思い出す。







「そうだな、確かに気持ちがいいことをした方がいいかもしれないな」

「え……？」

「見たところ高たか遠とおさんにはその必要があると思う。というか最初に見た時からずっとそう思っていた。だからイヤじゃないというのなら、やらせてもらおう」

「な、なんかすっごくグイグイきますね？　い、いいですよ？　センパイがその気なら、う、受けて立とうじゃないですか！」

　センパイの顔を見返して花か恋れんはそう答える。

　もちろん……にゃんにゃんなことなんてする気は花か恋れんにはこれっぽっちもない。

　これはいわばテストみたいなものだ。

　ここで簡単に誘いに乗ってくるような相手なら、お姉ちゃんの相手としてはダメダメだ。

　そんな軽い気持ちでお姉ちゃんに近づいているようなら、ここでがっつりと釘くぎを刺しておかないとって思う。

　そのためにお兄ちゃんには今日わざわざスマホを買いに行ってもらったのだから。

　お姉ちゃんはしっかりしているように見えて無防備だから、妹の自分がそういうところをきちんとしておかないとダメなのだ、うん。

「……」

　センパイは無言でさらに近づいてくる。

　その強そうな大型犬みたいな表情からは何を考えているのかは読めない。

　だけど何かおかしな流れになったらすぐにでも大声で「ふにゃ────────────!!」と叫んでやろうと思い花か恋れんが身構えていると、

「……」

「え？」

　そこでくるんとひっくり返された。

　そのままベッドにうつぶせで寝転がる格好になる。

「ちょ、ちょっと、何する気ですか!?」

「いいから、そのまま動かないでいてくれ」

「え……？」

　行動の意図がわからずに目をぱちぱちとさせていると、背中のあたりがギュッと押しこまれるのを感じた。

「え、こ、これって……」

「マッサージだ」

「マ、マッサージ……？」

「ああ。野球部にいた頃に習った。ちゃんとしたものだから安心していい」

「え、い、今のこの空気の中でマッサージをします!?　あ、明らかにそういう流れじゃなかったじゃないですか！」

「気持ちよくないか？」

「い、いえ、気持ちいいはいいんですけど……」

「ならよかった。初めて見た時からだいぶ凝ってそうだったから、休憩中にマッサージするにはちょうどいいと思った」

「え、じゃ、じゃあ、最初からそのつもりで……？」

「他に何があるんだ？」

　表情一つ変えずにそう言ってくる。

　その声音からはウソを言っているようには思えない。

「そ、それはそうかもですけど……で、でも、いいんですか？　せっかく大好きなお姉ちゃんと同じ見た目のわたしが、付き合ってあげてもいいって言ってるのに……」

「同じじゃない」

「え？」




「──先輩は先輩で、妹さんは妹さんだ。ぜんぜん違う」




　センパイはハッキリと、強い口調でそう言った。

「確かに見た目と声は似ているかもしれない。雰囲気も近いものがあると思う。だけど花か梨りん先輩と妹さんは、別の人間だ。先輩には先輩のいいところがあるし、妹さんには妹さんのいいところがある。だからどれだけ似ていても、先輩と妹さんを同じ扱いにはできない。それはどっちにも失礼なことだ」

「……あ……」

　その言葉に、花か恋れんは思わず言葉を失っていた。

（そんなこと……初めて言われた……）

　それは花か恋れんにとって、衝撃的な一言だった。

　小さい頃からお姉ちゃんにそっくりだと言われて、お姉ちゃんみたいになれるといいねと言われ続けていた花か恋れんにとって、そう言われることは新鮮であって……

　思わず花か恋れんは訊きいていた。

「ね、ねえ、センパイ」

「？」

「お姉ちゃんとは違う……わたしのいいところって何があるんですか？」

　その問いに、センパイは少し考える素そ振ぶりをした後に、こう答えた。

「そうだな、明るく元気で見ているだけで前向きにさせられるところだったり、自由に行動しているようでいて場の空気を読んで気を遣うところだったり、たくさんあると思うが……今日見た限りで一番は姉思いで優しいところだと思う」

「お姉ちゃん思い……？」

「ああ、今日は色々と忙しかったみたいだが、たぶん全部花か梨りん先輩のことを考えてのことなんだろう？　何となくだが、それは分かった。だから妹さんは優しいはずだ。そう感じた」

「そう、なんだ……」

　そう真まっ直すぐにこっちを見ながら言ってくるセンパイの姿に思わず声が漏れてしまう。

　お姉ちゃんにグイグイいっているだけのようでいて、このセンパイは花か恋れんのこともちゃんと見てくれていた。

　お姉ちゃんのために色々と試そうとしていたことまで、しっかりと認識されていた。

　そんな風に自分のちっぽけな思惑など見透かされていたことが、どことなく恥ずかしくもあり、またどこか嬉うれしくもあり……

　そんな内心を誤魔化すように、花か恋れんは言った。

「ま、まあ、花か恋れんちゃんのお姉ちゃん思いは有名ですからねー。それが漏れ出てしまっていたとしてもぜんぜん不思議じゃないといいますかー。え、ええと、じゃあお姉ちゃんのいいところって何が──」

　そう口にしようとして。

「花か梨りん先輩は優しくて面倒見がよくて話しやすくて、理想の先輩だと思う。ちっちゃくて小動物みたいなところもかわいいし、素すの時の天使みたいな声も張った時の女神みたいな声もどっちも大好きだ。いっしょにいるとまるで高濃度の酸素を吸引した時のように落ち着くし、筋トレをした後のように心が穏やかになってくる。そこにいるだけで周りに癒いやしを分け与えてくれる至高の存在だと思う」

「……」

「あととにかくかわいい。照れてわたわたしている時の様子もかわいいし、幸せそうな表情でご飯を食べている時の姿もかわいい。笑っている時の顔がかわいいのは言うまでもない。というか何もしなくてもかわいい。まさにかわいさの権ごん化げとも言うべき存在で──」

「あ、あー、はいはい、わかりました！　センパイがお姉ちゃんのことだいっすきだってことはもう十分わかりましたから……！」

　まだ続きを言いたそうにしていたセンパイを押しとどめる。

　やっぱりこのセンパイのことはよくわからない。

　マイペースで、グイグイな、お姉ちゃんの後輩。

　それだけど。

　とりあえず目の前のこのセンパイが、とびきりヘンな人で、だけどとびきりいい人だってことだけはわかった。







「ほーんと、ヘンな人だよねー。表情変わらなくてぜんぜん動じたりしないから周りのことなんて気にしてないのかと思ったら、意外と人のことちゃんと見てくれてるっていうか」

「あ、うん、それはそうかも。龍りゆう之の介すけはあたしが自分でも気づかないようなところを、その、か、かわいいかわいいって言ってほめてくれたりするもんね……」

　そう言って花か梨りんが苦笑する。

　だけどその表情は柔らかくて、何か大切なものについて話している時の顔と同じように見えた。

「市いち村むら龍りゆう之の介すけセンパイ、かー」

　改めて今日会った相手のことを思い返す。

　これまで花か恋れんの周りにはいなかったタイプ。

　正直、クラスや学校で出会っていたら友だちになっていたかどうかはわからない。

　だけど。

「うん、でも、きらいじゃないかも。ていうかけっこう好き、かな……」
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　ある日の放課後。

　放送部（仮）の活動を終えた龍りゆう之の介すけは一人で下校しようとしていたところ、校門に覚えのある人影を見つけた。

「こんにちは、セーンパイ♪」

「妹さん……？」

「はーい、そうです。高たか遠とおさんちの美少女ＪＣの花か恋れんちゃんですよー」

　そんなことを口にしながら笑顔で手をぶんぶんと振っていたのは先輩の妹さんだった。

　つい先日、勉強を教えたことから知り合ったばかりの中学生。

「どうしてここに？　花か梨りん先輩を待っているのか？　先輩だったら真ま衣いさんの生徒会の手伝いがあるからもう少し遅くなるはず──」

「違いますよー。センパイを待ってたんです」

「え？」

　その言葉に龍りゆう之の介すけは首を傾かしげる。

「俺を？　どうして？」

「はいー。いっしょに帰ろうと思いまして」

　まるでそれが当たり前だっていうくらいの自然な口調でそう言ってくる。

「いや、妹さんといっしょに帰る理由がないんだが」

「えー、それくらいいいじゃないですかー。勉強を教えてもらった仲なんですしー」

「だけどな」

「わたし、行きたいところがあるんですよ。ほら、付き合ってくれたら秘蔵のお姉ちゃんの写真を見せてあげますから」

「分かった。行こう」

「うわっ、あいかわらず判断はやいですね!?」

「花か梨りん先輩のかわいい姿が見られるんだったら、迷っている時間は人生の損失だ」

「ここまでわかりやすいといっそ潔いさぎよいですよね……ま、まあ、付き合ってくれるならわたしは何でもいいんですけど」

　龍りゆう之の介すけを見上げて妹さんが笑う。

　そういうわけで、なぜか妹さんと二人で帰ることになった。







「それじゃあ行きましょうか」

　そう言うと、妹さんが龍りゆう之の介すけの腕に手を回してくる。

「……これは？」

「見てわかりません？　腕を組んでるんですよー。生ＪＣとの腕組み、嬉うれしいですかー？　ご褒ほう美びですかー？　ていうかセンパイ、腕太いですねー。さすがは元野球部。キュンキュンしちゃいます♪」

「……」

（お、戸惑ってますねー。前回は完全にわたしの負けでしたけど、今度こそセンパイをからかって困った顔をさせてみせますからねー。そうしないとなんかもやもやするっていうか、気になって夜も眠れないんですもん）

「何のために、これを？」

　妹さんの意図が分からずに龍りゆう之の介すけが尋ねると、こんな答えが返ってきた。

「ふふー、実はこれから行くところはカップルだとちょっとしたサービスをしてくれるんです。だからこうした方がカップルに見えるんじゃないかって思いまして」

「サービス？」

「はいー。新規オープンのレモネードのお店なんですけど、カップルで来店するとニャン左ざ衛え門もんのペアスマホリングをプレゼントしてくれるみたいなんですよー」

「……」

　レモネード自体には龍りゆう之の介すけは興味はない。

　だけどその粗品（？）は、龍りゆう之の介すけにとって魅力的だった。

（ニャン左ざ衛え門もんのスマホリングということは、プレゼントしたら花か梨りん先輩が喜んでくれるかも……）

　というか絶対喜んでくれるだろう。

　満面の笑みを浮かべて嬉うれしそうにネコ耳ヘアーをぴょこぴょこと動かしている姿が目に浮かぶようだった。

「分かった。じゃあこのままで行こう」

「お、やる気になってくれました？　ていうか見せるだけじゃなくてほんとにカップルになってあげても花か恋れんちゃん的にはいいんですよ？　センパイ、あんまりお姉ちゃん以外の女の子と絡からむことがなさそうだからわたしがサービスしてあげましょっか？　ふふー、なのでもうちょっとくっついて……って、わぁあああ!?」

　再度腕を絡からませてきた妹さんをぶら下げるようにして、龍りゆう之の介すけは歩き出した。

「って、センパイ、なにするんですか！　これなんか違いますって！　これじゃあわたしがだっこちゃん人形みたいじゃないですかー！」

「大丈夫だ。妹さんは軽いのでこれで問題ない。あとこれの方が速い」

「も、問題しかないですよ！　そ、そういうことじゃなくてですね……！」

「それじゃあ行こう。こっちでいいんだな」

「にゃあぁあああああああああ……!?」

　妹さんはまだ何か言っていたようだったけれど、龍りゆう之の介すけはそのまま歩き出した。







「着いた。この店でいいのか？」

「……え、ええ。な、なんか腕組みというよりも運搬されてきた気分ですけど……」

　そこはかとなく不満そうな顔で妹さんがそう言っていると、カウンター越しに声をかけられた。

「いらっしゃいませー。ええと、カップルさんですか？」

「あ、ええと」

「はい、そうでーす」

　腕を組んだまま、妹さんが勢いよく手を上げた。

「かしこまりました。それではこちらのカップル限定オープンハートレモネードセットでよろしいでしょうか？」

「だいじょうぶでーす」

　龍りゆう之の介すけがどう答えようか言葉を選んでいるうちに妹さんによって注文が済まされる。

　そのまま日陰になっているオープンテラスの客席に移動すると、出てきたのは……

「これは」

「ふふふー、さあ、どうします、センパイ？」

　妹さんが楽しげに笑う。

　龍りゆう之の介すけの目の前にあったのは、プラスチックコップになみなみと注がれたレモネードだった。

　ただしストローが一つだけしかついておらず……先の方で枝分かれをしてハート形になっているという変わり種の。

「レモネードは一つでストローも一つだけど、飲み口は二つでわたしたちも二人ってやつですねー。ふふふ、このままだとわたしたちで一本のストローを仲良く分け合わないといけないことになっちゃいますねー♪　ま、わたしはセンパイとならぜんぜんおっけーですけど、センパイはどうですかねー？」

　飲み口の片方に口をつけながらにまにまとそう訊きいてくる。

　その目からはイタズラ好きな仔こ猫ねこのような光が隠しきれずにあふれていた。

　とはいえ。

「分かった。じゃあもらう」

「え……っ……」

　驚いたような声を上げる妹さんをヨソに、龍りゆう之の介すけは飲み口のもう片方に口をつけた。

　夏にピッタリな酸味の利きいたレモネードがさわやかに喉を潤してくれる。

「え、あ、え……ちょ、ちょっと、センパイ……!?」

（え、か、顔ちかっ!?　て、ていうか、待って！　こ、これって普通は絶対に戸惑ったり顔を赤くしたりして照れるところだよね？　な、なんでこの人、なんの躊ちゆう躇ちよもないの……！）

「？　どうした、飲まないのか？」

「あ、え、の、飲みますけど……！」

（も、もう……！　ここで引いたらわたしの負けになっちゃうじゃん……！）

　ハッとしたようにズズーっと妹さんがストローを吸いこんで。

「あ、で、でもー、考えてみればわたしたちって、今このストローを通して一つになってるんですよねー？　なんかちょっとえっちな感じ？　センパイの目の中のわたしが見えるくらい顔が近づいちゃってるし、もしかしたら勢いでそのままくっついちゃうこととかもあるかも……？」

　再び挑発的な目でじーっと龍りゆう之の介すけを見上げてくる。

　だけど。

「……」

「……」

「……」

「え、な、何でそこで無言になるんですか……？」

「妹さんは……」

「え……？」

「睫まつ毛げが長いな」

「は……？」

「それだけ長いと目に入った時に大変そうだ。それにこの時期なのにすごく肌が白い。日焼け止めとかをしているのか？」

「え？　あ、はい、それは日焼けはお肌の大敵ですからねー。あ、センパイはもしかして黒ギャルとかの方が好きですかー？　意外な好みを発見──」

「いや白い方がキレイでいいと思う」

「き、きれい？　あ、う……」

（そ、そんなことストレートに言われたのって初めて……え、な、なんでわたしの方が照れさせられてるの……!?　と、というかこのセンパイ、人の話を聞かなすぎじゃない……？）

「……」

「え、な、なんですか？　まだ何かあるんですか……？」

「いや、少し動かないでくれ」

「え……？」

（ちょ、ちょっと、なんで顔に手を伸ばしてくるの？　え、え？　こ、このタイミングでこれって……。な、なにする気……？）

　ぎゅっと目をつむる妹さんに龍りゆう之の介すけは。

「よし、取れた」

「……へ……？」

「髪の毛に糸クズがついてた。おそらくここに来るまでのどこかでついたんだろう」

「……」

「？」

「……あ、そ、そうです、か……」

（な、なにこれ？　な、なにもかもがうまくいかない……！）







「はあ……」

　限定品のレモネードを飲み終わって。

　最寄り駅へと続く道を妹さんといっしょに歩いていた。

　さっきから何だか妹さんがおとなしかった。

　いつでもニャーニャー！　と声を上げている真夜中の大運動会中のネコみたいな勢いが鳴りを潜め、やたらとため息を吐いている。

「……」

（も、もう、ほんとになんなんだろ、このセンパイ……こんなに思うようにからかえないの、初めてなんだけど……）

　その時だった。

「危ない！」

「え……？」

　小さく声を上げる妹さんの身体からだを後ろから引き寄せる。

　その直後に、それまで妹さんがいたところをクラクションを鳴らしながら車が猛スピードで通り過ぎていった。

「危ないな、こんな狭い道であんなにスピードを出して」

「……」

「ケガはないか？」

「……え？　あ、は、はい、それはだいじょうぶだと思いますが……」

「そうか。それならよかった」

「や、そ、その、だけど……」

「？」

「も、もうだいじょうぶですから、て、手を離してもらえると……」

　言われて気づいた。

　緊急事態で反射的に動いたため、後ろから妹さんの身体からだを抱きしめるような体勢になっていた。

「ああ、悪い。気づかなかった」

「い、いえ……」

　謝って妹さんの身体からだから手を離す。

　離れる際に、先輩と同じ匂いがふと辺りを漂ったような気がした。

「ま、まあ、事故ですし助けてもらいましたし。それにセンパイも美少女ＪＣにバックハグできたんだから役得じゃないですかー？　実は少しドキッとしたりしちゃってたりして？」

　妹さんが口元に指を当ててそんなことを言ってくる。

「ああ、そうかもしれない」

「え……っ……？」

「車が接触しそうになった時にはドキリとした。花か梨りん先輩の大事な妹さんに何かあったら、申し開きが立たないと思った」

「あ……ああ、そういう……」

「？」

「……ほ、ほんと、この人は……ていうか、お姉ちゃんの、妹かー……」

　ぽつりと小さく何かを妹さんはつぶやいて。

「……まあ、いいですよ。どうせお姉ちゃん大好きのマイペースグイグイセンパイから見たらわたしなんて今はまだ視界の端にも入ってないんでしょうから。でも……」

（でも絶対に次こそ……花か恋れんちゃんの魅力でめろめろのとろとろに照れさせてリベンジしてみせますからね……!!）

「……」

　どうしてだろう。

　龍りゆう之の介すけとしては特に何かをした覚えはないのに、スリーアウトチェンジ！　のかけ声がどこからか聞こえてきたような気がしたのだった。
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　その日は終業式だった。

　三連休の前日にして、一学期最後の日。

　彩さい光こう学がく園えんでは七月の第三週から夏休みは始まり、間に一日の登校日を挟むものの、その後は八月三十一日まで特別な事情がない限り登校する必要はない。

　そんな長期休暇を目の前に控え、どこか浮き立っているようにも見える通学路。

　その帰り道を龍りゆう之の介すけは先輩といっしょに歩いていた。

「はー、もう今日で一学期が終わりなのかー。なんかあっという間だった気がするなー」

「そうですね、去年よりも早く時間が過ぎていったように思えます」

「今年は色々あったからかもしれないよね。龍りゆう之の介すけが放送部デビューの二年目になったり、舞まい原はらさんが入部してきたり、『彩さい雲うん祭さい』でニャンメイドカフェをやったりとか……」

　自転車を押しながら先輩が目を細めてそう口にする。

「花か梨りん先輩のニャンメイドは本当に素晴らしいものでした。できればまた何かの機会に見てみたいのですが……」

「……あー、あれは残念だけど今年で見納めかにゃ。というかできれば黒歴史として永遠に封印したい……」

　少し遠くを見るように先輩がそう言うものの。

「それはいけません」

「え？」

「花か梨りん先輩のニャンメイドには文化的価値があります。後世に語り継ぐべき伝承として、これから先も定期的に何かの場でお披露目すべきです」

「な、何であたしのニャンメイドが戦争体験みたいになってるの!?」

「絶えさせてはいけない貴重な歴史的考証という意味では同じだと思います」

「ぜ、ぜんぜん違うよ！　畏れ多いよ！」

　そんなことを話しながら並んで歩いていく。

　だけど推し中の推しである先輩のニャンメイドについて熱く語りながらも、龍りゆう之の介すけの心はどこか上の空だった。

「……」

　もう間もなく先輩との分かれ道に差しかかってしまう。

　いやそれ自体はいつものことなのだけれど、今日はそれだけではない事情があった。

　このまま夏休みに突入してしまえば、九月まで先輩と会うことができない。

　夏休みの間は基本的に文化部は活動がないし、去年は合宿という名目で放送部（仮）として集まったりしたものの、今年は先輩が受験の年であるためその予定もない。

　何か先輩との約束でもない限り、先輩不在の夏休みを送るしかなくなってしまうのだ。

　龍りゆう之の介すけにとって、それは悪夢だった。

　先輩の声が聞けない毎日なんて……そんなのは豚肉とパイナップルのない酢豚みたいに味けのないものだ。

　なのでここに来る前に日ひ野のに相談したところ──







「それはもう今日の帰りに誘うの一択でしょ」

　カバンに教科書などを詰めこみながら、迷うことなく日ひ野のはそう言った。

「だって夏休みだぞ？　海水浴とか花火とかフェスとかキャンプとか夏祭りとかイベントは盛りだくさんなのに、その間ずっと一人なんてあり得なくない？」

「それは……そうなんだが」

「？　何が問題なんだよ？」

「俺なんかが……花か梨りん先輩を誘ってもいいものなのだろうか」

「はあ？」

　龍りゆう之の介すけのその言葉に、日ひ野のは呆あきれたような顔になった。

「いいも何も、お前らってもう一年以上の付き合いなんだろ？　『彩さい雲うん祭さい』の時も仲よさそうだったし、挨拶するくらいの軽い気持ちで誘えばいいと思うけど」

「……」

「だいたい龍りゆう之の介すけ、それでいいの？」

「え？」

「分かってるだろうとは思うけど、この機会を逃したら夏休み期間中、ずっと先輩に会えないんだよ？　耐えられる？」

「……いや、花か梨りん先輩におよそ四十日間……時間にして九百六十時間、秒にして三百四十五万六千秒も会えないなんて、先輩成分不足で死んでしまうかもしれない」

「そこまで切実な答えは期待してなかったんだけど……いやまあ、龍りゆう之の介すけだしな。でもそれならなおさら誘っておかないとダメなんじゃない？」

「それは」

「龍りゆう之の介すけは普段からグイグイいってるんだからさ、その勢いで深く考えないで誘えばいいんだって。ほら、中学に入ったばっかの新入生交流戦の時に、野球部の先輩に思いっきりストレートを投げてただろ？　あの時みたいに」

「あの時は確か手元が狂ってデッドボールになったと思うんだが……」

「そ、そうだったっけか？　ま、まあ、とにかく勢いとグイグイが大事だってことだから。がんばれよ」

　そう言って日ひ野のは龍りゆう之の介すけの肩を叩たたいたのだった。







「……」

　日ひ野のの言うことは何から何までもっともだった。

　言いたいこと、伝えたいことは、ちゃんと声に出して言う。

　包み隠さず、あますことなくハッキリと声に出して伝える。

　夏休みの間も先輩に会いたいのならば、その理念に従って、何か約束を取り付けるしかない。

　それは少し考えれば分かることだったし、先輩だって龍りゆう之の介すけの方から提案すれば無下に断るようなことはしないだろう。

　だけど……どうしてかそれがためらわれた。

　ただ一言、「夏休みの間、時間があったらどこかに遊びに行ったりしませんか？」と口にするだけなのに、それがひどくハードルの高いものに感じられる。

　このやるべきことは分かっているのにそれをスムーズにこなすことができない感覚は、どこか先輩にヒットを打たれた時のモヤモヤにも似ているような気がする。身体からだが心の通りに動いてくれない感じというか……

　とはいえそれが分かっても事態は変わらない。

　分かれ道はもうそこまで近づいてきているのであり……
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　帰り道を並んで歩きながら、花か梨りんは迷っていた。

　このまま夏休みに突入したら、九月まで龍りゆう之の介すけと会うことはなくなってしまう。

　いや、それは学校が休みになるのだから、何か用事がなければ会えないのは当たり前だ。

　去年だって、放送部の合宿で何日かいっしょに過ごしたくらいで、あとは特に顔を合わせることなく夏休みは終了した。

　だけど……

（うう、なんか今年は、そうしたくないような気がするんだよな……）

　なんとなく……そう、本当になんとなくだけど、このまま何もなく別れてしまっては後悔するような気がする。よくわからないけれど、胸の奥に何かが引っかかって「にゃーん！」と鳴いているような感じがするのだ。

　何だか後ろ髪を引かれるような、そわそわとするような、そんな落ち着かない感覚。

　そもそもそれは、学校を出る前から感じていた。

　なので真ま衣いに相談してみたところ──







「えー、そんなの花か梨りんから誘っちゃえばいいじゃーん」

　あっけらかんとした声でそんな答えが返ってきた。

「だってそれって、夏休みの間も後輩くんと会いたいってことなんでしょ？　だったらそのまんま言えばいいだけだと思うけど。せっかく高校最後の夏休みなんだしさー」

「う、それはそうなんだけどさ……」

「？　何か問題でもあるの？」

「や、その、あたしなんかに誘われたら、龍りゆう之の介すけも迷惑なんじゃないかなって……」

「はあー？」

　花か梨りんのその言葉に、真ま衣いは気の抜けたような声を吐き出した。

「それ本気で言ってる？　今は物理の授業中じゃないんだよ。寝ぼけたりしてない？　起きてる？」

　頰を指でふにふにとつまみながらそう言ってくる。

「ほ、ほきてるって……」

「だって普段の後輩くんの懐なつきっぷりは花か梨りんも見てるでしょ？　あれ見ても迷惑なんて思うの？　きっとシッポをブン振りしながらゴロンしてお腹なかを見せて喜んでくれるよ」

「うう、そんなこと言っても……」

　花か梨りんにはこれまであんな風に男子にグイグイこられることなんてなかったので、龍りゆう之の介すけのあれがどういうものなのかいまいちよくわからないのだ。

　それはその、龍りゆう之の介すけとは仲はいいとは思うけど、それでもそれはあくまで放送部の先輩後輩という関係であって、夏休みの間に遊びに誘えるほどの仲かと言われるとどうしても自信が持てないところもあるのであって……

「あー、もう、まだるっこしいなー。傍はたから見ればどう考えたってお前らもう付き合っちゃえよっていうか結婚しちゃえよって感じなのに。──よし、わかった。いい、じゃあ私からのミッション。今日の帰りに後輩くんと夏休みの間に遊ぶ約束を取り付けること。おっけー？」

「え、で、でもさ……」

「でもとか鴨かもとかはいいから。できなかったら夏休みにいっしょに行こうって言ってた『スイーツインフェルノ』の無料食べ放題券は亜あ利り沙さにあげちゃうからね？」

「え、ちょ、真ま衣い、それはひどいにゃ……！」

「だったらちゃんと後輩くんを誘えばいいだけでしょ？　花か梨りんはやればできる子だよね？」

　そうすっぱりと言って、真ま衣いはにっこりと笑ったのだった。







「……」

　というやり取りがあって、今に至るのだった。

（さ、誘えばいいだけって、そんな簡単に言うけどさー……）

　近所のワンコを散歩に連れ出すのとはワケが違う。

　相手はでっかくてグイグイくるニューファンドランド龍りゆう之の介すけだ。

　真ま衣いは断られる可能性なんて初めから想定にないみたいだったけれど、そんなのはわからない。龍りゆう之の介すけに断る意思はなくても、単純に都合が悪いとか、お互いの予定が合わないとかだってあるかもしれない。

　ちらりと隣を見上げる。

　龍りゆう之の介すけは何やら難しい顔をして目の前にあるアイスの自動販売機をジッと見つめていた。

　いつものごとく、何を考えているのかはほとんど読めない。

　だけど……

（う、うう……どうなるかわかんないけど、やっぱりこのまんま何も誘おうともしないでバイバイするとかはにゃいよね……）

　そんなことをしたら、夏休みの間中、ベッドの上でゴロゴロと身み悶もだえて後悔しそうな気がする。

（よ、よし、決めた！　あそこのスズメが木から飛び立ったら言おう。ちゃ、ちゃんと龍りゆう之の介すけを誘うんだから……！）

　密ひそかにぎゅっと手を握り締めながら、そう決めたのだった。
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　分かれ道であるアイスの自動販売機が、もう龍りゆう之の介すけのすぐ目の前に見えてきていた。

　いよいよタイムリミットが迫ってきたのを肌で感じる。

　ここで切り出さなかったら、きっと夏休みの間中ずっと後悔することになる。スマホに撮りためた先輩の写真フォルダ（女神と天使）を見返しながら延々と腹筋をすることになるだろう。野球部の時も、見逃しの三振が一番悔いが残った。たとえ同じ三振でも思い切ってバットを振り抜いた方が心残りは少ない。

（……よし）

　気合いを入れる意味で自分の頰を叩たたく。

　野球部の時からのクセだ。

　その音に驚いたのか、近くの木にとまっていたスズメが「ピピピピィ！」と鳴いて逃げていった。

　少し悪いことをしたな……と思いつつも、先輩の方を見る。

　先輩は飛び去っていったスズメを見て驚いたような顔をしていた。

（……行くぞ）

　覚悟を決める。

　心の中でこれから告げるべき言葉を反復すると、隣でどうしてか胸に手を当てて深呼吸をしている先輩に、龍りゆう之の介すけが向き直って。




「──花か梨りん先輩」

「──りゅ、龍りゆう之の介すけ……！」




「え？」

「あ、あれ？」

　そこで二つの声が重なった。

　見てみれば、先輩も真剣な目で真まっ直すぐに龍りゆう之の介すけを見上げながら、戸惑ったような表情を浮かべていた。

「あ、花か梨りん先輩の方からどうぞ」

「あ、い、いや……りゅ、龍りゆう之の介すけからでいいよ？」

「ですが……」

「……」

「……」

　どちらからも言葉は出ない。

「わ、わかった。じゃあいっせいのせで言おう？　いい？」

「分かりました」

「そ、それじゃあ、いくよ？」

　先輩が号令をかけて。

「いっせいの……せ！」




「──花か梨りん先輩、夏休みの間、時間があったらどこかに遊びに行ったりしませんか？」

「──りゅ、龍りゆう之の介すけ！　夏休み、もしヒマだったらどっかに遊びに誘ってもいいかな……！」




　二人の口から同時に出てきたのは、そんな声だった。

「……」

「……」

　沈黙。

　お互いの顔を見たまま、目をパチパチとさせている。

　今……先輩は何と言っていた？

　夏休みにもしもヒマだったら遊びに誘っていいだろうかみたいなことを言っていたような……？　いや、あれが龍りゆう之の介すけの願望を投影した幻聴でなければ確かにそう言っていた。

　とすれば、それが意味することは……

「…………」

　やがて少しずつ理解が追いついてきて、それに伴ってようやく今何が起きているのかを認識することができ始める。

　それは先輩も同じだったようで。

「え、りゅ、龍りゆう之の介すけ、も、もしかして、さっきからなんか挙動不審だったのってそれを言おうとしてたの？」

「はい。花か梨りん先輩も……？」

「え、あ、うん……」

「……」

「……」

「……」

「……ぷっ……」

「……はは……」

　直後に、二人で顔を見合わせて同時に噴き出した。

「じゃ、じゃああたしたち、おんなじことを言おうとして悩んでたの？　この歩いてる間ずっと？」

「そういうことになりますね」

「えー、なにそれ。そんなのってある？　以心伝心？　気が合いすぎじゃない？」

　ひとしきりそんなことを言いながら笑い合う。

「あー、でもそっかそっか、龍りゆう之の介すけもおんなじこと考えてたんだ。自分だけだって思ってあんなにどうしようか悩んでたのがバカみたい」

「そうですね。というか花か梨りん先輩が自分のことを誘ってくれるなんて、もう嬉うれしくて鼻血が出てしまいそうです。というか少し出てきました」

「わー！　それ熱中症とかじゃないの!?　だいじょうぶ!?」

　慌てて先輩がティッシュを取り出して押し付けてきてくれる。

「大丈夫です。もう止まりましたので。たぶんさっき頰を叩たたいた時のものだと思います」

「そ、そっか」

　ほっとしたように先輩が胸を撫なで下おろす。

　そんな他愛もないやり取りに、またどちらともなく笑い合って。

　しばしそんな風に和やかな空気に身を任せていて。

「──うん、でも、やっぱこういうのはきちんとしとくべきかな」

「？」

　と、先輩がそんなことを口にした。

「言いたいこと、伝えたいことは、ちゃんと声に出して言う。そうすればきっと言こと霊だまが働いて、それが実現する──それってあたしが言ったことなんだよね。なのにそのあたし本人がちゃんと実践できてなかった。さっきのも龍りゆう之の介すけとのどさくさで何とか口にできただけだった。そんなのダメダメっていうか。だからさ」

「？」

　そこで先輩は小さくうなずくと。

「先輩として、年上として……もう一回、あたしにちゃんと龍りゆう之の介すけのことを誘わせて」

「え？」

「なんていうか、それが龍りゆう之の介すけに偉そうなことを言った立場としての礼儀だと思うんだ、うん」

　真まっ直すぐに龍りゆう之の介すけを見ながらそう口にする。

「花か梨りん先輩……はい、分かりました」

「ん、ありがと」

　そううなずくと、先輩は龍りゆう之の介すけの方へと向き直った。

「あ──あのさ、龍りゆう之の介すけ」

「はい」

「その、夏休み……もし時間があったらでいいんだけど」

　ぐっと胸の前で両手を握り締めて、これ以上ないくらいに真剣な顔で龍りゆう之の介すけのことを見上げる。

　どこか厳かな雰囲気だった。

　聞こえていた喧けん噪そうとセミの声が小さくなっていくように感じられる。

　言こと霊だまというものが本当にあるのなら、きっと次に発せられる言葉には確かにそれが宿るだろうと、想像される空気。

　先輩からの言葉を龍りゆう之の介すけは待つ。

　そして──




「──あ、あたしは龍りゆう之の介すけといっしょに夏休みを過ごしたいって思ってる。このまま九月まで龍りゆう之の介すけと会えないなんてイヤだって思ってる。だから、その、龍りゆう之の介すけをどこか遊びにサソリたい……！」




　これ以上ないくらい真面目な顔のまま、先輩はそう口にした。

　肝心なところを、見事なまでに嚙かんだ決めの一言だった。

「……」

「……」

「……」

　……これは、どう反応したらいいんだろう。

　嚙かんだことを聞かなかったことにするか、さりげなく触れておくべきか、それともまったく別の話題で話を逸そらすべきか。

　ただ先輩は顔をみるみる真っ赤にして、ぷるぷると全身を震わせながらその場で立ち尽くしている。

　ここで何もなかったかのように流すのは……逆に先輩に失礼だろう。

　だからといって正面からサソリについて触れてしまったら、先輩は恥ずかしさで死んでしまうかもしれない。

　考えに考えた結果、龍りゆう之の介すけが出した結論が、これだった。

「……も……」

「も……？」

「……も、もちろんオッケーでスコーピオン……」

「にゃーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー!!」

　通学路に、一学期最後の先輩の鳴き声が盛大に響き渡ったのだった。








・本日のアウト数：１

・本日のヒット数：０

・累計のアウト数：43
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　その日は、文字通り抜けるような青空だった。

　降り注いでくる日差しは容赦なくジリジリと肌に突き刺さり、ただそこに立っているだけで全身から汗が噴き出してくるのを感じる。まだ朝の十時だというのにすでにかなり気温は上がっているようだ。この分だと日中は三十五度を超すかもしれない。

　そんな夏真まっ只ただ中なかの七月下旬のある日。

「海だー！」

　真ま衣いさんが両手を広げながら大声でそう叫ぶ。

　目の前には真っ白な砂浜と、どこまでも続いていくような青い水面。

　そう……龍りゆう之の介すけたちは海に来ていた。

　やって来たのは龍りゆう之の介すけたちの住む町から電車で一時間ほど行ったところにある海水浴場。

　まだ時間も早いということで、人出はそこそこといったところか。

　それでも夏休みということもあり、砂浜はそれなりの数の海水浴客で賑にぎわっていた。

「ふふ、やっぱり海はいいね。花か梨りんもそう思わない？」

「そうだなー。なんか波の音を聞いてるだけでわくわくしてくるっていうか、この足の裏の砂が熱いのがまたいい感じなんだよねー」

「あ、わかるわかる。あとは波なみ打うち際ぎわで波が引く時に足の下の砂を波がさらってく感触とかも気持ちいいよねー」

　真ま衣いさんと先輩がきゃっきゃっとそんなことを話していて。

「……わ、わあ、海……です……ナマコいないかな……」

「お、舞まい原はらセンパイはナマコ好きですかー？　わかります、黒くてちょっとキモかわいい感じのフォルムがたまらないですよねー」

「……あ、い、いえ……その、海の中をもそもそと不格好に這はいずるナマコを見ていると……な、なんだか自分を見ているようで心が和むので……」

「あ、そ、そうですか……」

　その隣では舞まい原はらさんと妹さんがそんな感じの微妙なやり取りをしたりしていた。

　この場にいるのは先輩、真ま衣いさん、舞まい原はらさん、委員長、妹さん、日ひ野の、そして龍りゆう之の介すけの七人である。

　終業式の翌日、真ま衣いさんから「明日、みんなで海水浴に行くよ！　というわけで朝九時に駅に全員集合！」というグループＲＩＮＥが回ってきて、急きゆう遽きよこうして皆で海へと来ることになったのだった。

「……どうして私もいるのかしら……？」

　日傘を両手で持ちながら委員長が不思議そうにそう首を傾ける。

「え、だって後輩ちゃんとはいっしょにニャンメイドカフェをやり遂げた仲でしょ？　もうズッ友みたいなものだって」

「は、はあ……」

　明るくそう口にする真ま衣いさんに、だけどまんざらでもなさそうに委員長がうなずく。

　やがて砂浜の一角に場所を確保すると、真ま衣いさんたち女子組は荷物を手にして立ち上がった。

「それじゃあ私たちは水着に着替えてくるから、後輩くんたちはここで待っててねー」

「分かりました」

「すぐに戻ってくるからねー」

　そう言って海の家にある着替えスペースへと消えていった。

　後には龍りゆう之の介すけと日ひ野のの二人が残される。

「それじゃあ真ま衣いさんたちが戻ってくる前に、俺たちはパラソルとか立てちゃおっか」

「そうだな」

　手早く水着に着替えると、龍りゆう之の介すけと日ひ野のは設営を始めた。

　砂の上にレジャーシートを敷いて、風で飛ばされないように石や荷物で重しをして、パラソルを立てる。

　男子二人でやればほとんど時間もかからずに完了する作業。

　一通り終わらせて、ちょうど先輩持参のニャン左ざ衛え門もんのパラソルを立て終わる頃に真ま衣いさんたちは戻ってきた。

「お待たせしましたー♪」

　妹さんのそんな声で振り返る。

　するとそこには──




「じゃじゃーん、どうですかー！　お待ちかねのＳ級美女たちの水着ですよー！」




　夏の日差しに照らされて砂浜に並び立つ……水着姿の妹さんたちがいた。

「ほらほら、センパイ、花か恋れんちゃんたちのセクシーな姿が見れて嬉うれしいですか？　興奮しちゃいますか？　当たってるんじゃなくて当ててるんだよをやっちゃったりしてもいいですかー？」

「やっぱり水着になると一気に海に来たって感じになるよね。うーん、気持ちいい」

「……す、すみません……こ、こんな赤ナマコのように……もっさりとしたものをお見せしてしまって……」

「そ、そのたとえはどうかと思う……ちゃんと似合ってるから、安心していいわよ」

　妹さんはかわいらしいリボンデザイン、真ま衣いさんは大人っぽいビキニ、舞まい原はらさんは落ち着いたハイネックビキニ、委員長はおとなしめのワンピースタイプと。

　それぞれがそれぞれの個性に合った水着に着替えた妹さんたち。

　客観的に見てもこの上なくよく似合っていたし、心なしか周りの注目を集めているような気もする。

　ただ……

「あれ、花か梨りん先輩は……？」

　だけどその中に先輩の姿が見当たらないことに三秒で気づいて、龍りゆう之の介すけは辺りを見回す。

　すると妹さんの後ろに隠れるようにして、ちらりとネコ耳のようなものが見えた。

「先輩？」

「…………」

　ネコ耳が声に反応してぴくりと動く。

　フードのところにネコ耳がついたパーカーを羽織った……先輩だった。

「ほらー、お姉ちゃん、恥ずかしがってないで出てきなって」

「あ、う、うん……」

「それとパーカーは脱ぐこと。これはこれでかわいいけど、今日の目的はそうじゃないでしょ？」

「う、で、でもさ……」

「いいから、脱ぐー」

「あ……っ……」

　妹さんに前に押し出されて、ネコパーカーを剝ぎ取られる。

　ネコ耳の下からネコ耳ヘアーが出てきて、ネコ耳マトリョーシカみたいだと一瞬思ってしまったのはともかくとして。

　そこにあったのは……




「……う、うう……」




　顔を真っ赤にしながらもじもじと見上げてくる……水着姿の先輩だった。

　シンプルなデザインのオフショルダータイプの水着。柔らかな暖色を基調とした花柄で、先輩のかわいらしい雰囲気によく似合っている。だけどそれだけじゃなくて少し大人っぽさを感じさせるフリルが目に眩まぶしい。その装よそおいはまさに地上に舞い降りた水の妖精といっても過言ではなく、叶かなうのならば一日中傍そばでずっと見続けていたいくらいなほど魅力的であって……

　……などということを、龍りゆう之の介すけは頭の中で考えていたのだけれど。

「……」

「え、ええと、龍りゆう之の介すけ……？」

「…………」
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「そ、その、やっぱり似合ってない？　ちょ、ちょっと肩を出しすぎたかにゃ……？」

「…………」

「お、おーい、聞いてる？」

「……かわいい……」

「え？」

「……かわいい……」

　龍りゆう之の介すけの口から出てきたのは、そんなシンプルな単語だけだった。

「……かわいい……」

「え、あ、ありがと……ス、ストレートな感想だけど、そう言ってくれるとうれしいかにゃ……」

「……かわいい……」

「あ、う、うん……」

「……かわいい……」

「え、ええと、そ、それはもうわかったっていうか、その……」

「……かわいい……」

「ちょ、ちょっと、龍りゆう之の介すけ……？」

「……かわいい……」

「な、なんかセンパイ、さっきからかわいいしか言ってないですよ!?　壊れちゃいました!?」

「……かわいい……」

「うわ、ポンコツですね！　ダメだこれ！」

　妹さんはかわいそうなものを見る目をするものの、もはやその言葉しか出てこない。

　初めて見る先輩の本物の水着姿。

　そのあまりの攻撃力に、ニャンメイドと双璧をなすその尊さに、龍りゆう之の介すけの語彙力は完全に崩壊していた。

「……あー、よかったね、お姉ちゃん。かわいいしか言えないマシーンになるくらいセンパイに喜んでもらって。ね、だからこれにしてよかったでしょ？」

「え、あ、う、うん……」

「お姉ちゃん、ほっといたらスク水で来ようとしてたんですよー？　信じられます、みんなで海に行くのにスク水なんて」

「え、だ、だって、家にはあれしかなかったし……」

「だからってそんなのありえないでしょ。学校の行事じゃないんだから……。あ、でももしかして、センパイはスク水の方が好みだったりもしましたかー？　そういうちょっとマニアックな方が好きそうな顔してますもんね、センパイ♪」

　妹さんがにんまりとそう言ってくるものの。

「花か梨りん先輩が着ているものならあますことなく何でも好きだ」

「にゃ……っ……」

「花か梨りん先輩が身に付けたのなら、たとえボロ布でもそれは天の羽衣になると思う。先輩に似合う水着があるんじゃなくて、この世のあらゆる水着は先輩に似合うものなんだと思う。もちろんスクール水着だっていつか見てみたい」

「にゃにゃ……っ……!?」

「あー、そうでしたね、センパイはそういうお姉ちゃん至上主義でした。あとスク水はちゃんと見てみたいんですね……」

　妹さんが額に手を当ててそう言う。

　空からは、あいかわらずジリジリと強い日差しが照りつけていた。







　２




「──さ、それじゃあせっかく海に来たんだから、夏をめいっぱい楽しみますかー！」

　真ま衣いさんが海に向かって声を上げる。

「真ま衣い、やる気だねー」

「それはそうだよ。高校生活最後の夏休みなんだから、ここは思い出を作っとかなきゃ。色々やることを考えてきたから、順番にコンプリートしてこうよ」

「お、いいですねー、さすが真ま衣いセンパイです。そういうノリは大好きですよー」

　真ま衣いさんの言葉に妹さんがノリノリで同意をして。

　夏の海のアクティビティが始まった。







　最初にやったのは、オーソドックスに水遊びだった。

　波なみ打うち際ぎわで水をかけ合ったり、海の生き物を観察したりして、思い思いの時間を過ごす。

「ほら龍りゆう之の介すけー、くらえー」

「うわ、花か梨りん先輩、水が……」

「へへー、やっぱり海水浴って言ったらまずは水かけの洗礼をしないとなー。龍りゆう之の介すけも遠慮しないで反撃してきていいんだぞ？」

「花か梨りん先輩に水をかけるなんて、そんなこと」

「お、だったら一方的にやっちゃうぞー。あはは、龍りゆう之の介すけには普段からグイグイやられてるからお返しだー」

　弾はじけるような笑顔で楽しそうに水をかけてくる先輩。

　ネコ耳ヘアーと水着のフリルを揺らしながら水をかけてくるその姿は、やはり水辺で戯たわむれるかわいらしい妖精以外の何ものでもない。

　水をかけられまくりながらも龍りゆう之の介すけがそのかわいさの極致に浸っていると。

「……なんかまたヘンなこと考えてない？」

「いえ、先輩にかけられるのならただの海水も身を清めてくれる聖水になると思っただけです」

「ま、またそーいうこと……！　カ、カニもぶつけてやる、くらえー」

「……カニのツメが地味に痛いです」

「あはは、ほっぺたのところにカニが引っかかってるぞ、龍りゆう之の介すけ」

　先輩のカニ攻撃に意外と難儀していると。

「あれ、お姉ちゃん、カニを捕まえたの？」

「うん、そうだよ。花か恋れんもいっしょに投げる？」

「あ、それはだいじょうぶ。わたし、エビを獲とったから」

「エビ？」

「そうだよ、ほらこれ」

　妹さんが回していた後ろ手から何かを差し出す。

　するとそこには、両脚をワキワキと動かす、妹さんの顔ほどの大きさはあるだろうでっかいエビの姿があった。

「か、花か恋れん、これ……！」

「すごいでしょ。ほらほら、センパイも見てくださいよー！　でっかいイセエビ、獲とったどー！」

「か、花か恋れん、それ密漁だから！　早く海に還かえしてあげなさい！」

「えー、せっかくおいしそうなのにー」

「つ、捕まっちゃうから！　逮捕されて取り調べを受けて、ネットニュースで炎上しちゃうんだぞ……！」

「炎上かー、それってインステのフォロワー数が増えないですかね？」

「花か恋れん！」

「冗談だって。はーい、イセエビ先生、放流してきまーす」

　残念そうな顔でうなずいて、妹さんは元気よく動くイセエビを片手に沖の方へと泳いでいった。

「も、もう、花か恋れんってばほんと自由なんだから……」

　そんな風にカニエビ大合戦をしたり。







　そのまま少し深いところにまで移動して、のんびりと波に揺られながら泳ぎを楽しんだりもした。

「花か梨りん先輩、この浮き輪、少し安定が悪くありませんか？」

「ん、そうだなー、ちょっとぐらぐらしてるかも」

　龍りゆう之の介すけが立ち泳ぎをする隣で先輩が乗っているのは、サメ形の浮き輪──クレイジーシャークくんだった。

　大きく広げられたサメの口の中に入るデザインになっているそれは、縦長であるゆえにどことなく不安定なように見えた。

「でもだいじょうぶだいじょうぶ。この辺はそんな深くないし、それにこのかわいさの前ではそれくらいの短所は些さ細さいなことだから」

　ぺちぺちとサメの頭を叩たたきながら無邪気な笑みを見せる。

　どうやら先輩はこのクレイジーシャークくんがお気に入りのようだった。

　龍りゆう之の介すけとしては少し心配だったけれど、先輩にそんな顔をされてはそれ以上何かを言うことはできない。

　先輩の様子をそれとなく気にしながら海の中を泳ぐ魚を眺めていると。

　すぐ近くを、ジェットスキーが勢いよく通り過ぎていった。

「……！」

　その勢いで大きな波がやってきて、クレイジーシャークくんとその中の先輩がバランスを崩す。

「え……あっ……！」

　小さな悲鳴。

　危うくそのまま転覆して先輩が海に投げ出されそうになったところで……

「花か梨りん先輩！」

「……っ……」

　倒れかかってきた先輩を、落水する直前で龍りゆう之の介すけが受け止めた。

　お互いの位置関係から、ちょうど前から抱きかかえるカタチになる。

「大丈夫ですか、花か梨りん先輩」

「え……あ、う、うん……」

「やっぱり少し安定がよくないですね。近くで支えていないと」

「……そ、そうかも……あ、ありがと……」

　龍りゆう之の介すけの胸に一生懸命にしがみつくようにして、先輩（そういえば泳げない）がちょこんと見上げてくる。

　そのどこか普段とは違う頼りなさげな表情に……胸の奥がまた、少しばかり活発に動いていくのを龍りゆう之の介すけは感じた。

　ああ、これはあれだ──ヒットだ。

　それも二塁打級の、それなりに強烈な。

　どうしてこの場でこんな甲子園だったら試合を決める逆転打にもなりかねないクリティカルな一撃が出たのか龍りゆう之の介すけには分からない。

　夏の海という非日常な状況の上に、先輩のかわいらしい水着姿が至近距離にあるというのも影響しているのかもしれない。

「……」

　だけどそれは龍りゆう之の介すけだけじゃないようだった。

　胸にしがみつきながら先輩もどこか落ち着かない様子でもじもじとしていて、そこはかとなくアウトの気配が漂っている。

　これはワンヒットとワンアウトで相そう殺さいすべき事案だろうか……と龍りゆう之の介すけが悩んでいると。

「ちょっとちょっとー、わたしがイセエビ先生を海に戻してあげてる間になにやってるんですかー。当たってるんじゃなくて当ててるんだよをやっちゃってるんですかー！」

　妹さんがバシャバシャとバタ足をしながらやって来た。

「ち、違うよ！」

　先輩が顔を真っ赤にして即座に叫ぶ。

「えー、ほんと？　だったらなんでそんなムダに密着してるんですか。くっついてないと死んじゃう病気なんですかー」

「いや、先輩が海に落ちそうになったから助けたんだ」

「そうなんですか？　うーん、なんかサメ映画冒頭のレジャーボートで沖まで出てはしゃいでるカップルみたいないい雰囲気に見えたんだけどなー」

「それだいたい開始五分で食べられちゃうやつだよね!?」

「あはは、そうそう。いちゃいちゃしてるところを頭から丸かじりされちゃうやつ」

「惨劇じゃんそれ！　て、ていうか、い、いちゃいちゃとかしてないから！」

「えー、ほんと？　ていうか実はもうその辺に本物のサメが来たりしてない？」

「ぴ……っ……」

　先輩が小さく悲鳴を上げる。

　その横で龍りゆう之の介すけは真顔で。

「大丈夫です。花か梨りん先輩が危険な目に遭いそうでしたら、本物のサメが相手でも助け出してみせますから」

「センパイなら本当にサメにも勝っちゃいそうなのが怖いですよね……」







　ひとしきり泳いだ後は、砂浜に戻り日光浴をしたり水分補給をしたりする。

　そんな中、ふと見ると舞まい原はらさんが砂をかき集めて大きな建物のようなものを作っていた。

「うわ、すごいですねー、舞まい原はらセンパイ。これ、五重の塔ですか？」

「……あ、は、はい、そうです……な、奈な良らにあるものを再現してみようと思って……」

「屋根についてる瓦？　までリアルに再現されてる！　こんなの初めて見た！　これやばいよね、お姉ちゃん」

「うん、舞まい原はらさんって多才だよねー。モデルもやってるし、発声とか演技とかも最近いい感じだし、こんなこともできるんだから」

「……そ、そんな……わ、わたしには……ネチネチと地味に粘着質に積み上げるくらいしか能がないので……」

　困ったように笑いながら舞まい原はらさんはそう言うものの。

「そんなことない。これだけのものを作ることができるのはすごいと思う」

「……え、ほ、ほんとですか……？」

「ああ。尊敬する」

　この砂の五重の塔にせよ、放送部（仮）での発声にせよ、舞まい原はらさんはいつだって努力をしてコツコツとがんばっている。その姿には見習うべきものがあった。

　その言葉に、舞まい原はらさんの表情がぱあっと輝く。

「……わ、わあ……市いち村むら先輩にそう言ってもらえれば……そ、それだけで、原生動物のようなわたしにも生きる希望が湧いてきます……」

「……あのー、真ま衣いセンパイ、舞まい原はらセンパイっていっつもこんな感じなんですか？」

「え？　あ、うん、そうかも。私が知ってる限りでは……」

「えー、もったいないなー、こんな美人でスタイルもいいのに。あとなんかセンパイにやけに懐なついているような……？」

「あー、そこはまあ、シーってことで。ね？」

「はあ……？」







　そのまま砂浜で、夏の海の定番中の定番、スイカ割りもやった。

「ほらー、こっちですよ、センパーイ！」

「こっち……か？」

「違います違います。ぜんぜん逆方向です。そっちは日ひ野のセンパイの頭ですよー」

「……」

「え、なんかそれだったら間違えてもいいやとか思ってない……？」

　日ひ野のが不安げに頭に手をやりながらそう言う。

「いや、間違ってもそっちに向けて振り下ろすことだけは絶対に避けようと思った」

「龍りゆう之の介すけ……」

「うわー、なんか日ひ野のセンパイがトゥンクってなった顔してる！　センパイの照れハラって、ほんと見境なしですねー」

「照れハラ……それって、言い得て妙かも」

　妹さんと委員長のそんな声が聞こえてくる。

　そんな中。

「龍りゆう之の介すけー、こっちこっちー」

「！」

　耳慣れたアルプスを流れる石いわ清し水みずのように心地のよい声が、龍りゆう之の介すけの耳に飛びこんできた。

「スイカはこっちにあるよ。甘いよー。おいでおいで」

「分かりました。ここから右に斜め四十度、そのまま二メートルですね」

「え、なんでそこまでわかるの!?」

「花か梨りん先輩の声なら、方向、距離、高さまでほぼ分かります。ちなみに今、先輩はパラソルの下で片手を口元に添えながら体育座りをしてこっちに向かって声を出しているはずです」

「当たってる！　何で!?」

「先輩の声は特別なので、その響いてくる具合から判断できます。あとそれにくわえて先輩はいい匂いがするので、そこからも推測しました」

「にゃ、にゃっ……！　て、ていうか匂いは関係なくない……!?」

「うわー、すごい、犬みたいですねー」

「犬というか、もうほとんど超能力じゃない、これ……？」

　呆あきれたように声を上げる妹さんと委員長の横で、

「……ジョン……」

　舞まい原はらさんだけが何かを思い出したのか切なげな目で龍りゆう之の介すけのことを見つめていた。







　そんな感じに、夏の海の時間は過ぎていく──







　３




「はー、やっぱりスイカはおいしいねー」

　切り分けられたスイカにハムスターのようにかぶりつきながら、先輩がそう笑う。

「夏と言えばスイカ、スイカと言えば夏だけど、海を見ながら食べるとなおさらそう感じるっていうか。龍りゆう之の介すけもそう思わない？」

「はい、花か梨りん先輩を見ながら食べるスイカは格別だと思います」

「え、あ、あたしの話、聞いてた？　海を見ながら食べるとおいしいって言ってたんだけど……」

「そうですね、訂正します。海を背景に水着姿の花か梨りん先輩がかわいらしい動きでスイカにかぶりつくのを見ながら食べるスイカは至高だと思います」

「よ、より微に入り細を穿うがつ感じになった!?」

「花か梨りん先輩の魅力はどれだけ詳細に語っても足りませんから」

「う、うう……あ、あたしなんかより、せ、せっかく海に来てるんだから海について語りなさい……！」

　スイカよりも真っ赤になった先輩とそんなことを話していると。

「あれあれー、センパイたち、またいちゃついてるんですかー？　飽きないですねー。わたしも混ぜてくださいよー」

　妹さんがにやにやと笑いながら近づいてきた。

「い、いちゃついてないから！　スイカ食べてただけだから！」

　即座に先輩がそう反論するものの。

「はいはい。お姉ちゃん的にはそうでも世間一般ではこれはバカップルっていうんですよー。あ、それともお姉ちゃんとしてはこの程度のいちゃつきはいちゃつきじゃないと？　あたしの本気はもっとすごいんだよーってやつ？」

「え、ち、ちが……そ、そうじゃなくて……」

「わー、びっくり。お姉ちゃんを見る目が変わっちゃうかもー」

「……う、うう……」

　妹さんに言いくるめられて先輩が涙目になる。

　そんな先輩を見ながら龍りゆう之の介すけの横に腰を下ろして、妹さんはにっこりと笑った。

「で、なにしていちゃついてたんですかー、センパイ？」

「そんなんじゃない。ただ先輩がスイカを食べる姿がかわいいと説明していただけだ」

「はー、まあセンパイはそうでしょうけどー。それって客観的に見たら完全にいちゃついてますからね？」

「そういうものなのか？」

「そういうものなんです。ま、センパイについてはもうちょっとやそっとのことじゃ驚かなくなってきましたけどー」

　そう口にして妹さんが辺りを見回す。

「にしても……この集まりってなんなんですかねー？」

「何、とは？」

「いやレベルが高すぎるっていうかなんといいますか、真ま衣いセンパイは昔から知ってたからまあわかるんですけど、あの舞まい原はらセンパイとかめちゃくちゃきれいじゃないですか。おまけにスタイルもいいし」

　スマホを見ながら話をしている真ま衣いさんと舞まい原はらさんを見ながらそう口にする。

「それにあの委員長センパイ。眼鏡で真面目そうな感じだから目立ちはしませんけど、実はお肌もきれいだし髪の毛もさらっさらだし、隠れた優良物件ですよ。なにより脱いだらすごいってやつですよねー」

　委員長の胸のあたりにじーっと視線をやりながらそう言う。

「そういう、ものなのか？」

「ですよー。ほら、その辺を歩いてる人の反応とかよく見てみてください」

「？」

　妹さんにそう言われて周りを見渡す。

　すると……何やら視線を感じた。

　視線のもとをたどってみると、通りかかる海水浴客たちが何人も遠巻きにこっちの方を──正確に言えば真ま衣いさんたちの方を見ているのが分かった。

「うわ、あそこの子たち、レベル高いな……」

「全員きれいで美人ってすごくないか？」

「スマホをいじってる子とかちょっとその辺じゃ見ないくらいのレベルだし、隣の子もちょっと前髪長めだけど背も高くてスタイルもいいし、モデルみたいだよな」

「眼鏡の子もさりげなく美形じゃね？　真面目な感じがするけどそこがまたいいっていうか」

　そんな声も聞こえてくる。

　妹さんの言う通り、舞まい原はらさんと真ま衣いさんはどこを聞いても好評価で、さらに委員長も密ひそかに人気のようだった。

「どうですか？　大人気でしょう？」

「確かに……」

「真ま衣いセンパイも舞まい原はらセンパイも委員長センパイも、そろいもそろって普通じゃないレベルなんですよ。ソシャゲで言えばみんな期間限定ＳＳＲみたいな。いつもいっしょにいるセンパイはわからないかもしれないですけどー」

　確かに龍りゆう之の介すけにはよく分からない。

　だけど言われてみればニャンメイドカフェの時も真ま衣いさんたちは皆そろって大人気だった。龍りゆう之の介すけは主に先輩しか見ていなかったため、あまりそういうことには気づかなかったのかもしれない。

　改めて真ま衣いさんと舞まい原はらさん、委員長の方に目をやっていると。




「……やっぱり男子って、スタイルがいい女子の方が好きなのかにゃ……？」




「え？」

　先輩が、地面に「の」の字を書きながらぽつりとそんなことを言っていた。

「……真ま衣いとか舞まい原はらさんとかみたいに背が高くて大人っぽくてきれいな方がウケがいいっていうか、だいたいそっちの方が大人気だもんね……だ、だいなまいとぼでぃ、ってやつ……？　りゅ、龍りゆう之の介すけもそっちの方がよかったり……？」

「花か梨りん先輩……？」

「……って、はっ、な、なに言ってるの、あたし！　な、なんでもない！　わ、忘れて忘れて！」

　熱中症になったかのように顔を火ほ照てらせて、わたわたと両手を振る。

　そんな先輩に。

「──俺は花か梨りん先輩がいいです」

「え……？」

「もちろん、スタイルがいい女子が好きという男子も多いとは思いますし、その気持ちも理解できます。だけど俺はそんなことは関係なく、花か梨りん先輩のことが好きです」

「え、ちょ、りゅ、龍りゆう之の介すけ……!?」

「花か梨りん先輩の優しいところ、面倒見がいいところ、いつでも前向きで笑顔が素敵なところ、声が女神のようで天使のようなところ……そういう先輩が先輩であるところが、俺が花か梨りん先輩を好きだと思うところです。正直スタイルがどうとかは……俺にはあまり関係がありません」

「龍りゆう之の介すけ……」

　それは龍りゆう之の介すけの本心だった。

　龍りゆう之の介すけが先輩のことを好きなのは、先輩という存在そのものを好ましく思っているからだ。

　もちろんちっちゃくてかわいくて小動物みたいなところも先輩の魅力ではあるけれど、それはあくまで要素の一つであって本質ではない。

　先輩を先輩たらしめているその内面こそが、龍りゆう之の介すけが惹ひきつけられている最大の理由だった。

「そ、そっか……あ、あたしがあたしだったら、スタイルとかは関係ないんだ……」

「はい」

「う、うん、りゅ、龍りゆう之の介すけがそう言ってくれれば、それでいいかにゃ……」

　甘えてくる仔こ猫ねこのように先輩が小さくうなずく。

　そんな先輩の表情がかわいらしくて、龍りゆう之の介すけも思わず頰を緩ませて。

　何となく、辺りには親密な感じの空気が漂う。

　降り注ぐ日差しが少しだけ強くなって、波の音と喧けん噪そうが少しだけ遠くなったような気がした。

「あのー、二人とも……わたしがいるのを忘れてませんかね？」

「！」

「や、青春トークをしてくれるのはいいんですけど、なーんか途中から二人だけの世界に入っちゃってたような……」

「いやちゃんと覚えていたが？」

「あー、センパイはそうかもしれないですけど、お姉ちゃんは違うっていうか……」

「…………」

　妹さんのその言葉に、先輩は今まさに妹さんの存在を思い出したって顔でぱくぱくと口を動かしていた。

　しばらくそうした後に。

「にゃあぁあああああああああああああああああああああああああああああああああ……!?」

　水平線の向こうまで届くんじゃないかというくらいの大きな鳴き声を上げたのだった。

　確かなアウト！　のかけ声が聞こえてきた瞬間だった。




　[image: 花マーク]




「ふ、ふう……」

　花か梨りんはレジャーシートに腰を下ろしたまま、小さく息を吐いた。

　おいしかったスイカも食べ終わって、今は食後のひと休みも兼ねてゆっくり休憩中である。

　大きく広げられたパラソルの下で真ま衣いはのんびりと日なたぼっこをしていて、舞まい原はらさんは五重の塔の続きを作っている。花か恋れんはスマホでひたすらＳＮＳ用の自撮りをしていて、その横で委員長さんは荷物の整理をしていた。

　ちなみに龍りゆう之の介すけたち男子組の姿は見当たらない。

　みんなの飲み物がなくなってしまったということで、買いに行ってくれていた。

「……」

　そんな中、花か梨りんの頰はまだどこか熱いままだった。

　それは頭上から降り注ぐ日差しが強すぎて熱中症になりかけている……というわけではなくて、さっきの龍りゆう之の介すけの言葉が原因だ。

『そういう先輩が先輩であるところが、俺が花か梨りん先輩を好きだと思うところです』

　スタイルなんかは関係なく、花か梨りんが花か梨りんであるところが好きだと言ってくれた、龍りゆう之の介すけ。

　その言葉が頭からぜんぜん離れない。

（も、もう、なんでこんな顔が熱いんだろ。龍りゆう之の介すけがグイグイしながら照れさせてくるのはいつものことじゃん……）

　だけどなんだか引っかかるのだ。

　龍りゆう之の介すけの言葉を思い出すだけで……頰が自然とだらしなく緩んでしまう。

　夏の海という、普段の学校や放送室とは違うシチュエーションであるのも影響しているのかもしれない。

（と、とにかく、さっさとクールダウンしよ！　そうしよ……！）

　頭をふるふると振って顔を上げる。

　と、そこで缶ジュースを両手に持って歩いてくる龍りゆう之の介すけの姿が遠くに目に入った。

　どこにいても、龍りゆう之の介すけは目立つ。

　背が高くてガッシリしていて存在感があって、たくさんの人の中にいてもすぐに見つけることができる。

「いいなあ、大きくて……」

　そのことは素直にうらやましく思う。

　ちょっと人混みに入るとすぐに紛れてしまう自分の背の低さとは雲うん泥でいの差さだ。

　あれだけ目線が高かったら見えている世界もだいぶ違うんだろうなーと思いながら再び龍りゆう之の介すけの方へと目を遣やる。

　すると。

「？　あれ？」

　何やら龍りゆう之の介すけの周りに、見慣れない女子たちがいた。

　距離があるのでよくはわからないけれど、龍りゆう之の介すけたちに話しかけているようだ。

　知り合いかなにかなのだろうか？　たまたま学校のクラスメイトが来ていてばったり会ったとか……？

　そんなことを花か梨りんが考えていると、真ま衣いが肩の上からにゅっと顔を出した。

「いやいや、あれはナンパじゃないかなー？」

「え？」

　その言葉に、花か梨りんは胸がドキリとするのを感じた。

「ナ、ナンパ？　え、で、でもナンパって、男子が女子にするものじゃないの？」

「うん、だから正しく言えば逆ナンパかな？　あの雰囲気はそうだと思うよー」

「え、えー、龍りゆう之の介すけが？」

　何だかいまいちピンとこない。

　だけど。

「んー、後輩くんはモテると思うよー」

「え、そ、そうなの!?」

「だって背が高くていい身体からだしててストイックな雰囲気だし、顔も悪くないよね。それに優しいし、体育会系で礼儀正しいし、攻めるところはちゃんとグイグイ攻めてくるし、何より真面目でしょ？　そりゃあモテるよ」

「そ、そうなんだ……」

　それは寝耳に水な発言だった。

　確かに今真ま衣いが言った龍りゆう之の介すけの特徴はうなずけるものだったけれど、それがモテるという事実に直結するということまでは頭が回らなかった。ずっと傍そばにいてそれが当たり前のものになっていたから、そういうことは意識したことがなかったというか……

「……」

　龍りゆう之の介すけってモテるんだ……

　その改めて知らされた事実に、なんだかちょっとだけ胸の奥がもやもやっとしたような気がした。

　やがて女子たちと別れて、龍りゆう之の介すけたちはこっちへ戻ってきた。

「すみません、遅くなってしまって」

「あ、う、ううん、だいじょうぶ」

「花か梨りん先輩はドラゴンフルーツジュースでよかったですよね？　どうぞ」

「あ、うん、ありがと」

　水滴がついたドラゴンフルーツジュースの缶を受け取る。

「？　どうかしましたか、花か梨りん先輩？」

「え？　な、なにが？　あたしはいつも通りだよ？」

「何だか受け答えの反応速度がいつもより〇・五秒ほど遅い気がするのですが……」

　怪け訝げんそうな顔でジイッと見てくる龍りゆう之の介すけに。

「あー、大丈夫大丈夫。花か梨りんは後輩くんの意外な一面を見てちょっとびっくりしちゃってるだけだと思うから。ね？」

「う、うん……」

「はあ……」

　パチリとウインクをしながら真ま衣いがフォローをしてくれた。

　だけど。

　紅潮してしまった頰は、ドラゴンフルーツジュースの缶で冷やしても、さっきまでよりも数段熱くなっているように思えた。
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　飲み物を買って戻ってきたら、何だか先輩の様子が挙動不審になっていた。

　頰を両手で押さえたまま、ぜんぜん目を合わせてくれない。

　先輩が挙動不審になることはしばしばあるのでそれ自体は珍しくないのだけど、今回は何となくいつもと雰囲気が違っていたような気がするというか……

「ん、どうしたの、龍りゆう之の介すけ」

「いや先輩の様子がヘンだったなと思って」

「そう？　俺には分かんなかったけど……」

「いやどう見てもおかしかった。何かあったんだろうか……」

「龍りゆう之の介すけが言うならそうなんだろうな。ていうか、ほんと龍りゆう之の介すけは先輩一直線だよなー。先輩しか見えてないけど、その分先輩のことは髪が一ミリ伸びてただけでも気づきそう」

「？　もちろん気づくが？」

「……あー、うん。ま、そういうとこ、いいと思うけど」

　日ひ野のが呆あきれたような尊敬したような声でそう言う。

　と、そこで。

「あれ、花か梨りん先輩は？」

　ふと周りを見ると、視界の中に先輩の姿がないことに気づいた。

　つい三分くらい前まではどこか落ち着かない感じでドラゴンフルーツジュースを飲んでいたはずなのに……

　近くにいた真ま衣いさんに聞いてみると、こんな返事が戻ってきた。

「あ、花か梨りんだったら泳ぎに行ったよ」

「そう……なんですか？」

「うん、なんか頭がうにゃうにゃしちゃったからちょっとうにゃーっと冷やしてくるんだってー。ま、気持ちはわからないでもないんだけどね」

「……」

　大丈夫だろうか。

　ちっちゃいけれど先輩は百メートル先を歩いていても一目で分かるくらいにかわいいから、歩けばすぐにナンパなどをされてしまう可能性もあるし、運動神経に少しばかり難があって泳げないから、クレイジーシャークくんが転覆でもしたらすぐに溺れてしまう危険性もある。それでなくても夏の海は危険がいっぱいなのであり……

　そのことが顔に出ていたのか、

「センパーイ、それはさすがに気にしすぎじゃないですか？　お姉ちゃんだって子どもじゃないんだから、気分転換したら戻ってきますよ、きっと」

「うーん、後輩くんの気持ちもわかるけど、今は一人にしてあげた方がいいんじゃないかな？」

「市いち村むらくん、保護者みたいよ」

　苦笑気味の妹さんと真ま衣いさん、委員長にそう言われてしまう。

「それは……」

　その通りなのだけれど。

　だけどどうしてか龍りゆう之の介すけの中の先輩センサーに引っかかる部分があるというか。

　その時だった。

「？」

　声が聞こえたような気がした。

　かすかにだけれど、龍りゆう之の介すけが間違えるはずのない、先輩の声。

　他のみんなは気がついていないようだったけれど、声が聞こえた方向へと目を凝らしてみる。

　すると砂浜からだいぶ離れた沖に……龍りゆう之の介すけはあるものを見つけた。

　この距離からだと豆粒のように小さいけれど、龍りゆう之の介すけの目にはそれが何であるのかハッキリと見えていて……

「……っ……！」

　上着を脱ぎ捨てて脇目も振らずに走り出す。

「セ、センパイ？」

「ちょっと、後輩くん？」

「お、おい、どうしたんだよ、龍りゆう之の介すけ！」

　背後からは妹さんたちのそんな声が聞こえてきたけれど、今は答えている時間もない。

　全速力で砂浜を走り抜けて、龍りゆう之の介すけは一直線に海へと飛びこんだのだった。
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「はー、ほ、ほんと何だろ、これ……」

　クレイジーシャークくんに乗って水面にぷかぷかと浮きながら、花か梨りんはそんなことをつぶやいていた。

　熱くなったままの顔。

　あの場にいても何だか龍りゆう之の介すけの顔を真まっ直すぐ見られなそうだったので泳ぎに（浮かびに）来てみたものの、ぜんぜんクールダウンができない。

「うう……のぼせちゃったのかにゃ……」

　そんなことをつぶやきながらぼんやりと波に身を委ねる。

　背中越しに感じられる波がひんやりと気持ちいい。

　だけどやっぱり頰の熱さはとれない。

　手で触ってみてもわかるくらい、火ほ照てったままなのだった。

「このままじゃまた龍りゆう之の介すけに不審がられちゃうよね……」

　隠そうとしても、龍りゆう之の介すけは睫まつ毛げの角度が一度変わったくらいのちょっとした変化にも気づいてくるから油断がならない。

　なのでもう少しだけ頭を落ち着かせてからみんなのところへ戻ろうと思い、再び波に身を委ねようとしたその時だった。

「あれ……？」

　ふと周りを見ると、ついさっきまでたくさんいた他の海水浴客たちの姿が消えていた。

　ただ無機質に波打つ水面だけがどこまでも広がっている。

（え、これってもしかして、流されてる……？）

　気がついた時には遅かった。

　クレイジーシャークくんから頭を出して外を見てみると、もう砂浜は遥はるか遠くになってしまっている。

　たぶん有名な離岸流というやつなんだと思う。クレイジーシャークくんにつかまってバタ足をしてみるも、まったく前に進む様子はない。むしろさらに流されている感じすらある。

　慌てて大声で「だれかー！」とか「お、おーい！」とか「うにゃー！」とか叫んで助けを呼んでみるも、豆粒みたいな砂浜の人たちには聞こえている様子はない。

（え、ど、どうしよう……！　こ、これってもしかして遭難……？　ヘタしたらそのまま……）

　一気に不安の感情がこみ上げてくる。

　お腹なかの奥をきゅっとつかまれるような頼りない感覚。

「だ、だれかー！　た、助けてー……！」

　さらに声を出してみるも、やはり反応はない。

　ただ波の音が空むなしく返ってくるだけである。

　それでもがんばって陸に向かって叫び続けてみるものの、暑さもあって次第に喉が嗄かれて、その元気もなくなっていく。

「……」

　どれくらいそうしていただろう。

　やがて声を出すのを諦めて、花か梨りんはクレイジーシャークくんの中で体育座りをしながらヒザの間に顔を埋めた。

　もう泣きそうだった。

　心細くて叫びだしてしまいそうだった。

　怖いくらいに真っ青な海の真ん中で、頼る相手もなく一人きりで……

「……龍りゆう之の介すけ……」

　ふと、その名前が口から漏れた。

　この場にはいない、でもきっと一番この場にいてほしい相手。

　それはきっと、無意識のうちに本当に自然と漏れてしまったものだったのだけれど……




「はい、何でしょうか」




「え……」

　幻聴かと思った。

　さっきから暑さで頭がボーッとしているし、こんなところに龍りゆう之の介すけがいるわけがないし、きっと不安がっている心が聞かせた花か梨りんが望んでいる声なのだと。

　だけど何度も目を瞬まばたかせたその先には……

「探しました。だいぶ遠くまで流されたみたいですね。でももう大丈夫です」

　髪の毛から水を滴したたらせながらクレイジーシャークくんの縁につかまる……龍りゆう之の介すけの姿があった。

「え、ど、どうして……？」

「先輩の声が聞こえたんです」

「え……？」

「『うにゃー！』と鳴きながら助けを呼ぶ声が。だから助けに来ました。どんなに遠くからでも、先輩の声を俺が間違えるはずがありません」

「あ……」

　あの声を……聞いていてくれた……？

　だれに届くともなしに叫び続けた、あの声を……？

　その言葉に、花か梨りんの中の何かが決壊した。

　真まっ直すぐにこっちを見ながらそう言ってきてくれる龍りゆう之の介すけの姿が、何だかものすごく頼もしくて、ものすごく力強く見えた。

「う……ううー……」

「花か梨りん先輩？」

　ドガッと。

　気がつけば突撃するようにして龍りゆう之の介すけの腕の中に飛びこんでいた。

「……あ、ありがと……こ、こんなところまで助けにきてくれて……ほ、ほんとはすっごく不安だった……あ、あのまま遭難して太平洋の果てまで流されてワカメとかといっしょに海の藻も屑くずになっちゃうかと思った……わぁああああああああん……！」

「……」

　龍りゆう之の介すけの広い胸が温かい。

　まるでおろしたての大きくてまっさらなバスタオルに包まれているかのようで、ものすごく安心できる。

　そのままじんわりと溶けていくかのようで……

「うにゃぁああああああああああああん……」

　結局そのまま龍りゆう之の介すけに抱きついた状態で、泣きじゃくってしまったのだった。
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「はい、お姉ちゃん、心配かけたことみんなに謝りましょー」

「……う、ご、ごめんなさい……」

　妹さんに促されて、先輩が深々と頭を下げる。

　あの後、龍りゆう之の介すけがクレイジーシャークくんを砂浜まで引っ張っていくことで、無事に戻ってくることができたのだった。

「海水浴をしてたら流されるのに注意するなんて基本中の基本だよー。お姉ちゃん、こーいうところが抜けてるからなー」

「まあなんにせよ花か梨りんに大事がなくてひと安心かな、うん」

「……ぶ、無事で……よかったです……」

「離岸流は一見わからなくてもとても危険なものなので、気をつけた方がいいですね」

　真ま衣いさんたちが安心したようにそう口にする。

「でもさっすがセンパイですよねー。わたしたちにはお姉ちゃんの声なんてぜんぜん聞こえなかったのに」

「花か梨りん先輩の声だったら一キロ先からでも聞き取れる。後輩として当然の嗜たしなみだ」

「うわー、もうほんっと犬って感じですねー。お姉ちゃんの犬。キャインって鳴いてくれてもいいんですよ？　ていうかほんとにお姉ちゃんのことが大好きで大好きでしょうがないっていうかー。そう思わない、お姉ちゃん」

「……」

「？　お姉ちゃん？」

「え？　あ、え、ええと、なんだっけ……？」

「もー、センパイがほんと犬みたいでお姉ちゃんに飼い慣らされてるって話だよー。お手とかごろんとかしちゃいそうなくらい。あ、でもでも、お姉ちゃんも実はセンパイの飼い主になるのはもまんざらじゃないって感じじゃないのー？　ふふー」

　妹さんのその言葉に。

「そ、そんなことないよ！　か、飼い主とか、そういうのじゃないし！　ていうか龍りゆう之の介すけは犬っぽくはあるけど犬じゃなくてちゃんとした男の子──」

　と、そこでちらりと龍りゆう之の介すけの方を見てきた先輩と目が合う。

　だけど。

「……っ……!?」

　すぐに初対面の人見知りするネコのような勢いで目を逸そらされてしまった。

「……？」

　今のリアクションは何だろうか？

　まるで百六十キロ超の剛速球でアウトをとった時のような……

　とはいえ龍りゆう之の介すけは特に何もしていない。というか龍りゆう之の介すけ由来以外の何かでも先輩がそこまで反応するようなことが何かあったようにも思えない。

　不思議に思いながら首を傾ける。

　そんな龍りゆう之の介すけから目を逸そらしたまま、先輩は頰を両手で押さえながら何かをつぶやいていたのだった。

（ううう……何だか龍りゆう之の介すけと目が合わせられにゃい……見てるだけで恥ずかしくなってきちゃうっていうか、な、なんかこれって今までと何かが違う感じがするっていうか胸の奥がうにゃうにゃしちゃうっていうか……ど、どうしちゃったの……？）








・本日のアウト数：５

・本日のヒット数：１

・累計のアウト数：47





















　＊




　夏休みのある日。

　龍りゆう之の介すけのＲＩＮＥに、一通のメッセージが届いた。

　そこに書かれていたのは……




『ねえねえ、後輩くん、今日ってヒマかな？　もしよかったらちょっと付き合ってほしいところがあるんだけど。あ、花か梨りんにはないしょでね？』




　真ま衣いさんからの、そんな誘いだった。

　突然だったし、先輩に内緒というのは少しばかり気になったけれど、龍りゆう之の介すけには特にやることもない。

　なのでその誘いに乗ることにした。




『大丈夫です。どこに行けばいいですか？』

『わ、ありがと。それじゃあ照れフクロウ像の前に十五時に集合でいいかな？』

『分かりました』




　というやり取りを経て、真ま衣いさんと会うことになった。

　すぐに準備をして家を出る。

　最寄り駅から電車に乗って十五分ほど。真ま衣いさんに言われた駅へと辿たどり着つく。

　待ち合わせ場所である照れフクロウ像の前で待っていると、真ま衣いさんは十五時ちょうどにやって来た。

「お待たせ、後輩くん」

「いえ、俺も今来たところです」

「お、なんかこのやり取り、デートっぽいね。青春って感じ」

「そうかもしれませんね」

「あはは、じゃあ今日は後輩くんとデートだ。それじゃあ行こっか」

「はい」

　そううなずき返して、二人で並んで歩き出す。

　ちなみに真ま衣いさんが姿を現すと同時に周りにいた通行人や他の待ち合わせの人たちがざわついたような気がしたけれど、これも海水浴の時に妹さんが言っていた真ま衣いさんのスペックの高さゆえの反応だったのかもしれない。

[image: ]

「それで、今日はどこに行くんですか？」

「ん？　ええとね、あそこかな」

　歩きながら真ま衣いさんが指さした先。

　そこには『スイーツインフェルノ』と書かれたカラフルな看板があった。

「あれは……」

「うん、スイーツのお店かな。今ちょうど桃のフェアをやってるんだよねー」

「はい、知っています。確か花か梨りん先輩といっしょに行ったんですよね？」

　そう告げると、真ま衣いさんは少し複雑そうな顔になった。

「あー、やっぱそれは知ってたか。うん、そう。ちょうど一週間前にね」

「？　だったらどうしてまた……」

　こんな短い間隔で行こうと思ったのだろうか。

　その問いに、真ま衣いさんはこう答えた。

「んー、それはねー。実はこの前行った時に食べた『まるごと桃の贅ぜい沢たくケーキ』がすっごくおいしかったんだよね。それでまた食べたくなったんだけど一人で行くのもちょっとあれだし、花か梨りんたちにまた付き合ってもらうのも悪かったから、それで後輩くんにお願いしたってわけなんだよ」

「なるほど……」

　そういうことなら、先輩に内緒で龍りゆう之の介すけだけ誘われたのも理解できた。

「さっ、じゃあ入ろっか？」

「はい」

　うきうき顔の真ま衣いさんに促されて、店の中へと入る。

　店内は看板と同じようにカラフルで、ほとんど女子しかいないようなかわいらしい雰囲気だった。

「俺……こういうところに入るのは初めてです」

「お、そうなんだ？　じゃあ前の『豚の下僕』の時とは反対だね。後輩くんが初体験だ♪」

　そう言って真ま衣いさんが楽しそうに笑う。

　そのまま店員さんに席まで案内されて、メニュー表を見ながら注文をする。

　真ま衣いさんが真っ先に頼んだのは、件くだんの桃のケーキだった。

「これこれ！　これが食べたかったんだよー！」

　運ばれてきた『まるごと桃の贅ぜい沢たくケーキ』を見て、真ま衣いさんが目を輝かせる。

「これ、丸ごと一個の桃の中にクリームやイチゴが入っているんですか？　美お味いしそうですね」

「でしょでしょ？　見た目も映えるし味も間違いないんだよー。でもこれ、数量限定品だからなかなかレアで食べられない日もあるくらいなんだよね。だから今日はラッキーかも。いただきまーす……ん、おいっしー！」

　真ま衣いさんが歓喜の声を上げる。

「んー、桃のジューシーで濃厚な味とわずかに感じる酸味……それが中に入ってるカスタードクリームの甘みと結びついてとろけるみたいで……」

「……」

「桃を一個まるごと食べてる満足感もたまらないし舌にねっとりと絡からみついてくるような食感も秀逸だし……はー、もうほんと絶品よね……って、あっ」

　と、そこではっとしたような表情で、真ま衣いさんが口元に手を当てた。

「あ、ご、ごめんね、後輩くんがいるのに、何だか一人で興奮して馬みたいな勢いで食べてばっかりで……」

　申し訳なさげにそう口にする真ま衣いさん。

　だけど。

「いえ、大丈夫です」

「でも……」

「真ま衣いさんが嬉うれしそうに食べる姿は見ていてとても気持ちがよかったです。無邪気というか微ほほ笑えましいというか……真ま衣いさんにもそういう一面があると分かって、何だか身近に感じられました」

「む、無邪気って……こ、これでも私は君の先輩なんだよ？　それはちょっと不適切なたとえじゃないかな？」

　真ま衣いさんが人差し指を立ててそう言ってくる。

「すみません。ですがとても女子らしくて、かわいらしかったので」

「か、かわ……っ……!?」

　真ま衣いさんが小さく声を上げて目を瞬まばたかせる。

「はい。俺はそう思いました」

「あー、も、もう……そうだったね、後輩くんはこういうだれにでもグイグイくる照れハラの化身だった……。ま、まあ、女子っぽいって言われるのはちょっとうれしいんだけど……」

「それに……」

「お、まだ何かあるの？」

「はい。それに……真ま衣いさんはやっぱり優しいと思います」

「おおっと、唐突だね。その心は？」

　真ま衣いさんが冗談めかした口調でそう尋ねてくる。

　その問いに、龍りゆう之の介すけはこう答えた。




「今日わざわざ花か梨りん先輩に秘密でこれを食べに来たのは、一週間前に来た時には花か梨りん先輩ともう一人のお友だちに譲って、真ま衣いさんは食べなかったからなんですよね？」




「あー、なるほど、それも知ってたんだ……」

　真ま衣いさんがどこか微妙な表情になる。

「えっと、花か梨りんから聞いてた……んだよね？」

「はい。真ま衣いさんは桃があまり好きではないので、譲ってくれたと。ですがそれは花か梨りん先輩たちに気を遣わずに限定品を食べてもらうためだったんですね」

「あー、うん、まあ、それは何ていうか……」

「ですが真ま衣いさん、本当は桃が好きだったんですよね。それで今日はどうしても食べたくて来てしまったと──」

「あー、もう、そ、そうだよ！　全部後輩くんの言う通りだよ！」

　龍りゆう之の介すけの言葉を途中でを遮って、真ま衣いさんが叫んだ。

「あの日は花か梨りんたちに譲ったけど、でもやっぱり家に帰ってから猛烈に『まるごと桃の贅ぜい沢たくケーキ』が食べたくなってガマンできなくなっちゃって、だけどそういう事情で花か梨りんたちは誘えないから、それで後輩くんにお願いしたの！」

　はあはあ……と肩で息をしながら一息でそう口にする。

　真ま衣いさんには珍しい、慌てたような姿だった。

「あー、も、もう、こんなのがっかりしたでしょ？　表では涼しい顔して花か梨りんたちに譲っておきながら、実は家に帰っても忘れられないくらい食べたくて食べたくて仕方なかったなんて。後輩くんには落ち着いた大人の顔だけ見せておきたかったのに、ダメダメだなー」

　はーっとため息を吐きながらそう口にする。

　だけど。

「いえ、そんなことはないです」

「え……？」

「がっかりなんてこれっぽっちもしません。それどころか改めて真ま衣いさんのことを尊敬しました。花か梨りん先輩たちに譲ったのはとても大人の対応だと思いますし、『まるごと桃の贅ぜい沢たくケーキ』が食べたくてガマンができなかったのも、意外な一面でかわいらしいです。その二つは矛盾するものではないと思います。さっきもそうですが、真ま衣いさんとの距離がグッと近くなったように感じられました」

「……」

「真ま衣いさん？」

「え？　……あー、も、もー、真顔でそういうこと言うんだもんなー。しかも特に他意がないのがほぼ無敵っていうか……」

　何かを諦めたように首を振りながらぱたぱたと手を振る。

「？」

「あー、それはまあいいってことで。あ、ねえ、それよりこのことはやっぱり花か梨りんにはないしょでお願いしたいんだけど、だめ？　花か梨りん至上主義の後輩くんからしたら、花か梨りんに隠し事をするのはＮＧ？」

　龍りゆう之の介すけを見上げながら真ま衣いさんがそう言ってくる。

「いえ、秘密にしておきます」

「え、ほんと？」

「はい。せっかくの真ま衣いさんの気遣いをムダにすることはないと思いますので」

「お、後輩くん、意外にフレキシブルなんだね。見直したかも」

　そう言って真ま衣いさんが笑う。

　そのフレンドリーな表情は、ここに来るまでよりも少しだけその親密度が上がっているようにも見えた。

「……ほんっと、いい子だよね。真面目だし誠実だしちゃんと周りを見てて気遣いもできるし。ま、グイグイすぎる照れハラの化身なのはアレだけど。花か梨りんがあんなに気に入ってるのも少しわかる気もするなー」

「？」

「んーん、なんでもなーい。さ、それじゃあ隠し事もバレちゃってすっきりしたことだし、ここからは遠慮なしに食べるとするかなー」

「え、まだ食べるんですか？」

「うん。さっきまでのはよそ行きモード。ほら、後輩くんとはグッと距離も近づいたことだし、ここからが本番だよー！」

　そう意味ありげに笑って。

　結局、店を出るまでに、真ま衣いさんはメニューに載っていた桃のラインナップをほぼコンプリートしたのだった。
















　１




　スマホの無機質なディスプレイと、龍りゆう之の介すけは自室で無言のまま睨にらみ合あっていた。

　浮かんでいるのは眉間にシワの寄った厳しい表情。

　傍はたから見れば、まるでスナイパーが標的を狙っている時の表情だとか、討ち入り前のヒットマンの表情だとか言われるかもしれない。

「……」

　龍りゆう之の介すけは悩んでいた。

　ここ数日、ずっと悩み続けていた。




　──夏休みに先輩を遊びに誘う。




　終業式の日に、声に出してハッキリと伝えた目標。

　それがまだ果たされていない。

　先日海水浴には行ったものの、あれは真ま衣いさんの発案だし、そもそも二人だけではなく皆で行ったものなので何かが違う気がする。

　なのでそれを実現するべく、先輩へと誘いの連絡をするべく、何度かスマホを手に取ったりベッドの上に置き直したりしていたわけなのだけれど……

「……」

　いまだに連絡ができていないのには理由がある。

　あの海の日から、先輩の様子がどこかおかしかった。

　話しかけようとしても逃げてしまうし、帰り道でもぜんぜん目を合わせてくれなかったし、その後もお疲れ様のＲＩＮＥを送ってもどこか反応が微妙なままだった。

　何だか常時アウト状態になってしまったような、そんな感じ。

　何か失礼なことでもしてしまったのだろうか。

　龍りゆう之の介すけには身に覚えはないけれど、そういうことには聡さとい方ではないから、気づかぬうちに何かやらかしてしまっていても不思議ではない。

　そんな考えがいつまでも頭のどこかに引っかかっていて、今日になるまで誘うことができないままでいたのだ。

　とはいえいつまでもこうして手をこまねいているわけにもいかない。

　先輩を誘いたいと考えているイベントは、日に日に近づいてきている。

　何とかそこまでには連絡をしなければ……

　その時だった。

「！」

　手元のスマホが振動して、ＲＩＮＥの通知があることを告げた。

　これはもしや先輩から何かメッセージが……と即座に反応してディスプレイを見る。

　するとそこにあったのは。




『……あ、あの……お休み中のところすみません……い、市いち村むら先輩は……明日って、お時間があったりしますでしょうか……？』




　そんな、舞まい原はらさんからのメッセージだった。
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　翌日。

　龍りゆう之の介すけは舞まい原はらさんといっしょに、電車で十五分ほど行ったところにある大型映画館の前にいた。

「……す、すみませんでした……な、夏休みでお休み中なところ、わ、わたしごときカタクチイワシが呼び出してしまって……」

　そんなことを口にしながら、舞まい原はらさんが一生懸命に頭を下げてくる。

「いや大丈夫だ。特にやることもなかったし、外に出て気分転換をしたいと思っていたところだったからありがたい」

「……あ……ほ、ほんとですか……そ、それならよかったです……」

　舞まい原はらさんがほっとしたように小さく笑う。

　前髪で隠れていて表情まではよく見えなかったけれど、本当に喜んでいることが伝わってくる笑顔だった。

「それで、今日は映画を見たいという話だったが……」

「……あ、は、はい、そうです……じ、実は、憧れている声優さんが出ている映画がちょうど上映中で……」

　そう言って舞まい原はらさんがスマホを取り出して画面を見せてくる。

「……あ、あの、『ときめき☆ブロードキャスト』の劇場版なんですけど……前評判も高いので、よければ市いち村むら先輩といっしょに見たいなって……あ、そ、その、アニメ映画なので……もしかしたら市いち村むら先輩の趣味に合わないかもなのですが……」

　少しだけ声のトーンを落としてそう口にする。

　舞まい原はらさんは将来声優になることが夢で、何度かレッスンでも題材として扱われた『ときめき☆ブロードキャスト』が大好きであるらしい。放送部（仮）に入部を決めたのも発声がちゃんとできるようになりたいというのが理由の一つだった。

「いや大丈夫だ」

「え……？」

「アニメは時々だけど見る。それに『ときめき☆ブロードキャスト』はアフレコでやっていて面白そうだと思ってたんだ。だから問題ない」

「……あ……ありがとう……ございます……」

　舞まい原はらさんがぱあっと表情を輝かせる。

「それじゃあ入ろうか」

「……あ、は、はい……っ……」

　そのまま二人連れだって映画館へと入る。

　館内は夏休みの昼間ということもあってたくさんのお客さんの姿が見受けられた。学生らしきカップルから小学校低学年らしき男子を連れた親子連れ、年配のグループまで様々である。

　そんな中を舞まい原はらさんと並んで奥へと進んでいると。

「なあなあ、あそこ歩いてる子、すっげえイケてねぇ？」

　周りからそんな声が聞こえてきた。

「分かる、めっちゃスタイルいいよな！　顔もちっちゃいし……」

「モデルみたいっていうか。なんか『ＳＥＮＡ』に似てるような……」

「バカ、『ＳＥＮＡ』がこんなところに普通にいるわけないだろ」

「隣のやつって彼氏かな？　すげぇ顔が怖いけど。あんなきれいな子とそういう関係なんてうらやましいよなぁ」

　ほとんどが舞まい原はらさんに対する称賛で、一部が龍りゆう之の介すけに対する畏怖（？）の声だ。

　海水浴の時に妹さんも言っていたが、やはり舞まい原はらさんの容姿はこの上なく人目を引くものであるらしい（そして龍りゆう之の介すけの顔は怖いらしい）。

　確かにモデルをやっているだけあって背が高くスタイルもいいし、前髪で隠れがちなものの顔立ちも整っている。全体的に大人びた雰囲気も手伝って、こんな風に注目されるのも当然のことなのかもしれない。そのことを改めて実感させられた。

「……ど、どうしました、市いち村むら先輩……？」

　と、黙っていた龍りゆう之の介すけを怪け訝げんに思ったのか舞まい原はらさんが不安そうに尋ねてきた。

「いや舞まい原はらさんが見られているなと思って」

「……！　わ、わたし……何かやらかしてしまったでしょうか……！　ふ、服装が調子に乗ってる……？　髪の毛にダッカールがついたまま……？　……はっ、も、もしかしてわたしみたいなミジンコが昼間からこんな公共の場をうろついていること自体に虫むし酸ずが走るのでしょうか……？」

　そんなことを口走る。

　あいかわらずというか、舞まい原はらさんは少し自己評価が低すぎるような気がする。

　なので龍りゆう之の介すけは言った。

「いや舞まい原はらさんがきれいだから周りの注目を集めてるんだ」

「……え……？」

「海の時もそうだったが、舞まい原はらさんはそこにいれば十人中十人から振り返られるくらい魅力的だ。もう少し自信を持っていいと思う」

「……み、みりょ……!?　そ、そんな、わたしなんて……」

　手がちぎれるんじゃないかってくらい顔の前で手を振る。

「本当だ。むしろ俺の方が顔が怖くて、舞まい原はらさんの隣にいるには釣り合わないらしい」

　残念ながらそれについては自虐でも何でもなく、事実だ。

　だけどそこで。

「……そ、そんなことないです……っ……！」

　舞まい原はらさんがそう声を上げてきた。

　珍しく、少しだけ強い口調だった。

「……い、市いち村むら先輩は……と、とても素敵な方です……か、顔は……その、ほんの少しだけ迫力があるかもしれませんが……そ、それでも、優しくて、穏やかで、周りのことをすごくよく見てくれていて……わ、わたしは、か、かっこいいと思います……っ……！」

　真まっ直すぐに目を見ながらそう言ってきてくれる。

　その表情は真剣で、フォローだとしても嬉うれしかった。

「そうか。舞まい原はらさんにそう言ってもらえると嬉うれしい。ありがとう」

「……い、いえ、そんな……と、というか……むしろ市いち村むら先輩に釣り合わないのは、わたしの方で……」

「ん？」

「……あ、な、何でもないです……！」

　首をぶんぶんと振って舞まい原はらさんがそう言う。

「……そ、それじゃあ……い、行きましょうか……？」

「ん、ああ」

　舞まい原はらさんに促されて歩き始める。

　受付で少し並んだ後にチケットを買って奥へと進む。

「舞まい原はらさん、食べ物と飲み物は何にする？」

「……え？」

「上映中に飲めるものとつまめるものとかがあった方がいいと思う。よければ買っていこう」

　その言葉に、舞まい原はらさんははっとした顔になって。

「……あ、は、はい……っ……だ、だれかといっしょに映画に来たことなんてなかったので……そ、そこまで気が回りませんでした……」

　慌てたようにして、メニューに目をやった。

「……そ、それじゃあ……わたしは、アイスティーとポップコーンでお願いします……」

「分かった。ポップコーンは一つ買っていっしょに食べるので大丈夫か？」

「……ふ、二人で一つ……っ……！　い、市いち村むら先輩と……？　そ、そんなご褒ほう美びプレイみたいな……！」

「？」

「……あ、い、いえ……っ……！　そ、それでお願いします……」

　舞まい原はらさんの反応はいまいちよく分からなかったけれど、うなずき返して注文をした。

　その隣で、舞まい原はらさんがぽつりとつぶやいていた。

「…………な、何だかこれって……デ、デートみたい……な……。……い、いえ……わ、わたしみたいなフンコロガシが市いち村むら先輩とのそんな素敵シチュエーションを妄想するなんて……身の程知らずにもほどがあります……お、畏れ多いです……。……で、でも……」
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　指定席に並んで座ると、映画はすぐに始まった。

　予告編と映画泥棒の短いムービーが流れて、その後に本編へと移行する。

「……は、はじまり……ます……」

　舞まい原はらさんがそう小さくうなずいて。

『ときめき☆ブロードキャスト』劇場版が始まった。

　映画の内容は分かりやすいものだった。

　劇場版だけでも独立している内容であるらしかったのにくわえ、アフレコで何度かアニメのシーンを見ていたこともあり、初見の龍りゆう之の介すけでもすんなりと物語の世界に入っていくことができた。

「…………」

　ふと隣を見ると、舞まい原はらさんは真剣な表情で画面に見入っている。

　ぐっと両手を握りしめて前のめりになりながら、スクリーンから片時も目を離さんばかりの雰囲気。

　本当に『ときめき☆ブロードキャスト』が好きなのだろう。

　その一生懸命な姿は好ましくあった。

　だけど没頭しすぎているがゆえに、その他のことにはあまり注意がいっていないようであって……

「……」

　スクリーンに顔を向けたままポップコーンへと伸ばされた手。

　それがたまたま同じタイミングで食べようとしていた龍りゆう之の介すけの手と触れた。

「……？」

　舞まい原はらさんは最初何が起こっているのかわかっていなかったようだったけれど、不思議そうな顔で自分の手の方に視線をやるとすぐに状況に気づいたようだった。

「……!!　……こ、これって……い、市いち村むら先輩の手……っ……ふ、ふぉおおおおおおおお……!?」

　何かの導火線に火が点ついたかのように声を上げる。

（舞まい原はらさん、上映中だから少し静かに）

（……あ、は、はい……っ……そ、そうですよね……）

　慌てたように口元に手を当てて。

（……そ、そして……す、すみません……っ……わ、わたしごときのナメクジみたいな手が先輩の御手を汚してしまって……）

（いやただ手が触れただけだから）

（……う、うう……先輩が映画を見てもいいと言ってくれたから今日は初めての映画館記念日だったのに……こ、こんな粗相を……ちょ、鳥葬されてお詫わびしたい……）

　気持ちを落ち着かせるためなのか、深呼吸をしながら舞まい原はらさんが座席のドリンクホルダーに手を伸ばして飲み物をごくごくと口にする。

（あ、舞まい原はらさん、それは）

（……え……？）

　舞まい原はらさんが手に取ったプラスチックカップ。

　それは龍りゆう之の介すけがさっきまで飲んでいたジンジャエールのカップだった。

（……あ……っ……!?　す、すみません……っ……わ、わたし、間違えてしまって……!?　こ、これって……も、ももももももしかして……か、間接……!?）

　舞まい原はらさんがあわあわと混乱状態になる。

（大丈夫だ。左と右のドリンクホルダーを間違えることはよくある）

（……で、ですが……）

（気になるようだったらそのままそれは舞まい原はらさんが飲んでくれていい）

（……え……っ……）
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　舞まい原はらさんの動きが一瞬止まる。

（……で、でも、それじゃあ市いち村むら先輩の飲み物が……あ、じゃ、じゃあ……市いち村むら先輩にはわたしが飲んでいたアイスティーを……？　……い、いや、だ、だめです……そんなわたしが口をつけた泥水みたいな飲み物を市いち村むら先輩に渡すわけには……）

　そのままうんうんと何やら悩んでいたようだったけれど。

（俺はもう十分に飲んだから、二つとも舞まい原はらさんが飲んでくれて大丈夫だ）

（……あ、そ、そうですか……）

（？）

　そう伝えた時の舞まい原はらさんの声に少しばかり残念そうな響きが含まれていたように聞こえたのは、龍りゆう之の介すけの気のせいだったのだろうか。







　と、そんな風に途中で少しばかりアクシデントを挟んだものの、上映自体は滞りなく進んでいき。

　その後は特に何かが起こることはなく、舞まい原はらさんも再びスクリーンの中の世界にのめり込んでいき、映画は無事にエンドロールを迎えたのだった。
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「……す、すごかったです……！」

　映画館を出るなり、舞まい原はらさんが興奮ぎみにそう言った。

「……ぜ、全体的に声優さんの演技には圧倒されっぱなしでしたが……特にあの、後輩の女の子が憧れている先輩の『一番星』になるためにあまり得意ではない張った声を出すシーンがすごく印象的で……」

「……」

「……それだけじゃなくて登場人物全員が悩みを抱えているというのもポイントで……その悩みがまた等身大なものなので共感しやすいというか身近に感じられるんですよね……しかもその細やかな心情を吐息レベルでしっかりと演じきっている声優さんたちの技術はやっぱり圧巻の一言で……あっ……」

　そこで舞まい原はらさんは何かに気づいたかのように口元に手を当てた。

「……す、すみません……ひ、一人で勝手に早口で喋しやべってしまって……す、好きなマンガやアニメを見た後はいつもこうなんです……せ、せっかく市いち村むら先輩がいっしょに来てくださったのに……き、気持ち悪いですよね……」

　しょんぼりと肩を落とす。

　だけど。

「いやそんなことはまったくない」

「……え……？」

「『ときめき☆ブロードキャスト』について話している時の舞まい原はらさんはすごくキラキラしてる。一生懸命で前向きで、それこそまるで映画に出てきた『一番星』を目指す女子みたいに輝いていた。そんな舞まい原はらさんのことを俺は好きだし、これからもそのままでいてほしいと思う」

「……ひ……ひく……っ……！」

　舞まい原はらさんが、盛大にしゃっくりをした。

「……す、すすす好き……で、でででですか……!?」

「ああ。それに熱中しているものについて話している時の舞まい原はらさんの声はすごく自然に張られている。前にも言ったかもしれないが夜の星の下に咲く花を彷ほう彿ふつさせる落ちついたきれいな声だ。聞いていてとても心地がいい。だから遠慮なくもっと話してほしい」

「……ひ……ひくっ……！　……ひゃっ……く……!?」

　真っ赤になった顔に両手を当てながらしゃっくりを連発する。

「……あ、あの……す、すみません……ちょ、ちょっとお手洗いに行ってきてもいいでしょうか……？」

　しゃっくりをしすぎたのかハアハアと肩で息をした舞まい原はらさんがそう小さく手を上げる。

「ああ、大丈夫だ」

「……ご、ごめんなさい……い、市いち村むら先輩は……あ、あちらのベンチなどに座ってお待ちいただければ……す、すぐに戻ってきますので……」

　そう言って、ふらふらとした足取りで舞まい原はらさんは映画館の奥へと消えていった。

　どこからかアウト！　の声が聞こえてきたような気がした。
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　頭の中がごちゃごちゃだった。

　色々なことが連続でありすぎて、昇天してしまいそうだった。

「……うう……い、市いち村むら先輩の照れハラ……こ、攻撃力が高すぎます……」

　鏡の前で深呼吸を何度かすることで気持ちを落ち着かせてようやくしゃっくりは止まったものの、胸の動どう悸きはまだ収まらない。

　まるで何かのストッパーが外れてしまったみたいに、心臓がドキドキと勢いよく動いているのが自分でもわかる。

　市いち村むら先輩の言葉に深い意味はないのは頭では十分に理解しているのだけれど、それでも嬉うれしく思ってしまうのは抑えることができない。

「……も、もう少しだけ収まったら……市いち村むら先輩のところに戻ろう……」

　鏡の前で何度か深呼吸をして、さっきまでよりは動どう悸きが落ち着いたのを確認してお手洗いを出る。

　その時だった。

「……？」

　お手洗いを出てすぐのところに、一人の男の子が立っているのが目に入った。

　見たところ、小学校一、二年生くらいの感じ。

　だけど近くに両親らしき大人の姿は見えず、さらに不安げな表情でキョロキョロと辺りを見回していて、見るからに迷子という様子だった。

　放っておけずに、声をかける。

「……あの……一人、ですか……？」

「え……？」

「……あ、ご、ごめんなさい……怪しい者じゃないです……お父さんお母さんとはぐれちゃったのかなあと思いまして……」

「……おとうさん……おかあさん……」

　その言葉に、男の子の目に涙が浮かぶ。

「……あ、な、泣かないでください……迷子なんですよね？　お父さんとお母さんはわたしが捜しますから……」

「……ほんと……？」

「……はい。安心してください……」

「……う、うん……」

　男の子が小さくうなずく。

　とはいったものの、当ては星ほし菜なにはない。

「……あの、お父さんお母さんとはぐれてから、まだそんなに時間は経たってないんですよね……？」

「……う、うん。すぐさっき……」

「……そうですか……」

　だったら……まだこの近くに両親はいるかもしれない。

　だけど辺りにはたくさんの人たちがいて、とてもピンポイントで男の子の両親を捜し当てられるとは思えなかった。市いち村むら先輩だったら肩車なんかをして男の子の存在を周りに示すこともできたかもしれないけれど、あいにく星ほし菜なにはそこまでの力はない。

（……うう……背ばっかりゴリラみたいに大きくてもこんな時には何の役にも立たない……）

　何とかして、男の子がここにいることを両親に伝えることはできないだろうか。

　市いち村むら先輩のようにはできなくても、星ほし菜なにできるやり方で……

「……」

　と──そこである方法が思い浮かぶ。

　星ほし菜なでもこの事態を打開できる可能性のある行動。

　だけどそれは、星ほし菜なにとってハードルが高い選択肢なのであって……

「…………」

　ちらりと隣の男の子を見る。

　男の子はうつむいたまま小さく震えていて、今にも泣き出してしまいそうだった。

（……こ、このままにしておくことは……できない……ですよね……）

　覚悟を決める。

　今までの星ほし菜なだったら、放送部に入って市いち村むら先輩に出会う前の星ほし菜なだったら、とてもこんなことをやろうとは思わなかっただろう。

　でも今は違う。

　嫌いだった自分を肯定してくれる人がいる。

　臆病だった自分の……背中を押してくれた人がいる。

　だから……

「……」

　そこに市いち村むら先輩がいると思って。

　ジョンのような心を落ち着かせてくれる力強い髪の毛に触れていると思って。

　星ほし菜なは──力いっぱい声を出した。




「……ど、どなたか……迷子のお子さんを捜している方はいらっしゃいませんか……！」




　それは普段の星ほし菜なからは考えられないほどの、大きくよく通る声だった。

　その声に反応して周囲を歩いていた通行人たちがいっせいに振り向く。

「……あ、あの……男の子が迷子になってしまっていて……お父さんお母さんを捜しているんです……！　こ、心当たりがある方がいらっしゃいましたら……！」

　声を振り絞ってそう尋ねる。

　するとすぐに、その中の一人が声をかけてきてくれた。

「あっちの方で迷子を捜してたお母さんがいたわよ。きっとその子のことじゃない？」

「……ほ、本当……ですか……？」

「うん、男の子だって言ってたから間違いないんじゃないかしら？」

「……あ……」

　泣きそうになっていた男の子と顔を見合わせる。

　それからすぐに、男の子の両親を見つけることができた。
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「そんなことがあったのか」

「……は、はいぃ……」

　舞まい原はらさんが平身低頭といった具合に頭を下げる。

　しばらく待っていてもなかなか戻ってこない舞まい原はらさんを心配して龍りゆう之の介すけが様子を見に行ってみたところ、迷子の男の子を両親に引き会わせる現場に遭遇したのだった。

「……で、でもよく考えたら……映画館のスタッフさんにお願いすればよかったんですよね……うう……よ、余計なことをしてしまって恥ずかしいです……ダ、ダンゴムシのように丸まって土中に埋まりたい……」

　顔を両手で覆いながらその場にしゃがみこむ。

　だけど。

「いや、舞まい原はらさんは立派だったと思う」

「……え……？」

「その男の子も両親とはぐれて一人で心細い思いをしていたはずだ。そんな中、舞まい原はらさんが声をかけてくれて嬉うれしかったに違いない。だから舞まい原はらさんのやったことは余計なことなんかじゃない」

「……あ……」

「声を出すのが苦手なのに、本当によくがんばったと思う。舞まい原はらさんのおかげであの子は不安に感じることがなかったはずだ。尊敬する」

「……い、市いち村むら……先輩……」

　舞まい原はらさんが龍りゆう之の介すけを見上げながら小さく首を振った。

「……そ、その……」

「？」

「……ち、違うんです……あ、あんなことができたのは……そ、その……い、市いち村むら先輩のおかげで……」

「??」

　首を傾ける龍りゆう之の介すけに。

　舞まい原はらさんは強い眼まな差ざしで見上げてくると。




「……い、市いち村むら先輩が……わ、わたしの声のことを好きだって言ってくれたから……夜の星の下に咲く花みたいだって言ってくれたから……だ、だから勇気を出して……嫌いな自分の声を……大きく出すことができたんです……！」




　絞り出すようにして、そう言った。

「……な、何もかも……市いち村むら先輩のおかげなんです……わ、わたしが今こうして声を出せているのも……放送部に入って楽しい毎日を送れているのも……声優の夢を諦めないでいられるのも……ぜ、全部……市いち村むら先輩がいてくれたから……」

「……」

「……は、初めてだったんです……じ、自分のことを肯定してもらったのも……そ、そのままのわたしでいいと言ってもらえたのも……そ、それに……い、市いち村むら先輩みたいな男子の方に出会えたのも……。……い、市いち村むら先輩はまるで太陽みたいです……いっしょにいると……お話をしていると……こ、心がじんわりと温かいものに包まれているような気がしてきて、す、すごく……落ち着くんです……自分はここにいてもいいんだって思えるんです……だ、だから……わ、わたし……」




「……わ、わたし……そ、そんな市いち村むら先輩のことが……っ……」




　さらに舞まい原はらさんは何か言葉を続けようとして。

「……舞まい原はらさんは偉いな」

「……え……？」

　龍りゆう之の介すけは思わずそう口にしていた。

「いつだって一生懸命に前を向いて、自分の内面と向き合っている。ちゃんと勇気を出して、ためらうことなく自分がその場でしなければならないことをやることができている。それはとても難しいことだし、見習うべきことだと思う。それは別に俺のおかげとかじゃなくて舞まい原はらさん自身のがんばりだ」

　今だけじゃない。

　放送部（仮）に入るきっかけとなった発声の時もそうだし、その後のアフレコレッスンの時も、ニャンメイドカフェの時もそうだ。舞まい原はらさんは戸惑いつつも、最後にはやるべきことをやり遂げている。

　それに比べて自分はどうだ。

　先輩に対してそうであろうと決めたこと。

　言いたいこと、伝えたいことは、ちゃんと声に出して言う。

　包み隠さず、あますことなくハッキリと声に出して伝える。

　それが先輩からの未知の常時アウトリアクションに気後れしてしまって、またやり遂げることを躊ちゆう躇ちよしてしまっている。

　そんなのはただの甘えだと……舞まい原はらさんを見ていて気づかされた。

「だからありがとう……舞まい原はらさん」

「……え……？　……え……？」

　龍りゆう之の介すけの言葉に、舞まい原はらさんは何のことだか分からないという顔で目をぱちぱちとさせる。

「……い、いえ……そ、その、なんだかよくわからないですけど……わ、わたし……そ、そんな、市いち村むら先輩にお礼を言われるような上等な生き物では……！」

「いや舞まい原はらさんは素晴らしい女性だ」

「……ひく……っ……!?」

「今言ったようにどんな時にも前向きにがんばっているし、それに見合うだけの結果も出している。顔立ちも整っていて歩いていれば自然と周囲の目を惹ひきつけるほどのものだ。それだけじゃなくて均整が取れて引き締まったいい身体からだをしているから、きっと運動をやってもいい結果を残せるだろう。そんな舞まい原はらさんを俺は誇りに思うし、後輩として好感を持っている。これからも今みたいな舞まい原はらさんでいてほしい」

「……ひ、ひひひひひくっ……！　ひゃ、ひゃ……っく……!?」

　のぼせたように顔を赤くした舞まい原はらさんのしゃっくりが止まることなく響き渡って。

　再びどこからか、スリーアウトチェンジ！　の声が聞こえてきたのだった。




　☆




　市いち村むら先輩と別れて、星ほし菜なは一人で帰り道を歩いていた。

　日も暮れて辺りの空気は少しだけ涼しくなってきていたけれど、胸の奥はどこか熱くドキドキと鼓動を刻んだままだった。

「……」

　……あの時、何を言おうとしたんだろう。

　自分でもよくわからない。

　ただ気づいたら何か強い衝動が胸の奥底から湧き上がってきて、考えるよりも先に口が動いてしまっていたのだ。

「……市いち村むら先輩……」

　優しくて穏やかなジョンのような表情を思い出す。

　最後までは言えなかったけれど、もしもあの先を口にすることができていたら何が起こっていたのだろう。

　市いち村むら先輩との関係が何か変わったりしていたのだろうか。

　この胸の奥にあるじんわりとした温かいものが何なのかは星ほし菜なにもよくわからない。

　だけどそれは自分の中に初めて芽生えた感情で、とても大切なものだということだけはわかる。

「……さ、さっきは……ちょっと先走りそうになっちゃいましたけど……で、でも……この温かい気持ちを大切にするのはいい……ですよね……。……そ、それで、いつかはきちんと……伝えられたら……」

　その温ぬくもりを逃さぬように胸元でぎゅっと手を握って、そう小さく口にしたのだった。
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　舞まい原はらさんと映画に行った翌日。

　龍りゆう之の介すけは部屋の中で、スマホのディスプレイと再び睨にらみ合あいをしていた。

　まだ先輩への誘いのメッセージは未送信のままだ。

　送る内容は考えてあるが、送信するまでには至らずにいる。

　だけど昨日までとは違う。

　舞まい原はらさんの直ひた向むきな姿を目まの当あたりにして、そのいつだってがんばっている真まっ直すぐな在り様に触れて、龍りゆう之の介すけもやるべきことをやり遂げる覚悟はできていた。

「……よし」

　大きくうなずいて、ＲＩＮＥの送信ボタンに指をかける。




『もしよかったら、週末に地元の神社で開催される夏祭りに行きませんか？』




　そんな内容。

　ヒョ……っという先輩の鳴き声みたいな音とともに、メッセージは送信されていった。

　そのままＲＩＮＥの画面を見ていると、すぐに既読マークはついた。

「！」

　先輩が見てくれた。

　あとは返事が来るのを待つだけだ。

　スマホをベッドの上に置いて待つ。

　とはいえただ待っているのは落ち着かなかったため、その間に筋トレをすることにした。

「……フンッ……フンッ……」

　腕立て伏せと腹筋、背筋の組み合わせ。

　毎日やっているそれらを三セットほど完了したところで、ベッドの上のスマホがブブブ……と振動した。

「！」

　見ると先輩からのメッセージが戻ってきていた。

　すぐにＲＩＮＥを立ち上げて内容を確認する。

　すると。

　そこには『討ち入りでござる！』というニャン左ざ衛え門もんが日本刀片手にどこかの屋や敷しきに攻め入っているスタンプとともに、こんなメッセージが書かれていたのだった。




『お、おっけー。それじゃあ何時にどこに待ち合わせにする？』
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　先輩との待ち合わせは、午後六時に神社の入り口である鳥居の下ということになった。

　早々に支度を終えつつ五時を過ぎたあたりで、何だか初めて公式試合で先発を任された時のようにソワソワする気持ちを抑えつつ、龍りゆう之の介すけは家を出る。

　神社までは電車と徒歩で三十分かからない距離だったけれど、お祭りということで道が混雑するかもしれなかったし、何といっても先輩との夏祭りだ。間違っても遅刻などするわけにはいかない。なので余裕を持って行動するに越したことはないと思ったからだ。

　そんな意気込みで、十五分前に待ち合わせ場所に着いた龍りゆう之の介すけだったのだけれど。

「花か梨りん先輩……？」

「お、龍りゆう之の介すけじゃん。こっちこっち」

　先輩はすでに到着していた。

　同じく待ち合わせであろう人が多く集まっている鳥居の下で、龍りゆう之の介すけに向けてぱたぱたと手を振っている。

「すみません、待たせてしまいましたか……？」

「ううん、あたしも今来たところ。ていうかまだ待ち合わせの十五分前なんだから、ぜんぜん余裕じゃない？」

「それはそうなんですが……」

　先輩よりも早く来られなかったのは龍りゆう之の介すけとしては不覚の一言だ。

　だけどそんな悔しさよりも龍りゆう之の介すけの目を引いたのは……




「……ど、どうかな……？　ヘ、ヘンじゃない……？」




「……おお……」

　思わず声が出てしまう。

　今日の先輩は……浴衣ゆかた姿すがただった。

　全体に小さな金魚の模様が散らされている、薄い水色を基調としたかわいらしい浴衣ゆかた。夏の海の色を映したような濃い青色の帯とも合わさってとても涼しげで、いかにも夏という感じがする。

　浴衣ゆかたに合わせて、先輩は髪を上げていた。

　どうやっているのか龍りゆう之の介すけにはよく分からない複雑なまとめ方でまとめて、きれいな色のかんざしで留めている。いつもとは違う髪のまとめ方なのにそれでもトレードマークのネコ耳ヘアーは維持されているのが、龍りゆう之の介すけには不思議だった。

　そして何よりも少しだけ照れたようにもじもじと見上げてくる先輩の表情は、それこそ三塁打級のヒットなのであって……

「……奇跡がいます……」

「き、奇跡……っ……!?」

「はい……先輩というかわいさの申し子のような存在が、浴衣ゆかたでさらにバージョンアップされて夏仕様になったのはある意味で奇跡だと思います。先輩の周囲だけ水辺のホタルのように際きわ立だって光り輝いているような……。そんな瞬間を目まの当あたりにできるなんて、感激です」

「や、き、奇跡ってそんな簡単に見られるものじゃなくない!?　叶かなわないから奇跡って言うんだよ!?」

「会いに行ける奇跡です」

「ど、どこかのアイドルみたいなキャッチフレーズ!?　あとホタルで光るのはオスだから！」

「アイドルとは偶像という意味なのであながち間違っていないかもしれません。花か梨りん先輩は俺のアイドルでもありますから」

「……っつつつつ……も、もう……お祭りでも龍りゆう之の介すけは龍りゆう之の介すけだよね……て、照れハラがひどい……」

　龍りゆう之の介すけの言葉に先輩がうなじまで真っ赤になる。

「思ったことを言っただけなのですが……」

「自覚がないのがまたタチが悪いんだよね。養殖グイグイじゃなくて天然グイグイだから……ま、まあ、もう今さらなんだけど……」

　小さくため息を吐きながら先輩がそう言って。

「それじゃあ、ちょっと早いけど行こっか？」

「はい」

　そんな先輩にうなずき返して。

　二人並んで境内の方へと歩き出した。
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　お祭りの会場である神社の境内は、思ったよりも混雑していた。

　参道を埋め尽くすほどの大おお賑にぎわいで、先輩と同じ浴衣ゆかた姿すがたの女子たちを中心にたくさんの人たちが楽しげに笑い声を上げている。

　そんな喧けん噪そうを盛り上げるかのように、参道の両脇にはいかにもお祭りといった風ふ情ぜいの様々な屋台が軒を連ねていた。

「お、リンゴ飴あめの屋台だ。わー、おいしそー」

「食べますか？」

「う、魅力的な誘い。だけど……」

　龍りゆう之の介すけの言葉に、けれど先輩はぐっとガマンをした表情になって。

「んー……や、後にする。リンゴ飴あめはデザートだもんね。順番は大事だよ。お祭りといったらやっぱりまずは粉物からでしょ！」

　そう言ってとてとてと食べ物の屋台がある方へと向かって歩き出す。

　先輩の様子はいつも通りだった。

　明るくて元気な、ちっちゃくてかわいいネコみたいな先輩。

　もしかしたらまた海水浴の帰りのように目も合わせてくれない常時アウト状態だったらどうしようかと思っていたのだけれど、どうやら龍りゆう之の介すけのその心配は杞き憂ゆうに終わったみたいだった。

「ん、どうしたの、龍りゆう之の介すけ？」

「いえ……」

　先輩が不思議そうな顔で見上げてきていたので首を横に振る。

　いつも通りの先輩に戻っているのだったら、余計なことを言って気は遣わせたくなかった。

「それにしても、学校以外で花か梨りん先輩と二人だけになるのも久しぶりな気がします」

「え、そうだっけ？」

「はい。試験勉強の時は妹さんがいましたし、この間海に行った時は言わずもがなですし……」

「あー、そういえばそうだったかも。最近はみんなで騒ぐことが多かったからなー。今日も真ま衣いたちにも声をかけた方がよかったかな？」

「いえ俺は花か梨りん先輩と二人がいいです」

「にゃにゃ……っ……!?」

　先輩が小さく声を上げた。

「もちろんみんなで賑にぎやかに過ごしたりするのも楽しいと思います。ただ俺は、花か梨りん先輩と二人でこうしている空気が好きなんです。自然なままでいられるというか心が落ち着くというか……。あと先輩のことも普通に好きです」

「さ、最後にしれっと何か付け加えた!?」

　目を丸くしながら小さく飛び上がる先輩。

「も、もう……お祭りで興奮してグイグイが加速してるんじゃないか……？　……ま、まあ、龍りゆう之の介すけといっしょにいると居心地がいいのはあたしもおんなじだけど……」

　すすっと視線を横に逸そらしながら先輩がそう口にしかけたところで。

　ドン。

「お、おっとっと……」

　歩いていた人に先輩がぶつかって、そのまま人の波に流されてさらわれていきそうになる。

　慌てて龍りゆう之の介すけが手をつかんで、何とか引っ張り戻した。

「大丈夫ですか、花か梨りん先輩」

「う、うん、ありがと、龍りゆう之の介すけ」

「それにしてもすごい人ですね。油断すると流されてしまいそうになります。これじゃあ先輩くらい背──」

「……」

「せ……センチメンタルだと、すぐにはぐれてしまいそうですね」

「今絶対、背が低いとって言おうとしたよね!?　あとセンチメンタルって意味がわからないから!?」

　先輩が即座にしゃー！　と突っこんでくる。

「……」

「……」

「…………いえそんなことは」

「はー、ほんと、龍りゆう之の介すけってウソがつけないよね。すぐに顔に出るっていうか」

「すみません……」

「んー、まあそれは龍りゆう之の介すけのいいとこでもあるんだけどね。ま、いいや。でも確かにこの人混みだとちょっと困っちゃうよね。だ、だったら……」

　そこで先輩は「こ、こほん」と咳せき払ばらいをすると。




「そ、それじゃあ……これでどう？」




「え……」

　少しだけ遠慮がちに……先輩は龍りゆう之の介すけの右腕に手を絡からませてきた。

「花か梨りん先輩、これは……？」

「ほ、ほんとは袖をつまむか、手をつなぐかくらいでよかったんだけど……そ、それじゃあ今日の勢いだと心もとないかもしれないでしょ？　だ、だからこれしか手段がなかっただけで、べ、別に他意はないんだからな？　ほ、ほんとだぞ？」

　赤い顔で「む、むー」と見上げながら念を押してくる（かわいい）。

「分かっています」

「ほ、ほんとに？」

「はい。ですがどんな事情であれ、こうして花か梨りん先輩と腕を組めるなんて幸せ以外の何ものでもありません。まるで右腕の防御率が〇・七三を上回ったような気分です」

「ど、どんな気分なのそれ!?」

「世界を制する右腕になったということです」

「そ、そう……」

　先輩が顔を雪ぼん洞ぼりのように真っ赤にしながら横を向く。

「……」

　そんな先輩に目をやりながら、龍りゆう之の介すけは心の中でつぶやいていた。

　ああ、これはもう間違いなくヒットだ。

　同じように腕を組んでいるのでも、妹さんとの時とはぜんぜん違う。

　あの時はただ右腕にだっこちゃんが付属しているくらいの感想しかなかったけれど、先輩の場合は胸の奥がフワフワとして夢を見ているような心地になる。少しばかり足が地に着かないような感じではあるものの、だけどそれすらもどこか心地いい。球種にしてみたらストレートの棒球と高速フォークくらい違う。妹さんが聞いたら「な、なんですとー!?」と怒りそうだったけれど、それは事実だった。

「花か梨りん先輩」

「ん、な、なに？」

「このまま……時間が止まってしまえばいいですね」

「そ、それ、普通は男子の言う台詞せりふじゃないから!?」
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　龍りゆう之の介すけの右腕に遠慮がちに手を絡からませて歩きながら、花か梨りんは心の中でうんうんとうなずいていた。

（よしよし……今のところはうまくいってるかにゃ）

　龍りゆう之の介すけを前にして、特におかしな素そ振ぶりはしないで平静を保つことができていると思う。

　海の日以来何だか龍りゆう之の介すけへのリアクションがおかしくなってしまったけれど、それを顔に出すことなく普通に対応することができている。

　あれが何なのかは今もってわからない。

　龍りゆう之の介すけを見たり考えたりする時に発生する、胸がうにゃうにゃとして頰が熱くなって思わず顔を逸そらしたくなってしまう現象。

　ひとまず龍りゆう之の介すけうにゃうにゃ現象と名づけてみたものの、いまだに未解決のままだし、どうしてそうなったのかも判明していない。

　だけどその原因が何かわからなくとも、対処する方法はある。

（とにかくいつも通りでいればいいんだよ、うん）

　それが花か梨りんが考え出した結論だった。

　要するに、ヘンに意識をするから調子が狂うのだ。

　だったらつとめて平静でいることをいつも以上に自分に言い聞かせて、普段と同じように接すればいい。

　そう、だからこうして龍りゆう之の介すけと腕を組んでも何も意識したりはしない。これはただの物理的接触であって、あくまでも人混みではぐれないようにするために必要な行為にすぎないのだから、うん。……ま、まあ、龍りゆう之の介すけが普段通り過ぎて照れハラを連発してくるとどうしても反応してしまうところはあるけれど、それはまたある意味通常運転だから仕方ないっていうか。

（う、うん、いつも通りいつも通り……）

　心の中で念仏のように唱える。

　周りからは、賑にぎやかな屋台の喧けん噪そうが聞こえてくるのだった。
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「さ、屋台だ屋台だー！」

　隣の先輩が元気に声を上げる。

「どこから回っていきますか？」

「そだねー、まずはタコ焼きを食べたら次は焼きソバで、その次はお好み焼きかな。で、焼き鳥とイカ焼きを食べたらフランクフルト。あとは豚串も外せないかにゃ。で、そこからデザートタイムで、綿菓子、かき氷、リンゴ飴あめの順番でいくよー」

　うきうき顔で先輩が屋台のラインナップを挙げていく。

「そんなに食べられるんですか？」

「ん？　たぶんだいじょうぶでしょ。ほら、屋台のご飯は別腹っていうし。それに」

「？」

「龍りゆう之の介すけもいっしょに食べてくれるよね？　こーいうイベントでのご飯はシェアするのが一番おいしく食べられるんだから」

「それはもちろんです。先輩からのおこぼれでしたら、たとえお好み焼きの生しよ姜うがだけでもありがたくいただきます」

「そ、そこはちゃんと分けるってば！」

　心外そうな顔で先輩がそう言って。

　二人で順番に食べ物の屋台を回っていく。

「うーん、ここのタコ焼きはタコが大きくておいしいなー。口の中でタコがぷりぷりと躍ってる感じ」

「そうなんですか？」

「うん、屋台のタコ焼きって、タコ焼きと言いつつほとんどタコが入ってないのも多くて。ま、それはそれでまた趣があって好きなんだけど、これは普通においしいかな。ほら、龍りゆう之の介すけも食べる？　ふふ、あーんとかしてあげてもいいんだよ……って、はっ！」

（い、いやいや、ダメだって。この手のカウンターはなにをどうやっても龍りゆう之の介すけの照れハラにしか転がらないってすでに経験してるじゃん！　が、学習しろ、あたし！）

「？」

「あ、な、なんでもないよ？　ほら、いっこ食べる？」

「そうですか。ああ、花か梨りん先輩、口元にカツオブシがついています」

「え？　ど、どこ？」

「そっちじゃないです。反対側で……はい、取れました」

「!?」

（ふ、普通に取って、そのままパクッとした!?　ダ、ダイレクトで……!?　息をするくらい自然だったんだけど……）

「花か梨りん先輩？」

「……え？　あ、う、うん、さんきゅ……」

（あー、もう、そ、そうだった！　カウンターとかそーいうことを考えなくても、龍りゆう之の介すけは普通に災害級の照れハラリストなんだった……）

「？」

　先輩が何やらうなじまで赤くなっていたけれど、龍りゆう之の介すけにはどうしてそうなっているのかさっぱり分からなかった。

　そこからも食べ物の屋台をいくつか回った。

　焼きソバ、お好み焼き、焼き鳥、フランクフルト、豚串、その他色々。

　龍りゆう之の介すけもいくつかはシェアしたものの、基本的には先輩が率先してぱくぱくと口へと運んでいた。この小さい身体からだのどこに入っているのかと不思議に思うばかりの見事な食べっぷりだった。

「……今、あたしのことめっちゃ食いしんぼうだって思わなかった？」

　と、デザートのリンゴ飴あめを頰張りながら、先輩が少しだけ気まずそうな目でそう言ってきた。

「いえ、そんなことは。ただよく食べるなと」

「そ、それ、ほとんど同じ意味じゃない!?」

「俺、先輩が食べている姿を見るのは好きです」

「にゃっ……!?」

「好き嫌いとかがなく、いつだってとても幸せそうな顔で食べることを楽しんでいます。本当に食べることが好きなんだなと感じます。将来、花か梨りん先輩といっしょにまた家族の食卓を囲むことがあったら、きっとそんな幸せそうな笑顔が絶えないんだろうなと思いました」

「しょ、将来……!?　か、家族……っ……!?」

（そ、それって、け、けけけけけけ結婚とかってこと……？　う、うう、そ、それは、龍りゆう之の介すけはしょっちゅうそんなことを言ってるし、あ、あたしも前にそんな想像──っていうか妄想をしちゃったこともあるけど、で、でも、そ、そこまで直接言われるとなんか現実味が増してくるっていうか……っ……!?）

「そ、そそそれって、龍りゆう之の介すけとあたしのってこと……？」

「え？　はい。花か梨りん先輩が夕飯ならまた作ってくれると、妹さんに勉強を教えに行った時に言っていたので」

「へ……？」

「今度は妹さんだけでなくお兄さんや親御さんなどのご家族を含めて食卓を囲むことができるのを、楽しみにしています」

「……」

「先輩？」

（……そ、そっちか……）

「……そ、そうだね！　いつでもウェルカムだよ！　生しよ姜うが焼やきを用意して待ってるから!!」

「……？」

　半ばヤケになったような声音で先輩が叫ぶ。

　どうして先輩がこんなにアウトを取られた時のような反応になっているのか、龍りゆう之の介すけには謎だった。







　食べ物の屋台をほぼ全て回り終わった後には、近くにあった金魚すくいの屋台に寄ってみた。

「さ、たくさんとるぞー！　金魚は十匹とってからが本番だもんな。目指せ五十匹！」

「……」

「ん、どうしたの龍りゆう之の介すけ、水槽をじいっと見て」

「いえ、この金魚が先輩に似ていると思って」

「あ、あたし金魚みたいなの!?　なんで!?」

「この金魚が水槽の中でも一番きれいなんです。パッと見た時から目を引かれたといいますか……」

「え？　あ、そ、そうなの……？」

「はい。花か梨りん先輩と初めて会った時に抱いた印象と似ているかもしれません」

「うにゃ……っ……」

　先輩がどっちが金魚か分からないくらいに一瞬で真っ赤になる。

「ま、またそんなこと言って……い、いいから金魚すくいに集中しなさい！　龍りゆう之の介すけ、まだ一匹もとれてないじゃん」

「実はこういう細かい作業はあまり得意ではなくて……」

「え、そうなの？　じゃあじゃあ、金魚すくい熟練者のあたしがコツを教えてあげよっか？　ええとね、うまくとるためにはポイの縁を使うのがポイントで……」

　先輩が手本を見せながら教えてきてくれる。

　だけどあと一歩のところまではいくものの、どうにもうまくいかなかった。

「……ダメでした」

「あー、うん、意外と不器用なんだね、龍りゆう之の介すけ」

「どうもこういう小さな道具を使うのは苦手というか。先輩似の金魚をとりたかったのですが……」

　目的の金魚は小さい割にはなかなかに俊敏で（そこは先輩に似ていない）、龍りゆう之の介すけには最後まですくうことはできなかった。

　龍りゆう之の介すけが少し落ちこんでいると、その姿を見かねたのか、屋台の店主が話しかけてきた。

「兄ちゃん、その金魚がお気に入りなのかい？」

「え、はい」

「いい目をしてるね。そいつはうちの中でも一番の器量よしなんだ。きれいだろう」

「そうですよね。何といっても先輩似ですから」

「にゃ……っ……！」

「ハハ、ホントに気に入ってるんだな。よかったらサービスで持っていくかい？」

「いいんですか？」

「ああ、兄ちゃん、がんばってたからね」

「ありがとうございます。いただいていきます」

　お礼を言って、先輩似の金魚を水の入ったビニール袋に入れてもらう。

「あー、よかったな、龍りゆう之の介すけ。お気に入りのがもらえて」

「はい。あの、先輩。この金魚に『花か梨りん』と名づけたいと思うのですが、いいでしょうか？」

「え？　ま、またそーいう答えにくい提案を……」

　先輩は少しの間、目をぱちぱちさせながら考える仕草をしていた。

　だけどすぐに小さく顔を上げて。

「ま、まあ、いーよ、名前くらいなら別に問題ないっていうか。でも大切にかわいがってあげるんだぞ？」

　腕を組んで顔を逸そらしながらそう言う先輩に。

「分かりました。俺は花か梨りんのことを、病める時も健やかなる時も愛情を注いで、末永く幸せにすることを誓います」

「き、金魚だよね？　金魚のことだよね!?」







　金魚の屋台の近くには、射的の屋台もあった。

「あ、ねえねえ、あれ、ちょっとやっていかない？」

「いいですね、やりましょう」

「あの犬のぬいぐるみがかわいいなー。『ぐいぐいワンコ』っていうんだ。ニャン左ざ衛え門もんの隣に飾りたいかも。よーし、がんばってとるぞー！」

　先輩が浴衣ゆかたの袖をまくりながら声を上げる。

　慣れない手付きでコルク銃を構える先輩の姿を横で見ていたものの……

「うう、とれない……『ぐいぐいワンコ』、あたしのこと嫌いなのかにゃ……」

　結果は芳かんばしくなかった。

　先輩は背が低いこともありあまり前に身体からだを乗り出すことができないため、目標であるぬいぐるみにあまり近づけずコルク弾を当てることも難しいようだった。

「しょうがない……残念だけど諦めるしかないかな」

　しょんぼりとした表情でそう言いかけて。

「ここは俺に任せてもらってもいいですか？」

「龍りゆう之の介すけ？　え、とれそうなの？」

「はい。金魚すくいはぜんぜんでしたが、これは大丈夫だと思うので」

　そう口にしながら集中して目標のぬいぐるみに狙いを定める。

　射的をやったことはなかったけれど、狙った場所に当てるという意味ではピッチャーの心構えと少し似ている。

　なのでこれはうまくできる気がした。

「──よし、取れました」

　その予測通り、五回ほどチャレンジして、無事に目的の『ぐいぐいワンコ』を棚から落とすことに成功した。

「おお……」

　先輩が驚きの声を上げる。

「すごいすごい……！　龍りゆう之の介すけのこと見直したかも！　ただの照れハラグイグイお化けじゃなかったんだね！」

「その呼び名は少し気になりますが……とにかくどうぞ」

「わあ……」

『ぐいぐいワンコ』を手にして、先輩が嬉うれしそうに顔を綻ばせる。

　見ている龍りゆう之の介すけの方が嬉うれしくなってくるような表情。

　しばらくの間、持ち上げて頭を撫なでたりスマホで写真に撮ったりした後に、先輩は何かを思いついたかのようににんまりとした笑みを浮かべてこう言った。

「あ、そうだ、龍りゆう之の介すけは金魚にあたしの名前を付けたことだし、じゃああたしはこの子のことを『龍りゆう之の介すけ』って名前にしちゃおっかなー。なーんて」

「……」

「ちょ、そ、そこで黙らないでってば！　は、恥ずかしいじゃん……」

「いえ……返す言葉を失ってしまうほど嬉うれしかったので」

「そ、そんなに!?」

「はい。花か梨りん先輩の家に自分の名前を付けられたものが置かれているかと思うと、それだけでまるで自分の分身が先輩の家にいるかのような満足感を覚えます」

「う、なんかそこまで言われると念とかがこもりそうで怖いんだけど……」

　先輩がちょっとだけ複雑そうな表情を浮かべる。

「あ、でも、取ってくれてありがとね。この子、なんか一目見た時から気になってたんだ。ちょっと龍りゆう之の介すけに似てるのかな？　大事にするから」

　そう言って先輩は嬉うれしそうに笑った。

　その笑顔はまるで向日葵ひまわりが咲くように鮮やかなもので、どこからかヒット！　の声が聞こえてきたような気がしたのだった。
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　辺りから聞こえてくる祭まつり囃ばや子しや太鼓の音が、どこか弾んでいるように聞こえた。

　提灯ちようちんや雪ぼん洞ぼりの淡い光が、周囲の景色を明るく浮かび上がらせてくれる。

　やっぱり……龍りゆう之の介すけといっしょにいると楽しい。

　あいかわらずグイグイで照れハラが過剰なところはあるけれど、でもそれも含めての龍りゆう之の介すけとの時間で、何だか胸がわくわくするようなドキドキするようなくすぐったい気分になってくる。

（肩肘張らないで自然体でいられるからなのかにゃ……）

　お祭りにはもう何度も来たことがあったけれど、何だかいつもとは景色が違って見えた。

　何もかもが新鮮で、何でもない光景までもが色づいて鮮やかに見える。

　去年や一昨年に真ま衣いたちと回った時も楽しかったけれど、それともどこか違う温かで優しい気持ちが胸の奥にじんわりと広がっているのだった。

（龍りゆう之の介すけじゃないけど……こんな時間がもっと続けばいいのにな）

　すぐ横で手にした金魚のビニール袋を眺めている龍りゆう之の介すけを見上げながらそう思う。

　自分が自然とそんなことを考えているのが……何だか不思議な気分だった。
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「はー、楽しかったねー♪」

　その後もいくつかの屋台を回ってたっぷりとお祭りを遊び尽くしてから、先輩が満足げにそう口にした。

「やっぱりこうやって浴衣ゆかたを着て屋台を回ると夏って感じがするなー。夏の匂いがするっていうか。ま、まあ、ちょくちょく龍りゆう之の介すけの照れハラが入るのはアレだったけど……」

「それは……すみません。先輩のことを世界で一番かわいいと思う気持ちが抑えきれなくて」

「だ、だからそーいうところだって!?　抑える気ないでしょ！」

「そうですね。先輩のことを宇宙で一番かわいいと本当に心の底から思っているので、抑えようがないのかもしれません」

「んにゃ……っ……」

　鳴き声を上げる先輩。

　そんな姿もまたかわいいと思ってしまうのを、龍りゆう之の介すけとしては抑えられない。

　そのまま会話をしつつ少し歩いていて。

「？」

　と、そこで、龍りゆう之の介すけは違和感に気づいた。

　はぐれないように龍りゆう之の介すけの腕につかまりながら隣を歩く先輩。

　その様子がどこかおかしい。

　よく見ると……先輩はその右足を少しだけ引きずっていた。

「！　花か梨りん先輩、それは……？」

「え？　あー、これは……」

　龍りゆう之の介すけに指摘されると、先輩は少しだけ気まずそうに小さく苦笑いを浮かべた。

「んー、ちょっと靴擦れができちゃったみたいなんだよね。あ、靴じゃなくてゲタだからゲタズレかな？　でも大したことないから心配しなくてだいじょうぶ──」

「見せてください」

「え？　あ、いや、ほんとに平気だから……」

「いいから見せてください」

「あ、う、うん……」

　まだどこか遠慮した様子の先輩を道脇の縁石に座らせて、ゲタを脱がす。

　龍りゆう之の介すけの手にすっぽりと収まってしまいそうなほど小さくて白い足には、擦り傷のような靴擦れができていて、血がにじんでいた。

「……これ、痛かったんじゃないですか……？」

「あー、ま、まあ少しは。でも歩けないほどじゃないから。あ、あはは、張り切っておろしたてのゲタを履いてきちゃったのがよくなかったのかなー」

　先輩がそう言って笑う。

「……すみません」

「え？」

「……こんなになるまで気がつかなくて。すぐ隣を歩いていたのに、後輩失格です……」

　迂う闊かつだった。

　屋台を回っている間に龍りゆう之の介すけにはいくらだって気づく機会はあったはずなのに、先輩と二人でお祭りに来られたことに舞い上がってしまって、見逃してしまっていた。

　今さらながらに悔やんでも悔やみきれない。

「……とにかく手当てしましょう。消毒液と絆ばん創そう膏こうを買いに行ければと思うのですが……」

「あ、うん。じゃあ近くのコンビニにでも──」

「──すみません、失礼します」

「え……っ……」

　立ち上がろうとする先輩を。

　龍りゆう之の介すけは腕の中に収めるようにして抱きかかえた。

「え、ちょ、ちょっと、龍りゆう之の介すけ……!?」

「すみません、今の状況で先輩を歩かせるわけにはいかないので……」

「だ、だからって……よ、よりによってこれ!?　こ、これって、お姫さま抱っこってやつだよね!?　こ、こんな恥ずかしすぎて死ぬやつじゃなくて、その、普通におんぶとかでいいんだけど……！」

「おんぶだと浴衣ゆかたが着崩れてしまうかもしれません。これだったら問題ないです」

「そ、それはそうかもしれないけど……」

「少しだけガマンしてください。この世に二つとない大切な宝物を扱う気持ちで大事に大事に運びますから」

「そ、それが恥ずかしいんだってば！」

　先輩は目をつむってぽかぽかと叩たたいてくるものの、龍りゆう之の介すけはそのままお姫さま抱っこの状態を維持したまま参道を突っ切っていく。

　周りからは。

「何やってんだあれ？」

「お姫さま抱っこじゃん。わ、実際にやってるところって初めて見た！」

「かわいー」

　そんな声が聞こえてくる。

「うう、羞恥プレイだ……」

　腕の中で、先輩が両手で顔を覆いながらそう声を上げていた。

「……すみません。他にいい方法が思い浮かばなかったので」

「う、そ、それはわかってるんだよ……て、ていうかそもそもあたしが靴擦れなんかしなければよかったんだし……」

「……」

「で、でも……」

「？」

　そこで先輩は、少しだけ言いづらそうにこう口にした。

「な、なんだろ……こ、これはこれで落ち着くっていうか、て、照れくさい以外は……わ、悪くない感じがする……」

「え……」

「こ、こうしてると何だか安心できるんだよね……龍りゆう之の介すけに包まれてる感じっていうか……。それに、りゅ、龍りゆう之の介すけの匂い……なんだかあたし、すっごく好きかもしれない……。干したてのお布ふ団とんにダイブした時みたいで、ほっこりとあったかい感じがして……」

　そう言ってクンクンと遠慮がちに首元に顔を寄せてくる。

　先輩との距離がさらに近くなり、甘くて柔らかな匂いもふわりと辺りに漂う。

　思わず龍りゆう之の介すけもこう口にしていた。

「俺も先輩の匂い、好きです」

「！　ちょ、そ、そんなこと真顔で言わないで……」

「真顔なのは生まれつきなのですみません……ですが花か梨りん先輩もほぼ同じことを言っているので、おあいこじゃないでしょうか？」

「う、そ、それはそうかも……」

　先輩が恥ずかしそうに下を向く。

　だけどその声音には、どこかそれだけではない響きも含まれていて。

「う、うう……こ、こんなの……は、反則だにゃ……」

　スリーアウトチェンジ！　の声が、お囃はや子しや人々の喧けん噪そうに紛れて聞こえてきたような気がしたのだった。
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　コンビニはすぐに見つかり、消毒液と絆ばん創そう膏こうを買うことができた。

　そのまま駐車場で手当てをして、先輩に状態を確認する。

「大丈夫ですか？」

「──ん、ありがと。だいじょうぶそう」

「本当ですか？　もしまだ痛むようでしたら家まで抱きかかえて送っていきますが……」

「そ、それは遠慮しとくから！」

　先輩が即座にぶるんぶるんと首を横に振る。

「そうですか……」

「……あ、いや、お、お姫さま抱っこ自体はいーんだけど、ひ、人前でやるのは恥ずかしすぎるっていうか……」

「？」

「！　にゃ、にゃんでもない！」

　慌てたように先輩がばっと明後日あさつての方を向く。

　もう抱きかかえているわけではないのに、まだ顔は赤いままだった。

「それにしても……今日は本当にすみませんでした。まさか先輩にケガをさせたまま歩かせてしまうなんて……。来年はこんなことがないように、先輩の様子を十秒に一回は余すことなく丁寧に確認しますから」

「お、多すぎる！　て、ていうか、来年……？」

「はい。次こそは完璧に先輩のことをエスコートして、アクシデントなくお祭りを回ることができればと思います」

「そ、それはいいけどさ……ら、来年も来るの、確定なんだ……」

　先輩がもごもごと口ごもりながら胸元で指をくるくると回す。

　その時だった。




　ヒュー……ドンドンドンドンドン……!!




「あ……」

　耳の奥に響くような音とともに、暗闇が色鮮やかな光に照らされた。

「花火……」

「あ、そっか、そういえば花火大会も開催されるって、お祭りのページに書いてあったような……」

　先輩が思い出したようにぽつりとつぶやく。

「んー、やっぱり花火はいいなー。夏の定番っていうか代名詞っていうか。あ、それに……考えてみれば龍りゆう之の介すけと花火を見るのも二回目かー。でもまさかこんな短い間にいっしょに二回も花火を見ることになるとは思わなかったなー」

「そうですね。ですがとてもきれいです」

「ん？　あ、そうだよね。何回見ても花火はきれいでいいよねー」

「いえ、そうではなくて」

「？」

「花火の光に照らされた花か梨りん先輩がきれいだと思って」

「ひょ……っ……!?」

　先輩が大きく声を上げる。

「ちょ、な……き、きれいって、あ、あたしが……？」

「はい。とても幻想的で、きれいで、まるで何かの物語の中の光景のようです」

「う、うう……」

（か、かわいいかわいいはこれまでさんざん言われてきたけど……き、きれいって面と向かって言われたのはあんまりにゃいかもしれない……あ、ダ、ダメだ……また顔が熱くなってうにゃうにゃしてきちゃった……龍りゆう之の介すけうにゃうにゃ現象だ……）

「それに……」

「？」

「初めての夏祭りを、こうして先輩といっしょに回ることができて幸せでした」

「え、龍りゆう之の介すけ、初めてだったの？」

「はい。夏休みは野球部の練習で忙しかったので」

　思えばこんな風に夏祭りでだれかといっしょに花火を見上げたことは龍りゆう之の介すけには一度もなかった。夏といえばだいたいは野球の練習で一日が終わって、やることといえばその後に部員たちとどこかに寄って買い食いをするくらいがせいぜいだった。

　だからこうしてだれかといっしょに過ごすことができるなんて考えたことがなくて。

　そしてその隣にいてくれるのが先輩であるだなんてこれっぽっちも想像したことがなくて。

　空から降り注ぐ七色の光、うっすらと漂う火薬の匂い、そしてすぐ横でちょこんと首を傾けながらと見上げてくる先輩。

　その全てが龍りゆう之の介すけにとっては新鮮で、心躍らされるものだった。

　隣にいてくれたのが先輩でよかったと……心から思った。

「……花か梨りん先輩」

「ん、な、なに……？」

「本当に今日はありがとうございました。先輩が来てくれたおかげで、とても楽しい時間を過ごすことができました。だけど今となっては、それだけでは満足できないかもしれません。だから……」




「これから先も……こうして、先輩と初めてのことをたくさん積み上げていきたいです。夏祭りも、花火もそうですし、それ以外にもやってみたいことがたくさんあります。その時に隣にいてくれるのが花か梨りん先輩だったら、花か梨りん先輩の花が咲くような笑顔と大好きな声がいつもずっと傍そばにあってくれたら、それ以上の幸せは俺にはないと思います。──どうか花か梨りん先輩、これから先もずっと俺の隣にいて、同じ景色を見ていてください」




「!?」

（と、突然、な、なにを言ってるの!?　ず、ずっと隣で同じ景色を見てほしいって、え、笑顔と声があれば幸せって……そ、それってもう、プ、ププププロポーズみたいな……!?　な、なにこれ、グイグイ度数が振り切れた……!?　あ、で、でも……）

「……」

（龍りゆう之の介すけ、すっごく真剣な顔してる……そ、そっか、龍りゆう之の介すけにとっては真面目な話なんだ……こうして今日のお祭りを、初めての体験を大事に思ってくれてるから、その、グイグイ度もいつもよりも増しちゃって見えるだけで……。……うん、だ、だったら）

「……あ、あのさ、龍りゆう之の介すけ」

「はい」

（あたしも……ちゃんと答えないといけないよね）

「……えっとね、ありがと。そう言ってくれてうれしいっていうか、あたしも龍りゆう之の介すけといっしょにいると楽しいし、もっともっとおんなじ時間を過ごしたくなる。今日もずっと笑ってばっかりで時間があっという間だったし、龍りゆう之の介すけの初めてをいっしょに共有できたことがすっごくうれしかった。だ、だから……」

　そこで先輩は一度言葉を切って真まっ直すぐに龍りゆう之の介すけを見上げると。

　浴衣ゆかたの襟合わせと髪型を整えた後に帯の前で両手をきちんとそろえて。




「……え、ええと、不ふつ束つか者ものですが、あたしでよければよろしくお願いいたします……っ……！」




　深々と頭を下げながら、そう返してきてくれた。

「花か梨りん先輩……」

「って、な、なんかこーいう風に真面目にやり取りすると緊張するね。いつもみたいにゆるい感じくらいがあたしたちにはあってるかにゃ、あはは」

　そうネコ耳ヘアーに手を当てて無邪気に笑う。

　その先輩の姿は、空に光る七色の花火に照らされて、まるで女神のようにきれいであり天使のようにかわいらしいものであって……

（これは……ホームランかもしれない）

　そう……思った。

　ヒットも超えた、バックスクリーン直撃の球場が沸き上がるほどの強烈極まりない一発。

　それはまさに龍りゆう之の介すけの胸をクリーンヒットして、甲子園で演奏される応援歌のごとく震わせているのであって……

「……満塁ホームランクラス、なのか……」

「ん、なんか言った？」

「……いえ、何でもありません」

　見上げながら訊きいてきた先輩にそう答えはしたものの、龍りゆう之の介すけの心臓は筋トレ五セットとその後の走り込みを終えた後のようにずっと激しく鼓動を刻んでいた。

　およそヒット十本分の威力はあるんじゃないかと……そう感じていた。
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　空に咲く色とりどりの夏の花を見上げながら、その下で話しかけてくる龍りゆう之の介すけの声を聞きながら、花か梨りんは色々と思いを馳はせていた。

　今年二度目の花火。

　一度目は後夜祭で見た学校の花火。あの時も隣には龍りゆう之の介すけがいて、グイグイと攻められっぱなしだった。

　だけど同じ花火でも、今日の花火は何かが違った。

　いっしょにいるのが龍りゆう之の介すけでグイグイきてるのは同じなのに、どうしてかあの時の花火よりもさらに色鮮やかに見えた。

　違うものがあるとすれば、それは龍りゆう之の介すけに対する花か梨りんの意識のしかたなのであって……

「……」

　あ、そうか……と思った。

　ふいに……気がついた。

　自分は龍りゆう之の介すけといっしょにいる時間が好きなんだ。

　龍りゆう之の介すけといっしょにお喋しやべりをして、どうでもいいことで笑い合って、そして時にはグイグイ来られて照れたりすることを、楽しいと思っているんだ……と。

　それはもしかしたら、声のようなものなのかもしれない。

　目で見ることはできないけれど、当然のようにそこにあって優しく寄り添ってきてくれる。意識をしなければ喧けん噪そうに埋もれてしまって気づくことができないけれど、それを聞こうとしさえすればいつだってすぐに鮮やかな色で耳元に浮かび上がってくる。そしてその声は、一度気づいてしまったらもうなくてはならないものになるのであって……

（あ、あたし、もっと龍りゆう之の介すけの声を聞きたいって思ってるんだ……）

　この先もずっと近くで龍りゆう之の介すけの声を聞いていたいし、花か梨りんの声ももっと聞いてもらいたい。

　今まで聞いてきた声もそうだし、まだ聞いたことのない新しい声を聞いてみたいし、聞いてもらいたい。

　それが意味することは、つまり……

「……」

　思わず両手で顔を覆ってしまった。

　その場にしゃがみこんで、プルプルと恥ずかしさで悶もん絶ぜつしてしまった。

「先輩……？」

　龍りゆう之の介すけが怪け訝げんそうな顔で見てくるもそれどころじゃない。

（え、ええー……こ、これって、そ、そういうこと……!?）

　今まで気づいているようで気づいていなかった、胸の奥底にある温かな感情。

　龍りゆう之の介すけのことを考える時に浮かび上がる優しい気持ち。

　それが少しずつだけれど確かな輪郭を伴って形をなしてきているような気がする。

　だけどその感情には……まだ名前は付けないでいいと思った。

　声に出して、ハッキリとカタチにしなくてもいいと思った。

（だ、だって、そんなの恥ずかしいもん……。と、年上として、大人の女として、こーいうことには毅き然ぜんと対応しなきゃって思うし……。……そ、それに、もう少し今のままでもいいかにゃって思うんだよね、う、うん……）
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　心の中でそううなずいて。

　花か梨りんは小さく首を横に振ったのだった。








・本日のアウト数：８

・本日のヒット数：１

・満塁ホームラン：１

・累計のアウト数：44





















　＊




　夏祭りから帰ってきたその日の夜。

　龍りゆう之の介すけは、布ふ団とんの中で先輩とＲＩＮＥのやり取りをしていた。

『──それで、家に着いたらもうお腹なかがぱんぱんでさー。花か恋れんに「ちょっとそのお腹なかやばいよお姉ちゃん!?」って言われちゃって』

『分かります。俺もけっこうギリギリだったというか……』

『あはは、途中からそこそこ龍りゆう之の介すけにも食べてもらったしねー』

　花火が終わり家まで先輩を送って別れた後に、先輩からお疲れさまメッセージが来てから、何となくそのまま流れでやり取りを続けていたのだ。

『でも今日はほんとに楽しかったなー。あ、そういえば今って龍りゆう之の介すけは何やってたの？　筋トレとか？』

『いえ、それはさっき終わって、もうすぐ寝るところでした』

『あ、そうなんだ。あたしも今はベッドの中だよ』

　そんな他愛もない内容。

　暗い部屋の中、スマホの明かりを頼りにメッセージを送り合っていく。

　と、その時だった。

　ブブブブブブブ……

　ふいに持っていたスマホが振動して、先輩からの着信を告げてきた。

「？」

　急にどうしたんだろう。少しばかり怪け訝げんに思いながら、龍りゆう之の介すけは通話ボタンに指をやる。

　すると。

「はい、もしもし──」

「あうぅ……いたたたた……」

「！」

　通話口から聞こえてきたのは先輩のそんな声だった。

　何かを痛がる小さな声。

　龍りゆう之の介すけは慌ててスマホに向かって呼びかける。

「どうしたんですか！　何かあったんですか……！」

「え？　りゅ、龍りゆう之の介すけ？　あ、あれ、ビデオ通話になってる！　そ、そっか、今の弾みで……」

「……？」

　意外に冷静な声が返ってくる。

　どうも、そこまで緊急の事態でもなさそうだ。

　龍りゆう之の介すけが首を捻ひねっていると、スマホの向こうから先輩が申し訳なさそうに言った。

「あ……ごめん。あのね、ベッドで仰向けになりながらＲＩＮＥしてたんだよ。そしたら手が滑ってスマホを思いっきり顔に落としちゃって、どうもその弾みでビデオ通話になっちゃったみたいで……」

　見てみると、確かにスマホのディスプレイにおでこを押さえた先輩の姿が映っていた。

「そうなんですね……大丈夫でしたか？」

「あ、うん。痛いっていうよりびっくりしちゃった方が大きかったから」

　そう言って小さく笑う。

　改めて見てみると、ディスプレイにはベッドで横になる先輩の姿が映っていた。

　先輩も寝るところだったのか、リラックスした感じのモコモコとした部屋着姿であって……

「あ、な、なんか、顔が見えるとちょっと恥ずかしいね……あ、あたしもパジャマ姿だし、やっぱり普通のＲＩＮＥに戻そっか──」

「いえ俺はこのままがいいです」

「！」

「もちろん先輩とメッセージのやり取りをしているだけでも幸せです。ですがせっかくこうしてビデオ通話をする機会に恵まれたのなら、このまま花か梨りん先輩の顔を見て話したいです。花か梨りん先輩の顔だけを見ていたいです」

「い、言い直さなくていいから！　て、ていうかちょっと前まで見てたでしょ……！」

「叶かなうのならば俺はいつだって先輩の顔を見ていたいです。スマホの待ち受けを先輩の笑顔の写真に変えて、何ならそこから片時も目を離さずに暮らしていきたいくらいで……」

「にゃ……っ……!?　も、もう、またそーいう……ま、まあ、いいけどさ……」

　画面の向こうで先輩が頰を少し赤くしつつも小さくうなずいて。

　このままビデオ通話が続行されることになった。

「う、で、でも……なんかこうして改めて顔を見合わせてみると、なにを話していいのか迷うね。照れくさいっていうか……」

「そうでしょうか。俺の中では先輩に対する尽きない思いが湯水のごとくあふれてきて止まりませんが」

「な、なにその温泉の源泉みたいなの!?　それは全力で止めていいから！」

「そうですか……」

「そ、そんなおあずけされたワンコみたいな顔しないの！　ふ、普通に話せばいいでしょ！」

　スマホの向こうで先輩がぱたぱたと手を振り回す。

　と、その勢いでスマホが揺れて、そこで画面の隅のとあるものが目に入った。

「花か梨りん先輩、それ……」

「え？」

「そこにあるのって、今日とってきた……」

「あ、『龍りゆう之の介すけ』？　うん、さっそくニャン左ざ衛え門もんの隣に飾ったよ。ほら、かわいいでしょ？」

　スマホを動かして『龍りゆう之の介すけ』こと『ぐいぐいワンコ』のぬいぐるみを見せてくる。

　先輩の言葉通り、『龍りゆう之の介すけ』はニャン左ざ衛え門もんの隣に並ぶようにして置かれていた。

「そうですか、『龍りゆう之の介すけ』が先輩のベッドに……」

「ぬ、ぬいぐるみのことだからね！　そ、それに龍りゆう之の介すけだって、そ、その、『花か梨りん』を連れて帰ってたじゃん」

「はい。『花か梨りん』だったら今も俺の隣で寝ています」

「い、言い方!?　て、ていうか、部屋に置くことにしたんだ……」

「はい。大切なので」

　スマホを手に持って、水槽に入った『花か梨りん』を見せる。

　薄暗い部屋でライトに照らされて淡い赤色に光る『花か梨りん』は、水の底でじっと動かないでいた。

「あ、寝てるんだ。かわいい」

「はい。『花か梨りん』は世界一……いえ宇宙一かわいいと思います」

「き、金魚のことだよね!?　金魚の『花か梨りん』ちゃん！」

「はい、今のは」

「い、今のはってどういうこと!?」

　画面の向こうでも分かるくらいに真っ赤になる先輩。

　そんな感じにいつものごとく会話をしていく。

　そのまましばらくの間、他愛もないやり取りを続けていて。

「……」

「……」

　と、ふとしたタイミングでふいに会話が途切れた。

　何となくお互いに言葉を発する機会を失って、沈黙が静かに舞い降りる。

　ディスプレイの向こうでは、先輩が何だか落ち着かない様子でもじもじとしていた。

「先輩……どうしました？」

「え？　や、べ、別になんでもないんだけど……」

「？」

「あ、あのさ、なんだかこうしてると……」

「？」




「そ、その……い、いっしょのベッドで添い寝でもしてるみたいだにゃって……」




「奇遇ですね、俺も同じことを考えていました」

「りゅ、龍りゆう之の介すけと同じレベル!?」

「というよりももはや目の前に先輩のアバターが見えます。目を閉じればまるで花か梨りん先輩の柔らかい質感やいい匂いまで漂ってくるかのようです」

「や、やっぱりもっと上だった！」

　布ふ団とんで横になる龍りゆう之の介すけと平行になるように置かれたスマホ。

　その向こうでは、同じようにベッドに寝転がった先輩が真まっ直すぐに龍りゆう之の介すけの方を見ていた。

　薄暗い部屋の状況ともあいまって、それは本当に先輩が隣にいるかのようで……

　そしてそんな先輩は、さっきからまぶたをぱちぱちとさせていて、少しだけ眠たそうだった。

「先輩、眠かったら寝てしまっても大丈夫ですよ」

「……うにゃっ!?　だ、だいじょうぶ！　あたしは年上だし、夜よ更ふかしだってお手の物だから、ぜんっぜん眠くなんかないよ！」

「ですが……」

「い、いーの。ほんとにだいじょうぶなんだから。それより龍りゆう之の介すけこそ寝ていいよ？　ほら、お子様はもう寝る時間っていうか、龍りゆう之の介すけが電池が切れるみたいにぐっすり寝るのを見届けてから、大人で落ち着いたあたしは優雅にアロマでも焚たきながらお休みタイムを満喫するから」

「はあ……」

「ふふー、龍りゆう之の介すけの寝顔、どんなのだろうなー。起きてる時のまんまなのかなー、それとも気を抜いた感じなのかなー。意外とかわいいのかも。ちょっと楽しみ、へへ」

　そう言って楽しそうに笑う。

　だけどその五分後。

「……すー……すー……うにゃ……リンゴ飴あめ……」

　先輩は眠りに落ちていた。

　電池が切れるようにストンと、枕に埋もれるようにして熟睡していたのだった。

「……んー……ほら、龍りゆう之の介すけ……そこはほら、もっと優しくやってくれないとだめだって……にゃ……」

　もにょもにょとそう寝言を口にする。

　両手を顔の下に敷いて丸まりながら眠るその寝顔はあどけなくてかわいらしくて、このまま朝まで瞬まばたきすらせずに見ていたい衝動にも駆られたけれど、さすがにそれは先輩に怒られそうなので自重することにした。

「──お休みなさい、花か梨りん先輩」

[image: ]

　そう小さく口にして。

　龍りゆう之の介すけは静かにスマホの通話終了ボタンに指をやったのだった。







　あとがき




　こんにちはまたははじめまして、五十嵐いがらし雄ゆう策さくです。

『ちっちゃくてかわいい先輩が大好きなので一日三回照れさせたい』３巻をお届けいたします。







　さて今巻の『かわてれ』では、１巻の時から存在だけは示唆されていた先輩の妹が登場します。よく動いてくれるキャラなので、書いていて楽しかったです。具体的にどのようなキャラなのかはぜひぜひ本編で確かめてみてください。もちろん今回も先輩は照れますし、その他の星ほし菜な、真ま衣い、委員長なども照れまくりです。

　またこちらの『かわてれ』ですが、特設ページを作っていただきました。電撃文庫の公式ページから飛ぶことができますので、ぜひぜひ見てみていただけますと。

　そしてそちらでも見ることができるのですが、YouTubeで『かわてれ』のＰＶも公開されています。このあとがきを書いている時点で視聴数も25万回を超えているみたいです。花か梨りん役の雨あま宮みや天そらさまと龍りゆう之の介すけ役の内うち田だ雄ゆう馬まさまの演技が本当に素晴らしいので、ぜひぜひ何度でも見てみてください。







　ここからはお世話になった方々に感謝の言葉を。

　担当編集の黒くろ川かわさま、小お野の寺でらさま。今回も色々とお世話になりました。

　イラストのはねことさま。いつも素敵なイラストをありがとうございます。このあとがきを書いている時点ではまだ拝見していないのですが、先輩の妹のイラストがどうなっているのか楽しみでしかたありません……！







　そして何よりもこの本を手に取ってくださった方々に最大限の感謝を。







　それではまたお会いできることを願って──








二〇二一年一月　五十嵐いがらし雄ゆう策さく
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